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顧問  前田 達男

日本経がFがバブル|こ :南っていた頃は、キツイ、

キタナイ、キケンの3Kで敬遠されていたヮン

ダーフォーゲノ嗜Бも、最近は2桁の新入生を迎

えている。部員数も、硬式庭球部や合気道部と

同じ40名イt体育会系サークルの平均よりも多

い。とはいえ、鈴数名の部員を擁し、陸上競技

部を抜いて トップの座にいたこともあるという

のは伝説になってしまった。

4月 新入歓迎会、 5月 新 トレ高ヨエ 6月 合

宿 トレ、 7月夏合宿、 8月 PW&PW、 9月 小

屋i愕臥 10月秋休みPW、 11月 金大祭PW、 12

月冬合宿、 1月 新年PW・ 追コン、 2月 1・ 2

年山イス 3月春合宿、 4月 春休み犀奥PWと、

絶え間のなかったヮングル歳時記にも、所々空

白が生じている。夏合宿から飯豊・朝日は姿を

消したし、厳冬期甲斐駒・柑l文の下山報告を聞

かなくなって久しい。教養部の廃上で秋休みの

なくなった今では、自山一ベルクハイムを計画

することもままならぬであろう。かく言う私も、

後立春山PWで気象係を務めるチャンスもなく

なったし、PW随行という名目で会1・ 三の窓を

再訪したり、槍穂縦走に便乗して西穂まで足を

伸ばしたのも昔話になってしまった。

顧間という仕事は、団体結成届や行事計画に

判を押すこと以外は、何か困った問題が起こっ

た時の‐種の弁護役を引き受けることだと、自

認している。だから、弁護士を生業としていた

亡父とは異なって、困り事など生じないほうが

顧間としての出番もなく、本業に励むことがで

きるはずである力ヽ 実はそうでもない。もちろ

ん事故など起こって欲しくもない力ヽ 学生と若

者は、元来、やんちゃなもの。仕事の邪魔をせ

ぬようにと計画書の提出を控えたり、チャレン

ジ精神を引っ込める必要はない。やんちゃ′亡ヽと

それをrefreshさ せてくれる学生の存在は、こ

の職業には欠かせないからである。

渡り鳥の元祖は1晦 ドイツである力ヽ 日

本に来る渡り鳥はドイッよりもロシアであろう。

40と いう数字は、ロシア語で120、 30、 50な ど

と異なった表記であり、40(周)年祭は普通名

詞化している。ヮンダーフォーゲルの40周年は

一つの区切りであり、また新たな出発でもある。

中高年にカテゴライズされようとも、気持ちは

いつまでも現役でありたいものである。

前田顧間の連絡先

(会報9号謁載ミスにつき、ご訂正下さい)

0"併 0965 金沢市笠舞2-5-12

電 076-22-圏

FAX 076-22-55X

潤 議: 籠 076-264-V9

FAX 076-234-4067

maeda330@kenroku.ipcokanazatt uoac.jp

左より

前田顧間

1鋼]大島OB会会長

1剛 椿川実行委員長

15期 舟田事務局長

期 銅



金 沢 大 学 ヮ ン ダ ー フ ォ ーー ブ ル 菩Б

創 寺 40周 年 記 念 総 会 ‐ 懇 親 会

平成 10年 9月 12日 (_LD 。13日 (日 )

金沢市大菱池町  「医王の里」

日光を浴びよ   自然に親じめ

浩然の気を養え  民謡を唄え

山に登れ     伝説を取りもどせ

祖国の土に芽くむ魂を思え

そしてさらに

身体を健全にし  厳格して自己を訓練し

青春の精力を濫費するな

側 立モットーより)

<会場配置図 >

4■
■日のコl二∫ミここ
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40周 年記念事業参加 OB一 覧

前 田 達男 (顧問 )

西尾 皓史 (3期 )

池田  進 (6期 )

保田  敦  (9期 )

森川  功  (11期 )

井上 史三 (11期 )

柴田 訓子 (13期 )

大島 良治 (13期 )

松林 知一 (15期 )

佐野 哲雄 (15期 )

中野 淳 一 (16期 )

字野 和子 (17期 )

津島 直也 (18期 )

安井  聡  (21期 )

渋谷 敏行 (29期 )

柴田 祐介 (37期 )

小林 俊夫 (38期 )

字根 悟史 (38期 )

川本 幸代 (39期 )

藤牧 康子 (釘勤

OB関名  ご家族11名 合言協9名

9′月  ■ 2 EI (L)

15:00 会場設営 。実行委員うちあわせ

」ヽ立野キャンパスヘ配車

16:00 受付開始 (大入五千円、子供二千円)

総会資料、歌集、名札配布

16:30 総会開会 (森の家三階)

17:30 総会開会 夕食

18:30 跡片づけ 会場移動

19:00 懇親会  (運動広場)

21:00 懇親会閉会
-5-

(3期 )

(3期 )

(7期 )

(9期 )

(11期 )

(12期 )

(13期 )

(15'靭 )

(15期 )

(15期 )

(16期 )

(18'切 )

(20引明)

(23メ男)

(34期 )

(38期 )

(38期 )

(39期 )

(39期 )

鈴木

稲葉

小谷

青柳

加藤

吉 田

南

間所

奥名

坂尻

小林

大西

久富

名倉

石川

三浦

橋本

小西

石倉

(3期 )

(5期 )

(8期 )

(1lJ日 )

(11期 )

(13期 )

(13期 )

(15期 )

(15期 )

(15期 )

(16期 )

(18期 )

(20期 )

(23期 )

(36期 )

(381月 )

(38J日 )

(39澳男)

011妙

田村 昭夫

北  正昭

村田 泰恵

白井  勇

小山  清

大出  徹

橋正  徹

祖父江直久

舟田 節子

金井  澄

山内 政司

椿川 利弘

深田  進

鳥越 伸博

松浦 真也

西馬 由岳

吉原 正敏

西田 秀輝

岩倉里英子

兵一
配
評
に
師
継
肝
新一
酷
麟
健一
醐
纂
均
嚇
雑
酷
勝
鬱

ご家族の方

3期一日村 昭子・美樹  15期一松林由佳里・知恵里 高村千佳子

18期―津島 佳結 名希子 21期
‐‐安井 好子・尚美  "期――名倉 瑞紀・雅人

9月 ■ 3日 (日 )

7:00 起床 朝食

山行参加者P分け

8:30 散会挨拶 昼食配布

9:00 記念山行出発

11:30 A隊下山 昼食 解散

14:00 B隊下山 解散



会 次

(司会  椿川 利弘)

。開会――一―一――――椿川 利弘
。前期会長挨拶 ―一一―一大島 良治

・顧問挨拶 ――――‐――一前田 達男
。前期事業報告 ―…………舟田 節子
。前期会計報告 …̈………鳥越 伸博
。次期会長選出 ‐―――一大島 良治
。次期会長挨拶

会則改正

次期役員選出、

。現役主将挨拶 ‐――一―佐藤豪一郎

・閉会

以後の予定について 禾1弘

*懇親会は、雨の場合、ファイヤーを中止 し、

森の家二階を会場とする。

言己≠量ユゴ子 医王山

*13日 朝食後に、希望参加コースを最終確認します。

*しがら頸の駐車場が狭いため、医王の里―しがら頸間はビストン送迎とします。

*雨天の場合、両コースとも、大池平散策、医王の里昼食に変更します。

<Aコ ー ス >  OBチ ェック担当 ;久富 象二  坂尻 患秀

医王の里―しがら頸―白冗山一しが ら頸―医王の里

9:00発   9:30 10:1010:40 11:00 11:30着   下山後昼食 解散

<Bコ ー ス >  OBチ ェック担当 西馬 由岳 宇根 悟史

医王の里一しがら頸一大池平 。三蛇ケ滝―トンピ岩一白几山一しがら頭一医王の里

9:00発   9:30 10:20 昼食 12:40 13:10 13:10 13:30 14:00着  解散

懇 親 会 次 第

(司会  久富 象二)

。開会 ―――一――一――久富 象二

。ファイヤー点火 ―――‐―――現役
。開会の挨拶、乾杯 ―一―田村 昭夫
。各期代表挨拶

0-9期―――-5期 稲葉 正己

10-19期 ―一二́…15期 間所 新一

20-29期 ――一-20期 深田  進

30-39期 ―――-36期 石川 明弘

・ア トラクションーーーーー……現役

有志OB
・ワングル歌 ―̈―――

・閉会の挨拶

万歳三唱―一―一一――oB会長

・閉会 ――一――――‐一一久富 象二

-6-



金沢大学ワンダ‐フォーゲル部OB会 則々

(名称 )

第 1条   本会は「金沢大学ワンダニフォーゲル部OB会」と称する。
(以下本会と称する。)

(構成〕

第 2条   本会は金沢大学ワンダーフォーゲル部に所属した卒業生で構成する。

第 3条   本会は会員相互の親睦をはかるとともに、現役部員の幅広い活動環境の維持を
支援し、もって金沢大学ワンダーフォーゲル部の発展に寄与することを目的と
する。

(行事 )

第 4条   本会の目的を達成するため、次の行事をおこなう。
1.会誌の発行
2.会員名簿の整理
3. 言己念行事
4.その他目的達成に必要な諸行事

(役員 )

第 5業   本会の目的遂行および運営を円滑におこなうため、会員の互選により、次の役員
を置く。

役員の任期は5年とし、再任を妨げないものとする。

会 長    1名
副会長     1名
事務局  局長 1名

会計 1名
幹事    若残

(連絡員、運営委員)

第 6条   本会の円滑な運営のため、会長の委託により各期 1名の連絡員と若干名の運営
委員を置く。

第 7条   本会の運営に必要な指導と助言を仰ぐため、顧間を置くことができる。

(饉目)

第 8条   本会に次の機関を置く。
1.総 会
2.役員会

(線会)

第 9条   総会は 5年毎に開催するものとし、会長がこれを召集する。総会では以下の
事項を決する。

11本会の会計に関する事項
2.会則の改廃に関する事項
3.本会の行事に関する事項
4.役員の選出
5。 その他、本会に関連する諸事項

なお役員会の決定により、会長は臨時に総会を召集することができる。

(役員会)

第 10条
  警:す

は第5条の役員をもって構成し、本会の運営に当たるため随時開催で

(役員の精充〕

第11条
  籍晃損資号窪議は蔀糧喜魔経量倉籠百響奮「

る。

-7



(会費)

第 12条  本会の経費は会員の納める会費と寄付金をもってこれに充てる。
会費は年間 2000円 とする。

ただし、役員会において必要と認めた場合は臨時会費を徴収することができる。
なお現役部員の部活動にたいし、役員会の決定により、その費用の一部を本会
の会費より充当することができる。

(付員1)

本会則は平成5年 8月 21日 より実施する。

本会の事務局は事務局 長々宅に置く。

平成10年 9月 12日 第 5条 改正

総会にて、

・OB会会則第5条改正を承認

・会計報告を承認

(当日は8月 31日締めの集計をご承認いただきました。平成10年分までをご納入頂い

ておりますので、掲載は11月 30日締めになっております。ご了承下さい。)

。以下の役員を承認

(今後ともご協力をお願いします。)

4ヨ1    」害名 IF■ α鋤

喜囃   上5 甦 α鋤

事務局長 舟田 節子 α鋤

会計  J識 菫 伸博 123勤

幹事   iUll 隆次 α鋤

久富 象二 帥

名倉  均 鋤

<山小屋酒場おやじ 辰野 隆義 GttD>

岡部 {申一 α8野D     栂 難 u9靭

深田  進 α璃り   森恵利子 α動

各期代表連絡員  (*1漸 IIl

l-3期 北  正昭    4期
6期 合津  尚    7期
9期 自井  勇    10期

12期 赤地 賢一*   13期

15期 坂尻 忠秀    16期

Ю期 椿川 利弘  Ю期

21期 大沢 安一*   22期

24期 麻田 正弘   あ期

27期 二木 博子   "期
30期 野田 千疇谷   31期
器期 奥出 俊■   縫期

36期 石川 明弘*   訂期

"期
 老田 浩章*

鈴木 lF国

沢田 孝雄 *

山知  亮

鳩 齢

ヨUll 隆次

キ母  J胡性

森 恵利子

高橋 伸治

浜本 信一

,廟感ユ郎

金田  学 *

柴田 祐介 *

-8-

5期 稲葉 正己

8期 山村 嘉一

11期 青柳 健二*

1馴 観 得

17期 渡辺 和文

"期
 久富 象二

郎期 名倉  均

%期 藤田 章三*

"期
 高木 美保

舘期 Jヽ山 恵介

%期 吉田  稔*

器期 吉原 正敏*



1"墜3 ]閣11 15舟田 23鳥越
"久

富 鈴深田 
“

名倉

実行委員長と新役員 (ほぼ留任)のみなさん

40周 年記念事 業 収 支 明細
(平 成 10年 9月 12日 ～ 13日 )

《 収 入 の 部 》

会  費 (大 人 05,000小 人 02,000)

カ ンパ (1期 仙 田 さん よ り)

OB会 よ り補助

309,000
20, 000

333, 884
662, 884

279, 000

73, 310

153, 656

95, 809

43, 659

6, 000

4,250

7, 200

《 支 出 の 部 》

ワ ンゲ ル歌集 作成 費

宿 泊 費 (医 王 の里 )

食  費 (明 細 下記 )

澤雪  it

写 真 代

ガ ソ リン代

名  札

氷  代

662, 884

49, 327
33, 879
24, 250
46, 200

○ 食 費 明細

夕 食・ 朝 食材料

オ ー ドプル・ つ まみ

第 七 ギ ョーザ

昼 食 (芝 寿 司 )

-9-
153, 656

晰 輻
鯰



人

ハ

(平 成 6`千三1月 1日 ～ 平 成 1

《 収 入 の 部 》

OB会 費納入

ベ ル クハ イム カ ンパ

寄付・ その他

△
〓

B0 計
0111

生
ロ

月 30日 )

報

Ｈ

3, 695, 000
422, 000

143, 066

《 支 出 の 部 》

OB会 報 (や ま ざ と )

現 役小 屋作 業 援 助

OB・ 現役 3年 懇 親 会

春・ 秋 の小 屋 酒場

東 海 ワ ンゲル会 (7年 7月 )

月 見 の宴 (7年 9月 )

リフ レッシュ会 (8年 5月 )

ベ ル クハ イノ、発 刊 (8年 12月 )

40周 年記 念 事 業 (10年 9月 )

その他 (連 絡 費・ 文具 費 等 )

4, 260, 066

1, 761,

250,

477,
217,

106,

69,

224,

357,

333,

407,

387(9回 )

000(5回 )

985(5回 )

797(5回 )

992
876
088
000
884
748

《差 引 剰 余 金 》

35周 年 繰 越 金

収 入 の 部

支  出  の  部

4, 206, 757

707, 169
4, 260, 066
4, 206, 757

剰 余 金 合 言|‐ 760, 478
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OB会 費 納 入 者 名 簿

会報 9号印刷原稿完成以降に糸ん入、いただいた方です。ご協力のほど有り難うござ

いました。

夫婦会員は1名のみを記載

()内の数値は、納入いただいた年数

(十 )は既納分があり、今回追加された年数

( & )は規定分より多いため、右の数字を次年度の会費に充当いたします。

会計年度中に現役期間のある方の場合、以下のようにお願いしています。

%期-4年分 釘期-3年分 "期-2年分 39期-1年分

桜井  登 (5)  富田 征也 (5) 高見よ志子 (5)  田丸  稔 (5)

宮本 則夫 (5)  小谷 大平 (5) 高水間淑子 (5)  高田 和守 (5)

向  幸子 (5)  赤地 賢一 (5) 河辺 憲次 (5)  菅田富士雄 (5)

田中  茂 (5)  伊藤 直和 (5)井上 敏明 (+2.5)山田 容子 (+2.D
小間 八郎 (5&5)松岡  創 (5)佐倉 正樹 (+3) 館 幸士郎 (5)

横山 寿人 (+4) 滝本 民夫 (+1)竹内 和彦 (+3) 黒岩 達夫 (5)

石本 一鶴 (+1) 細田 晴美 (5)辻村 善徳 (+4) 難波 利行 (+3)
荻生 一美 (+3) 萩野 生男 (5) 宮崎 俊郎 (5)  新谷 孝夫 (5)

西ネすかおり (5)  ガ瑳き 裕子 (5) 蒲原新太郎 (4&1)新倉 崇之 (4&1)
藤牧 康子 (+2) 若山  悟 (+2)iコ 11 貴ク、(2)  友野 rll(2)
西馬 由岳 (2)  橋本 征治 (2)三浦 永士 (2)  小西 陽介 (1)

西田 秀輝 (1)  岩倉里恵子 (1) 川本 幸世 (1)

/5●蒻



40鮨 珂鋼蒔証 lヂ謙彗肇業数彗

終 え て 一 言

実行委員長   18期 椿川 利弘

‐応実行委員長という肩書でしたので、総会

の司会が無事できるか、キャンプファイヤーの

点火がうまくいくか、記念山行の日ば晴れる力、

などなど、それぞれが終わるまで心配でした。

そういう意味では、滞りなく終了できて、大変

うれしく思っています。これもひとえに、他の

実行委員や現役の皆さんの協力によるものです。

しかし、自分が参加者の立場になって考えて

みると、年齢の離れたOBと現役に話し易い場

はあった力、食事はおいしかった力＼山イ子の後

の懇親会の方がよかったのではないか、同伴の

子供達は楽しかったかなど、反省点を数えあげ

たらキリがありません。

次回について|よ 総会でも意見のあったよう

に、場所や時期も含めて世話をするOBがやり

やすいようにやるしかないようです。しかし、

今後ますますOBが増えることや全国に散らば

っていることを考えると、総会、記念山イス 懇

親会 (現役との親睦を含めて)を二時にやるメ

リットとデメリットを考え、どれかにポイント

を絞っての開催という考え方も、また一案であ

るように思います。

とにかく今は終わってホッとしている反面、

写真の懐かしい顔を見て、みんなともっと山の

話をすればよかったと思っています。

参カロされた皆さんどうもありがとうございま

した。

(脳主;こ の原稿は、実行委員長の最後の仕

事とばかり、きわめてスムーズに送っていただ

きました。その後に大出さんの事故がおこりま

した。    οβ

記念山イ子では少数派の、同じBコ ースであり、

ともに土木科の出身でもあり、今回の行事を通

して彼が一番よく話したOBが大出さんだった

そうです。まさかこんなことになるなんて一と

40周年の印象が塗り変わった面持ちでした。

事故を知る前に原稿を寄せていただいた方の

分を合め、ここに大出様のご冥福を祈らせてい

ただきます。)

二列目 3西尾 3北 3鈴木3田村 あと略
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創 ヾ戸40「 司肇 己念 子事 」を絲冬ス_~て

主将 41期 佐藤 憂一郎

今年はヮンダーフォーゲノ嗜陀1立40周年とい

うことで、記念行事も無事終えることが出来、

正直ホッとしています。

最初は、仕事が少ないという安易な気持ちで

引き受けた主将職でした力ヽ 今年は節目の年に

当たり、貧乏簸を引いてしまったかなと思って

いました。しかし、終わってみれば達成感でい

っぱいで、やってよかったと思っています。

今まで、現役からすれば、OB会といえば少

し煙たい存在であり、OB会からすれ|よ 口を

出したいけれど口を出し過ぎても、というよう

な曖昧な関係であったと思います。実際私自身

も、 1、 2年時の高二郎登山整備において、な

るべくOBとは深く関わりたくないと思ってい

ました。そんな中での記念行事であったので、

果たしてうまくいくのだろうかと考えたりもし

ました。

普段接する機会のない現役とOBで、ほとん

ど初対面であったわけです力ヽ それぞれの交流

という意味においては大成功であったと思いま

す。私も現役も、数多 くのOBの方達と話をす

ることが出来、今までのOBの イメージとは違

ったOBを知ることが出来、とても有意義でし

た。

→ R芸において、少々危険なものがありま

したこと、現役を代表してお詫び申し上げます。

次回45周年に再びお会い出来ることを楽しみ

にしております。

憫
一

５

　

一

t‐1聾聰 |

薇塀‐| ||‐

‐`
■lt._

壮観の夕食風景。カレーの匂いがしてから「肉を忘れた―」と買いに走る

場面も―‐。フンゲルらしい |?
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OB会 の 新 世 話 人 と し て

新OB会会長 馬期 奥名 lEE

クラプが発足して40年。40年前といえば

私が小学校 1年生の頃でしょう。当時のことな

どあまり記憶にはありませんが、テレビなどの

電化製品は一つもありませんでしたし、家の中

を見回してもあるものは和タンスとちゃぶ台ぐ

らいのものでした (我が家が貧乏という説もあ

る)。 そんな時代に我がワンゲルが産声をあげ

ていたことを思うと気が遠くなりそうな音のこ

とのようにも思えます。今では家の中にはもの

があバ、れ、ゴミの日には大きなゴミ袋をかかえ

て捨てに行かなくてはなりません。残しておか

なくてはならないものより捨ててしまわなけれ

ばならないもののほうが多いような気さえしま

す。

40年という歳月が世の中を大きく変えまし

たが、ワンゲルにとってはどうだったてしょう

か? 様々な人たちがここに集まり、ともに過

ごし、そして別れていった。そのともに過ごし

た4年間は40年前も今も変わらぬ私たちの一

つの基盤になっているのではないでしょうか。

田村さんをはじめクラブ発足当時の熱い思いは

今でも脈々と受け継がれているに違いありませ

ん。こればかりは世の中がどう移り変わろうと

も変わることなく未来べ引き渡していきたいも

のです。

さて、OB会はというとこちらはやっと5歳
の誕生日を迎えたところです。OB会としての

歴史はまだ始まったばかりと言っていいてしょ

う。持ち上がっては消え、また持ち上がっては

消えたOB会も5年前に堂々オープンし、途中

で消滅するどころか数々の行事、会報、現役ヘ

の支援、山小屋の充実と多岐にわたって活動が

繰り広げられてきたと思います。それまで貯め

てきたエネルギーが臨界点を越えてひとつ上の

励起状態に遷移したようです。これもOBの皆 /
さん一人一人の情熱、現役諸君の行動力、OB

会長の大島さん、事務局の舟田さんをはじめと

するスタッフの皆さん、前田顧間らの力による

ものです。こうして一つの形ができあがったO
B会 もその維持運営にあたってはいくつかの課

題ももちあがっています。OB会は利益追求集

団でも、統一された思想集団でもありません。

現役の頃を思い出して下さい。お互いを認めた

中でそれぞれがそれぞれに言い合い、優 しい自

然に包まれるようにワンゲルという世界にいた

ことを・・・ .

時は今を遡ること 1年、私たち15期は伊吹

山の中腹で年に 1度の 15期会を開いていまし

た。幹事は持ち回りで、原則としては北陸地区

とその他の地区とで交互に催すことにしていま

す。そのルールに従って次回、すなわち今年は

北陸地区ということになりました。

「来年は金沢でやろう」

「 40周年記念の年でもあることだ し」

「 じゃあ、来年は奥名やれよ」

「 ワンゲル 40周年と兼ねてやったら !」

「う一―ん、やろうか」

これまで幹事役をなんとかさけてきたが、ここ

にきて順番に当たったことが後々OB会長を引

き受けることになる道のりの出発点だった。

秋の小屋作業。いまさらトイレなんか必要な

のだろうかなどと思いながら、いつまでも変わ

らぬ静かな倉谷の秋に時を忘れる。

年が改まって「あまつぼ」で新年会。前田顧

間が大学のホームページに関する委員を してい

ることを耳にし、OB会のホームページを作る

ことを宣言。

40周年に向けて役員会にも参加.15期 会

を便乗して行おうというだけの魂胆だったのに

いつの間にか役員のような事になって しまっ

た。

長野冬季オ リンピック終了直後の野沢温泉で

のOBス キー合宿。なとと言 った具合にどんど

んOB会にはまりこんでいった。

40周年記念行事があるていど目鼻がついた

-14-



頃、次期役員のことも話題にのぼるようになっ

た。 5年間初代の会長として重責を果たした大

島さんに引き続いてお願いするのが順当なとこ

ろ (そ んなに年老いたわけでもないので)。 こ

こで要らぬ事を言ってしまったために結局会長

を引き受けることになってしまった。

「OB会長・役員は任期が 5年 もあるので順繰

りに次の世代に引き継いていった方がいいので

は・・・」

以上のようないきさつはありましたが、OB総
会でも慮、れたとおり孤立無援でこの金沢にやっ

てきて、暖かく時には厳しく (厳 しい方が多か

った)育ててくれたワンゲルにたいして、少し

でも借 りを返そうと思っていたことも事実で

す。

これから5年間のテーマは発足時と変えるつ

もりはありません。さらに実のあるものとし、

一人でも多くの人たちが積極的に参加出来るよ

うつとめていきます。

1.現役の活動に対する支援

特に事故などの非常時に人的にも金銭

的にも支えとなれるようにする。その

為にはOB会の組織や連絡網をしっか

り作ることが必要です。

2.OB。 現役相互の親睦をはかる

これまで行ってきた行事あるいは企画

は継続して行う。

・会報「やまざと」の発行
・小屋酒場 (春・秋)

・スキー合宿

現在では山小屋「ベルクハイム」の利

用頻度が低く、私たちワンゲルのひと

つのよりどころとしてもっと活用した

いと思っています。いまはどうか知り

ませんがかつては部室にも山小屋にも

「らくがき帳」がありました。pwへ
のお誘い、愚痴、怒り・・・思うまま

に書きつづったあの「らくがき帳」の

OB版をホームページにしようと思っ

ています。つまり部誌「 Bcrghcim」 は

「やまざと」へ、らくがき帳はホーム

ページヘ衣替えです。

できればさらにもうちょっと気軽な催し物を

開けたらとも思っています。

これからも事務局・幹事 。各期連絡委員のか

たには何かと時間を割いていただくこともある

かとは思いますが、やればやっただけの充足感

を味わえるのも事実です。 5年後のOB総会・

45周年には今回以上のたくさんの人たちの

「ようっ」という声が聞かれるよう皆様のご協

力をお願いいたします。

前会長13大島 新会長1顕略

m‐|‐  |‐

饗    ‐  |
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ホ ー ム ペ ー ジ 開 設 の ご 案 内

今年の新年会でホームページの開設を宣言し、2月 頃から少しずつ体裁を整えてきまし

た。まだまだ内容的には不充分なところが多く、構成や見栄えといつた点でも今ひとつと

いったところではありますが、これから徐々に育てていくことで尚一層のOB会の活発化

にもつながるのではないかと思つています。

このホームページはOB間の情報の交換を最大の目的としています。かつて部室の真ん

中のテーブルの上には 「らくがき帳」がありました。そこには、とりとめのない話しや愚

痴・嘆き 。激励、事務的な連絡、パーワンヘのお誘い、 トレーニングのこと、授業や試験

のこと、アルバイ トのこと・・・様々な人生模様が繰 り広げられていました。そんな「ら

くがき帳」のOB版を再現しようと思つています。そのために皆さんからのOB会への意

見や要望、あるいは近況などのお便 りを是非送つてください。さらに飲み会やPW(PW
とまではいかなくてもお出かけ程度でも)の企画お誘いなどもでてこないかと期待してい

ます。

また、インターネットの通信費の廉価性、迅速性、それに今後ますます普及してくるこ

とが予想され、連絡網としても十分利用できるもの考えています。

現在OB会名簿にはメールア ドレスの欄を設けてあります。今後メールア ドレスを取得

された方は、住所変更連絡と同じように同期連絡委員を通じて事務局までお知らせくださ

い。

前田顧間 (OB総会の席で私は現役の顧間とい う発言がありましたが、OB会の顧間で

もあると思つています)の尽力により金沢大学のホームページからリンクをはることがで

きました。この場をか りて重ねてお礼申し上げます。

OB会ホームページヘのたどり方を簡単に説明します。

1.直接ア ドレス指定する場合は 
―

u_page sO― ,ct nejP/pa2/ma‐ okuna/ku― /

2.金沢大学のホームページからたどうてい く場合は、以下の通 りです

金沢大学の トップページア ドレるは 
―

kanazawa‐ u acjp で以下の画面が出現しま

す。ただしこれは現時点 (平成 10年 10月 )で して、いつ変更されるか分か りませんの

でその時は適当に探 してください。ここで 「Now」 のあた りをクリックしてください。

何故に「Now」 なのかその意味するところはさだかではありません。ここは深 く詮索す

ることなく、また他のところに浮気することなく、無条件に 「Now」 へ進みます。

ッグミ
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金沢大学 トップペー ジ

English Ptte

:靱

「Now」 をクリックすると以下の画面が現れます。

Υ
TL叩 62643177～ 9

平成 11年度

△笑英撃撃塁雪す
る要項

lLL 076-264-5177

甲喜義蓋1%薄利黒)

…
    FJ("6)2鉢 -4010

羅為続臥
…

瀬

:響鼈 宅
舌5轟難肝融
ヨl盤階 モ
金沢大学救吉開 放セ ンター

NtowJ
給

嚇
ンター

価像亀ここぅクして下

ユ理室』L重営L

ここで 「ワンダーフォーグル部」

れます。

囲 書廓ネ♀農9,おSミ(日

l

のあた りをクリックす ると、わが OB会 の表紙画面が現
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ワングルOB会表紙

孟ご「1こ(171雫
°B会 え■2-τ盤 自塁二五と多22=ヨ」堕

ioo l rnr)

‐     '

:雷慕
=を

加
|

【′■■o,

■壼|■.|‐ a7,L
1

甕

蛉
卜

[』言量[曇iむ魂を思え 
欝彗眠;菫:

表紙 :OB会 の表紙です。新 しくなった項 目や更新予定

Wht's new:新 しい出来事や話題

予定 :OB会行事の予定

OB通信 :OBの皆さんからのお便 りや行事報告

山小屋便 り :山小屋 「ベルクハイム」の様子や活動状況

顧間の部屋 :顧問独自の禁断の部屋です。まだ未公開

現役の部屋 :現役サークル活動のページヘ link(現 在あまり内容がない)

写真集 :山 や花を中心としたGyallery。 写真を送つてください (デジタルで)

リンク :他の大学のワングルホームページヘ

特集 :今回は40周年記念行事へのお便 りを載せてあ ります

*会報Ю号は従来のスタイルでお届けします力ヽ 今後については未定です。年 1回は

死守しますけれど、年 1回 十@を状況に応じて一ということで。資金難というより

、まず原稿の少なさ (あいつぐ督足にも関わらず一身に覚えのある方も多いは九

そして各代から万遍なくの希望も願望のまま)。 さらに、引き継げる程度の事務量

に落としていきたい為です。

*事務軽減で最有力がインターネット。奥名会長だからインターネットになるのか?

インターネットの伏線があって奥名会長になったのか?と もあ才鉄 彼がハイテク○

B会をめざして、公私混同の奮戦をしてくれています。今後の5年ヽそんな試1群

誤をやっていきます。尚、最大のネックと思われた事務局長の方は、とりあえず機

器は購入し、やる気満々です。 (も ちろんまず節税の為 だ、馬鹿にした野郎共に、

突然milを送り込むの力ヽ ささやかな且つ陰険な夢 !)

*OBスキー合宿 2月 27、 28日  春の小屋酒場  5月第 2・ 3土日のあたり

既参加者には連絡葉害を出します。初参加希望の方は、事務局へお問い合わせ下さ

る力＼ ヮンゲルホームページをご覧下さい。

部室の戸を開けたら、PWチラシが下がっていて、

のシーンを再現させていきます。

机の上には落書帳があった一あ

(事務局より)
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共 催 の 40周 年

事務局長 15期 舟田 節子

「根回しの上手な舟田さん」と役員紹介で紹

介してもらいました。まずは讃辞のうちと解釈

させていただきます。座右の銘とする言葉の中

0こ (あ の一学研の教室に掛けてある日めくリカ

レンダーが出所です―)

<仕事には、綿密な計画と段取りが必要。

不十分な計画は、人も時間も浪費する>
があります。

時間―この不思議なもの。哀しみ書しみを癒

してくれもするけれど、大切にしたいものにも

忘却の埃を積もらせていきます。

0× &過 =o しかし、 1× 脳 =I湯  こ

れは「学習習慣が大事です」の営業に使う数式

です。
==m c2■

りはるかに生々しい規

すなわち「ゃる」×「時間」=聰罰麹

無いのが当たり前になっていたKUWVの O
B会に根をはやす、今度こそ「忘却の時間」で

はなく「実績を重ねていく時間」とする一それ

が事務局長の信念でした。

しかしながら多忙のOB力ヽ どれだけの時間

を害1け るか?となるとこれはもう厳しい現実が

あるわけでして、「仕事」「家庭」「地域住民

としての立場」「親戚づきあい」他もろもろの

ノルマ。×「時間」はあえなく粉砕さ才k 隔十

画」も「段取り」も、電話一本でパーになるの

が常でありました。そんな中で、役員会通信を

発行し、役員会を開き、会報を発行し、いくつ

かの企画を実行してきました。

そして迎えた40周年。前回のように、わざわ

ざ記念事業としての寄付金を募ることもなく年

会費の中で諸経費を納めました (参加者は食費

実費のみ)し、諸連絡も会報中で行いました。

かつて、記念行事にあたった現役は、OB住

所の確認をし、立案し、連絡を出し、それ′らの

費用を参加費に上乗せして参加OBからは高す

ぎると書清を言われ一。記念行事は余りに現役

にのみ負担多 く、楽しめる交流とは言い難いも

のでした。なぜ記チ釧予事をしなければならない

のか ?f可を目的に開催するのか?「C周年だか

ら」 門炒1だから」以外の答えがなく、せっか

くの交流の機会力ヽ 貧乏鐵を引いたで終わって

しまいました。25周年のように、直後にOB会
設立運動が提言された年もあります。力ヽ その

代が卒業してしまうと沈静してしまいました。

現役が卒業すればOBになる一これは当たり

前のことですし、仲間、先輩、後輩との付き合

いをかけがえのないものと思うだら、そんなご

縁をもたらしてくれたヮングルに多少なりのサ

ポー トをイ子う一‐これも当たり前のことと思いま

す。何も特異なOB会を作ろうと言っているの

ではない。あって当たり前の自然体のOB会な

のです。もちろん世話役は自然体とは構えてい

られませんし、皆さんに会費という協力もお願

いしなければなりません。

そんなOB達の集まりのOB会があって、現

役とともにワンゲルの創部0周年を祝おう一こ

れが本来の記念行事と思います。

OB会役員が連絡を行い、主な敏 はOB会
全体会計から出て、現地での行事運営酬 を

もつ現勧 暫子う。一緒に祝う「ヮンゲルのお祭」

それがC周年記熊 群執

今回、そういった意味での「共催」を初めて

行えました。ファイヤーで一つの輪に肩を組み

合った時、やはり感激しました。ヮングルがあ

ってこそ繋がった輪一。いろんなご縁が重なっ

て、そう、何が他にあっても繋がることはなか

った一くすしきご縁で今日この地で輪になれた

のは、

“

年前ヮンゲ′L功避 したから。

フンゲノ曜翡 MO周年、万歳 |

(尚、私、参加OBの皆さん全てのお顔とお名

前を一致させる事ができました。初対面の方で

も、所属期と同期他のデータで:錫L若手OB
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の方は、小屋作業、懇親会で見ていますし、会
報や金沢市への作業報告で何度か名前を打つと、

誰は何期と覚えてしまいます。

参珈確勧嵯 する鳳  「ゎぁ―元気 ?」 と、
それは楽しい思いをしました。時間を山ほど使
い、迷惑気な顔の現役と折衝する時には、こっ
ちも気後れしない訳ではなく、若千慣れたかと

思うと、また次|こ交替。砂上の楼閣のような仕

事と思わずもありませんでした。しかし、その

分こんな時には楽しめて、こうゃって次々と新

しい人達が入ってくるの力v可ょりのヮングルの

魅力とも思います。

5年前、できる限りOBを覚えようと思いま
した。「あんた誰 ?」 じゃ、事務局は務まらな
い。将来のOBである現役も、現役で顔の見れ
るうちに覚えようと思いました。

40周年。全員を「識別」できて、写真配りも
それは楽でした。ェンマリ。やったゼ !

しかし一次の瞬間気付きました。これじゃあ

誰も代わりはできない 1次は誰に頼めばいぃの?)

3田村  38/J淋
コバヤンお約束の一。

「写って」いたのも、ぁるとか
ないとか 。

ハ 多ガカ 著3ど セフ環多

0期  田村 昭夫

口下手で無芸な私に出来る、最高の自己表現
はハダカおどりです。おどりは人の心壽

ます。そして喜怒哀楽を表現する最適手段です。
特に、喜びを表すにはハダヵぉどりが一番です。
女おどりの場合はさておき、男おどりの時に

は準備体操 (シゴキ)ヵ燿 です。下半身の血
イ子を良くする為にです。最近「バイアグラ」と

称する葉が出来 便利になりました。
キン大ヮンゲル四十周年記念事業の=環とし

て、ハダカおどりの新流派を起こしてみては如
何でしょうヵ、家元は舟田女史にお願いし、お

囃子はヮングル社中の皆さんで、四十五周年に

学長出席のもとにお抜露目するというシナリオ

はどうでしょう。燃えさかる歎 に、光輝 くキ

ン大ヮングルの老若男女の群像舌L舞を想像する

と、下半身が疼きます。

そして、ハダカおどりは、全員参加が原則で

す。一人で踊ると、次の日の朝k自己槃悪に落

ち込むのが常です。 (こ れは私の長年の経験か

ら云えます。)

今回のように皿を使用するのは邪道です。ハ

ダカおどりは丸出し、スッポンポンが正統であ

ることをお忘れなく。皆様の益々の御研鑽を期

持いたします。

評論家の故・扇谷正造は云っています。「人

間は、痴気・稚気・知己を持たねばならない」

と。痴気、稚気が丸出しの知己達のハダカおど

りこそおかしけれ。あなかしこ、あなかしこ。

*元祖ハダカおどり :天の岩屋前での天宇受売

命 (あ めのうずめのみこと)のおどり。高天の

原の八百万の神を喜ばせた。 (古覇 D

栞

-20-
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OB代 表 挨 拶

0-9期代表   5期  稲葉 正己

OB総会並びに、40周年行事が盛大に開催さ

れたことを、心からお祝い申し上げます。

今春、今後のOB会の運営に関して意見を伺

いたく、同期の会員と電話で話す機会を持ちま

した。表現こそ異なるものの、それぞれの青春

の 1ベージにヮンゲルがあり、OB会から発信

される情報でそのページが現在の自分に繋がっ

ていることを確認できることに感謝している会

員がほとんどでした。

申し上げるまでもないことです力ヽ 40年の歴

史の中で、 5年間間断なく活動が継続したのは

今回が初めてです。

その陰には、大島会長、舟田事務局長をはじ

めとする前役員の献身的な努力があったわけで

あり、ここにあらためておネLを申し上げる次第

です。と同時に我 会々員はこの事を認識し、役

員の負担を少しでも減らすことを心がけ、次の

総会と記念行事につなげなければなりません。

新役員の皆さん、大変ご苦労をおかけするこ

とになろうかと思います力ヽ よろしくお願い致

します。

本日はおめでとぅございます。

10-19期代表  15期 間所 新一

(音響設備悪く、かなり聞こえにくかった

ま赳多とは別に)

久 々 に 昔 に 返 り ま し た

OB会 40周 年 記 漸 予事

「やまざと」や時折の小屋酒場の便りに東llit

さ才ヽ 9月 12日 、新幹線を乗り継ぎ、懐かしい

金沢の町にやってきた。

駅から武蔵ケ辻、香林坊、かつては名鉄ビル

だけがにょっきり建っていたの力＼ 今では高層

ビルが珍しくなくなっている。同期の松林君が

勤める北国新聞社のビルもいふう堂々とした新

社屋に変身している。大和デパートの所で、よ

くコンパをした魚半を思い出しながら、中央公

園前から錦町行きのバスに乗軋 偶然にも、ご

家族とともに同じOB会参加の田ネ寸大先輩にお

会いする。

工学部前から、同期の坂尻君の車に乗っけて

もらい、一大住宅地に変貌した田上のごみ焼却

場跡地を越え、医王山へ。医王の里には既に多

くの現役、OBが集まっておられた。13期の大

島さん、穂積さんなど、お世話になった先輩を

はじめ、懐かしい同期の顔ヽ名前を言われても

なかなか思い出せないメ、初めて見る現役など

など。

17時からOB会総会。大島会長、長い間ご苦

労様でした。新入りの頃の主将で工学部の地

お金がない時、工学部の学食でうどんをおごっ

てもらい、帰りのパス賃まで頂いたこと、忘れ

ていません。次期役員は、奥名会億 上馬嘉1会

長、舟田事務局長で決まり。うん一これってみ

んな1リユ というわけで、華の馬期の思い出を

少々。

華の15期は1番t16年 4月入学。当時のヮンゲ

ル部室はもちろん金沢城址の中。

最初調名近 くいた同期は、高二郎の新 トレで、

倉谷河原の石をキスリングに一生懸命詰めてく

れる先輩の「優しさ」で一気に減ったものの、

何とか∞名が無事卒業。最近では年 1回、欠か

5葡臣真

18'津:皇も

た津薔詩jrs

松林計s
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さず家族ぐるみの同期会を実施中。

結束の方さはお墨付き (?)なので、OB会
もきっとうまくいくでしょう。

我々がいたIIEO年代後半のヮングルという

と、まず医王山の新歓に始まり、高二郎の新 ト

レ、自山での合宿 トレ、アルプスでの夏山合宿、

秋のパーヮン、加越国境での冬合宿、医王山で

の新ニ トレ、そして自山での春山合宿まで、お

およそ年間田-60日 は山に入っていたように思

う。当時の自山はまだ四塚辺りでもテントを張

ることができ、弥陀ケ原も棚など無く、どこで

も自由に歩ける、そんな時代であった。

一年の締め括りの春山合宿は、青柳新道を使

っての自山御前峰アタック。当時は春山に参加

できるのは男性部員だけ、それが当たり前と考

えられる時代であった。いろんな議論をした像

我 1々5期の時から春山に女性も参加できるよう

になった。15期の紅一点舟田さん (事務調

の春山に対する熱い情熱が当時の執行部を動か

した結果であった。

などと思い出しているうちに、総会も終了。

いよいよお楽しみのキャンプファイヤーとなっ

た。医王山の夜風を肌に感じながら、現役諸君

の元気一杯のスタンツに圧倒され、田村大先輩

の踊りに感さしつつ、久し振りに山の歌をカー

杯歌った。ファイヤーの後も、昔のヮングルと

変わらず、車座になっての夜どおしの酒盛り。

あっという間に過ぎてしまったけれど、本当

に楽しい二日間でした。OB会役員、現役の方

々に:ま本当に満 になりました。ありがとう

ございました。

20-29期代表  20期 深田 進

9月 12日 に医王の里で開催された40周年記念

行事で、10期毎の代表の一人としてしゃべるこ

とになった。

しかし、屋外の広い輪の中で、拡声器の音も

通りにくい状態
`先

に話された二人の先輩の状

況を見るにつけ、これはまともに話をしていた

のではダメだなと思い、

「みんな―.山に登っているか―」

と、精一杯の声で問いかけた。

力ヽ 反応は今ひとつ。とにかく、自分が今も

山に登り続けていることと、日本百名山と言わ

れる山々力ヽ 開発によって登ることのできない

山 (も ちろん、車で登ることはできる力⇒ ιこ成

り下がっていることをわめき散らして、自分の

席に戻ったのだった。

山から離れてしまっている人の方が多いであ

ろう中で、自分の話が伝わったのだろうか?い

や、そんなややこしいことは考えずにおこう。

今日は久し振りの顔が集まったのだ。

世代別にグループが出来ていく中で、ヮンゲ

ル 2世代の加藤親子、田村さんと
―   (すみ

ません、お名前を失念してしまいました)の露

出狂 ?踊りの競演力ヽ 印象的であった。

それから、現役生の中に公認のカップルがい

て、二人の態度があけっぴろげなのには圧倒さ

れてしまった。世代のギャップと言えばそれま

でだ力ヽ 我々の時代は、良く言えば公私をわき

まえて。要するに、裏でこそこそとやっていた

ものだ。同期の妻を持つ僕としては、彼等のイ子

く末の幸せを願わずにはいられない。

とにもかくにも、山を続けていようがいまい

カミ 懐かしい顔を見て、タイムトラベルをした

ような束の間の二夜だった。また5年後にお会

いしましょう。

グ スレイドゥシー フストウリーチ
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4 0F覇 盗暮言己贅素イラ埋目0こ

豹 口とノ¬百

30-39期代表   36期 石川 明弘

先日の金曜日、阪神×巨人戦を甲子園で見て

参りました。

実は私、甲子園で阪神戦を見るのはかなり久

し振りで、パースがいた頃なのでかなり昔です。

金沢市民球場で年に数回行われる阪神戦はかな

り見ています力ヽ やはり球場の雰囲気は、「甲

子園」独特のものがあっていいもんです。

とはいっても、伝統の阪神×巨人戦のチケッ

トが当日買えるくらいの空き様で、熱気ムンム

ンのライトスタンドではなかったのが残念です。

「行ったからには、応援するぞっ !」 と社内の

同僚とメガホンを2つずつ購入し、ビールを飲

んでスタンバイ完了。静かに腰を落ち着け、観

戦する「おじさん社員」をよそに、かなり派手

にはじけてしまいました。

ゲーム内容はかなリスリリングな展開で、シ

ーソーゲームの末、阪神が勝つという結果で、

六甲おろしの大合唱力ヽ ゲーム終了後響き渡り

ました。

夕食のカレーの席で、34期の松浦辣

「みんなおしゃれやなぁ。湘南のサーファーと

いっても通用するぞ。」

確かに現役の皆さん、おしゃれな格好で、おし

ゃれな髪型で、我々の現役の頃とは少々匂いが

違う。

「確かに。われわれ (∞期代)の通常のノリで

走ったら、やばいかも。」

我々の前に座った二人の現役の人々は真っ黒

で、聞けば能登半島一周サイクリングで日焼け

したそうで、かなりいい色をしていらっしゃる。

話は進んで、今年の夏合宿の話や、PWの話で

結構盛り上がり、我々の結論としては、

「でも、やってることは一緒やんけ。」

「このあたりから、我々のペースで持っていっ

ても適用する自信が一。」

bll1 34松浦

そして夕食も終わって懇親会。

「松浦さん。俺t挨拶なんですよ。手伝って下

さい。」

「あぁ、まかせとけ。」

4人のOBの挨拶の最後が私で、前の3人の

方の声が全く聞こえず、現役の反応も悪い。皆

をあっといわせる「ネタ」もなく、結局は一気

でお酒を飲むことに。

さて、40周年記念行事では、30-39Mの代表

として以下のように挨拶させていただきました。

文章化すると26才の挨拶とは思えん内容ですが一

「現役のみなさん、カレーライスありがとう。

5年前にも同じく挨拶をさせていただきまし

た力ヽ 覚えておられますか?今日は飲みまし

ょう 1勢いをつけるため、私、コップー杯の

お酒を一気に空けさせていただきます。」

そもそもこのOB会が発足したのは、鈴期の

蒲原良太郎君力ヽ 会1岳で滑落した事件 検幡 事

故報告書参Ю が直接の引金で、現役だけでは

到底対処できない事故のパックアップが主な目

的で発足しました (と、私は認識しています)。

しかしながら、毎年我 路々期から37期までのO

Bは 8月 末に会1岳で追悼山行に集まっているた

め、この40周年行事にほとんど出席しないとい

う皮肉な結果に結びついています。

それまで 5年毎の記念山行はOB会とは全く

別のカテゴリで行われてきており (OB会とい

う組織なし)、 30周年記念山行までは自山で、

現役によるOBご招待の記念山イラう暫子われたよ

うです。35周年記念行事で初めて、OB会と現

役が協力した形で記念山イヲヽ十画されました力ヽ

「悪天候のため、山行は中止」という形に終わ
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っています。それから5鋼麦の今回、見事にO

Bと現役がリンクした形で「40周年記念行事」

が実行されたと私は認識しています。

これからOBの数は減ることなく増え続け、

5年毎の記念山行を実行するのも、現役だけで

は負担が大きすぎるでしょうし、あってはなら

ないことです力ヽ 事故はいずれ今後の山行で起

こってくるでしょう。

現在のこの体制ならば、学生だけでは至]底対

処できない事故にも対応できるでしょうし、金

銭面でも充分なバ ッヽクアップができるでしょう。

こういったことは、社会人として 2年過ぎ、振

り返って改めて思うことであり、現役の頃、そ

の有り難さを十分認識できないでいたことは言

うまでもありません。

懇親会も終わって、 0期日村さんを囲んでの

質問大会。「しらふ」でこんな事tとても言え

ません―というような内容でした力ヽ 当の本人

も気にしていなかったようですじ (本当はどう

なのだろう?)、 まぁ、お祭ということで。

「 5年前、福島から歩いてくるっておっしゃっ

てました力＼ どうなったんですか ?」

「∠YFι灘豹族も■緒だしな。」

「なんで 0期なんですか ?」

「ワングルが発足した頃の人々の代を遡ってい

くと、3駄 2欺 1欺 o期な訳で一Ъ 」

「懇親会では<もの>が丸見えでした力、 ょろ

しいんですか?」

「
‐‐‐。」

「今年は家族の方が来られてます力、 いっもの

調子で突っ走って大文夫なのですか?」

「当為 」

「やまざとで、 ドィッ語は読めません。」

「ハハハ。」

みんな、この時点で結構酔ってました。ちな

みに0期日本すさんの別れの挨拶は

「アウフ、ゥィーダセン.」

さすがは我等の田村さん。

バンガローでラストスパート。ぁる酒はほと

んど飲んで、現役の方、OBの方、皆さんゲロ

ゲロ吐いて終了。体に悪いのは分かっています

力ヽ なぜか皆さん飲んでしまわれるようで。

翌日は山行に参加せず、眠たい目をこすりな

がら北陸自動車道を走ってました。45周年では

皆さんどうなってるのでしょうヵ、

3期  鈴木 兵一

楽しい思い出ありがとうございました。写真

いつ撮ったのか気付かないものが多 く、驚いて

います。それにしても頭がうすくなったもので

す。でもファイヤーの時は青年に戻りました。

とりとめない原稿ですが送ります。よろしくお

願いします。

3北  3鈴木 3西尾

「あんた3期 じゃないの?」 「 o期なの」田村
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この度は40周年山行に参加させていただき、

ありがとうございました。思えば医王山は私に

とって、懐かしい第二の故郷の山です。

この山の思い出はたくさんあります力ヽ 初め

て訪ねた頃のことを思い出して書いてみます。

医 王 山 と 湯 原 さ ん の こ と

小松空港を出て車窓に広がる景色Rそぞろ歩

きの街並み。そして医王山の森と材もこれらが

まるで昨日までずっとここにいたかのように、

全く違和感のないことに驚きました。それらの

空間に身を置くと安らぎを感じるのは、何故な

のだろう力、

42年前の1年生の春、初めて医王山を訪れま

した。俵の部落でバスを下り、見上峠まで歩き

ました。アプローチの萌える新緑の輝きを今も

覚えています。

峠の,1運には気難しそうな、すごく顔の黒い

人がいました。それが揚原さんでした。

医王山の話を始めると目が輝き、次々と世界

一のこの山の自慢話が飛び出しました。この山

には汚れのない森林がある。かけがえのない美

しい四季がある。厳しく神聖な岩がある。滝が

落ちる池と川がある。ここには山の魅力のエッ

センスが全部詰まっている。少年のような純真

さで話す湯原さんの話に、夜の更けるのを忘れ

ました。

以来私はこの山に魅かれ、春夏秋そして冬も

ここを訪れました。ある年の山日記を見ると、

1年を通じて60日 もやってきたことがありまし

た。冬は小屋に泊まり、薪割り、保存食の根

雪かたずけ等を手伝い、無料で泊めてもらい、

春や秋には床下に泊めて貰ったものです。

冬、湯原さんと山頂から小屋まで直滑降で滑

り下りたことがありました。湯原さんのスキー

は戦争で痛めた足を調整するため特製のもので、

片方が高くなっていました。これは勝てると思

い、スター トしたのです力ヽ アッというまに姿

が見えなくなったのには驚きました。

40年を経た今、記念碑の前に立つと、卒業が

決まり金沢を離れる前の2月 、涙ぐんだ笑顔で

渡してくれた、手作りのヮカンの感触が蘇りま

す。山の環境が変わり、訪れる人は変わっても、

山の持つ独特のく気 >は変わらない筈です。湯

原さんは、変わらないここの<気 >の中で、愛

したこの山を永遠に守り続けるものと思います。

さて私の近況です力ヽ 昨年 7月、憧れのマッ

ターホルントレッキングの夢力ヽ 40年ぶりに叶

いました。ツェルマットに 4日滞在し、快晴に

恵まれいろいろな方向から山を見るため、あ∞

mのお花畑を歩き回りました。

3期  西尾 1告史

昭和

"年
α∝解→ の、或るうららかな春の

日の鋼魚 田ネ去 鈴木という二人の会津若松出

身の青年の呼び掛けで、教養部の尾山食堂二階

に集まった。これ力ヽ 金沢大学ヮンダーフォー

ゲルクラブの誕生であった。

それから40年を経過した今、クラブ発足当時

の活動の拠点であった医王山で、40周年記念事

業が催され、大勢のOB、 現役が■同に集い、

しばし、賑やかで楽しいひとときを過ごすこと

が出来た。大きな感激であり、喜びであった。

け浪搭ん、舟田さん、椰 ‖さん、本当にあり

がとう。)

ワンゲルの生みの親である、田村、鈴木の両

兄とも、ご老体であるにも関わらず、現役時代

の情熱をそのまま持ち続けており、全く変わっ

ていないし け していないの?)、 これに続

くOB諸氏も皆若い。 3期から39朗のいろいろ

の年代のOB諸君と話す機会があった力ヽ 年代

のオロ違を全く感じることがなかった事が嬉しい。

13日、記念山行が終わって、食事して解脚な

鈴木 iヒ、西尾の 3人は、発足当時の思い出の

ワンデリングコースである能登半島へと足を向

けた。一緒にイテく予定であった田村兄は、記念
-25-



山行のAコ ースをBコ ースに突然変更してしま

ったので我々と男晰刊珈こなり、何処′ヾ 子きつい

たか分からない。 (予定通りにイ予動しないのが

田ネき発

昭和

“

年 6月 (だ ったと思う力⇒ 、能登半島

一周ヮンデリングをやり、曾 様々 帥

台、九十九湾でテントを張って、満天の星を眺

めながら、歌い、そして吠えた事力ヽ 昨日の出

来事のように懐かしく思い出される。40年後の

今再び、能登の地に足をつけて、能登の澄んだ

空気を体一杯に吸い込みたい、そして40年前の

感激を今―・度珠わいたいと云う気持ちで能登の

地を訪れたのだ力＼能登
=周

ヮンデリングする

には残念ながら時間がない。やむなく、北兄の

高級車で、能登 ドライブという事になってしま

った。

夜は和倉温泉で、前日からの汗をサッパリと

流し、能登の「宗玄」と美味しい海の幸に舌鼓

をうち、熱 満足感のなかで、眠りにつき

ました。

14日 朝t能登島に渡り、水族館でクジラ、イ

ルカの見事な芸0こ感動し、帰りには13期の柴田

さんに紹介してもらったPetit HOtel"WIND"を

訪れ、コーヒーを頂いて来ました。"WINIl"は17

期の小島幸子さん 0日姓 野村さん)のお姉さ

んが経営しているホテルですし、経営者も大変

素敵で、暫し話に夢中になって時を忘れました。

OBの諸君も、機会があれ|よ 是非利用された

ら如イ可でしょう力、 惨所 :能登島水族館近 く、

バス停「曲」すぐ献 C解67-84-1758)

「新しく物事を作るより、出来上がった物を維

制 することの方が難しい」と言われます。

大島さんはじめ前役員の方にl力さから感謝す

るとともに、新会長の鶏 さんには、今後の頑

張りを期待しております。また、舟田さんには

引き続きOB会事務局長として、益々辣腕を振

るって、皆さんを強引に引っ張っていって頂き

たいと思っております。今後ともよろしくお願

いします。

9保田 8小谷5稲葉 7村田6池田

9自井

6期 池田  進

鵡

さっそくに写真を送って下さって有り難うご

ざいます。並々ならぬ事務能力を感じさせます。

多分貴女に手を抜かれたのでは、たちまちOB
会は崩壊するかもしれませんれ

ほんの一部が集まって、しかも現役の手を借

りて、今の時代そのものですね。現役時代、下

級生がほんの 2、 3年しか違わない上級生を年

寄り扱いしたことを思え:ま 今や本物の年寄り

がぞろぞろ一何やら恐ろしいような気もします。

同輩同士は会えばたちまち昔に戻れるのに、そ

こから時系列でぞろぞろ連なっているのでは戻

ろうにも戻れ丸

戻T山は懐かしく、といっても自禿周辺には

んのわずかの記1意がある程度でした力ち

ともあれへこれからの5年間またお世話にな

るようでどうぞよろしく。「やまざと」で、貴

女と日村さんの意気軒昂を読むのが‐番の楽し

-26-
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7期  村田 泰恵

何もせずに、唯楽しませていただきました。

お世話下さった方々にお礼申し上げます。

云十年振りに鳶岩経由で自禿にも登ることが

できました。学生時イt真夜中に鳶岩を往復し

たこと力ヽ まるで昨日のように思い出されまし

た。怖がる私達を引っ張って行った先輩も、今

は故人となり、まさに胡 は「光陰矢の如く」

過ぎて行きます。

大きな悲しみはいつしか忘却の彼方に遠ざか

り、小さな喜びはいつまでも心の中に暖かな灯

を灯し続けてくれると、詩人の田村隆下が述べ

ていました。40周年の集い、この小さな集い、

でも楽しかった一時。きっといつまでも私達の

心の中に小さな灯を灯し続け、短かった青春の

一コマを忘れさせてはくれないでしょう。

この次は、山に登ることを忘れてしまった方

々にも集えるような会であったら良いのにと思

います。青春の二時期を共有したかつての仲間

が一人でも多く、この会に出席されることを願

って上みません。

9期  白井 勇

拝復 もうすっかり秋ですね。

40周年記念事業ありがとうございました。準備

をすすめていただいた事務局の皆さん、そして

当日お世話をおかけした現役の皆さん、本当に

ありがとうございました。

私の現役時代、ベルクハイム建設とあいまっ

て活動の中心が倉谷に移ったとはいえ、やはり

医王山はホームグランドです力亀

往時、雲の上に鎮座ましました池田先輩にも

お会い出来、懐かしい一時を過ごさせていただ

きました。

OB会の運営大変だと思います力ヽ どんな形

でもかまいません。存続さえしていただければ

との思いを新たにした次第です。

大出君の訃報に戸惑いを覚えています。謹ん

でご冥福をお祈り申し上げます。

11井上12大出11小山11厠 l1 1扉郭は1加藤

このうち締切までに参加申し込みのあったのは青柳さんのみです。

(あ とで喜ばせるおつもりだったんですよね、森川先輩 !)
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期 同 窓 会

11期 剰 II 功

40周年記念行事のAコ ース医王山散策も、脱

落者もなく無事終了し、続いて11期同窓会とな

った。

9月 13日朝のミーティングで、何となく医王

山と倉谷ハイキングという話になり、約∞年ぶ

りにベルクハイムに行くことになった。今回は

青柳
=人

の参加予定だった力ヽ 11期の偉大なる

「いい加減さ」の御蔭で、小山、力藤 今村、

側 11カ準:り 込み狐  ドライブにはビッタリの

人数となった。

駒帰で4予動食を準備しようとしたが店がなく、

あの吊橋もなく、近代的な橋から見下ろす谷の

深さに驚くばかり。しかたなく行動食は井上家
へのお土産になるはずの「伊勢の名物 ;赤福も

ち」とし 併 上さん御免なさい。ただし、夫君

了承済み)、 非常用のバンを1個、記録用のカ

メラを持ってダムを出発した。

ダムを出てすぐ、優雅な筈の山行がブッシュ

漕ぎに変わった。ふと思い出して見ると、メン

バーの中に、学生時代、くブッシュ>をこよな

く愛した二人がいるではない力、 いゃだねぇ。

「昔は、バイクで倉谷から肉の買い出しに行

ったものだ」と話していると、「自転車で通っ

た」と言う人もおり、さすがOBでも最大人員

を擁する11期、人種は豊富である。

半分の行程を過ぎた所から草カメ」ってあった

力ヽ 倉谷の部落を過ぎてもベルクハイムヘの登

り日は見つからず、通り過ぎてしまった。看板

は草の中、登り口は草ボウボウ。

小屋の前の草を刈り、小屋内を掃いて帰路に

着く。 (自井さん、信じられないなら、いつで

も写真を持参します。御一報下さい。)ベルク

ハイムでうまい酒を飲むには、道路整備、特に

草苅が必要。是非OB会費で、鎌と草苅機を購

入して下さい。

11+&期総会に備えて、まず最初に湯湧近く

の露天風呂で汗と疲れをとり、ノドの準備をし、

服装を整えて、井上氏邸宅へ急イ乱

総会 (宴会と言う人もいる力う には、二重で

ゴルフをやってきた杉森、二重・奈良県境の大

台ケ原と大峰山帰りの向さん (御免 !両山とも

百名山でした)、 顔の色が極端なほど対象的な

大出夫婦、井上家の令嬢・聖子ちゃんの計11名

が参加した。ビアノとフルートの音楽会、及び

宴会が 2時まで続いた。勿論 3名は図々しく、

シュラフではなく、布団でお休み。

11加藤 11剰1 11小山 11青柳 11井上
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H井上   11小山 11杉森  11刹‖

11割ロ

11加藤 11井上 12大出 11向 12大出

まさか 言障長0こ皆さんが絶句してしまいました。

11期総会もこれが 5回目。 (井上さん、いつ

もご迷惑をかけ、御馳走になっています。誰か

が昼に5聴痩せ、夜に 7 kg太 ったと嘆いていま

した。)次回も5年後開催予定ですので、是非

参加して下さい。 併上さん、勝手言ってすみ

ません。)

「今度は書いていただけますよね。先輩」節

ちゃんの言葉にも貫線という力＼ 凄味が出てき

たね !―スミマセン !

事務局長大変と思います力ヽ 気楽にやって下

さい。新入生歓迎会時の同期ではないですか?

何かあれば言って下さい。喜んで手伝わせても

らいます。

医王山での写真を同封します。適当に配って

やって下さい。11期の写真も2枚入れておいた

ので、使えたらどうぞ。

次回、温泉でしごけるのを楽しみにしていま

す。来年になったらトレーニングしなければ |

カップル誕生なら、ヮングルは他の部より

も多いのではないかと思います 鞠情十の裏付

けなし)。  カップルになったら女性の方が

部から身を引いた (?)時代もあり、名簿で

判明する以上に、ヮンゲルがご縁になっての

夫婦ヮンゲルは誕生しています。ちなみに 3

期北さんの奥さんは、田村さんの妹さん。そ

んなご縁の場合もあります。

兄弟ヮングルとなると、私の知る範囲では

9期伊藤俊成さんと14期伊藤直和さん、16期

立浪節子さん (途中退部)と20期犀サ1調月子さ

ん、11期片田寛さんと15期片田さつきさん (

たった3ケ月。誘われた私の方が残りました

。初めて一緒に覗いた蓄陸 で開ロー番「赤地

ィ !兄貴のシユラフ返せまん !」 .並み居る

おエラ方を卒倒させました。)がいます。

ところ力ヽ 親子ヮンゲリレというのはこれま

で登場しませんでした。まず、金大、そして

ワンゲルとなると、これは親の思い入れでコ

ントロールできることではありません。

しかししかし、とうとう登場したのです。
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111期加藤忠好さんと息子43期加藤菜就君。名

1実ともにOBと現役の共催となった今回の40

1周年の、象徴ともいえるできごとでした。

1 5種読君にはプレッシャーがかからないよう

|に と願ってぃます力ヽ そんなことは分かって

|い
ながら入部したのだから、スゴイ !忠好先 ‐

1輩を越える大物になること間違いなし。   |

| 一世ヮングラーの方に原稿を迫りました。

11期 加藤 忠好

日暮れの早さと同時に、もう肌寒くなってき

ました。

先日は、貴女著の「司 ll県の山」をお送り頂

き有り難うございます。返事を書くI限もなく読

んでいます。そして、節ちゃんの行動力に感心

しております。そのイ子動力でもって、ご主人も

大切にして下さい。

はたまたK UWV40周年記念山行を企画して

頂き有り難うございました。懐かしい顔に出会

え、非常に楽しい一時を過ごすことができまし

た。学生時代にカモシカのようであった私の体

も、今やいつも25kgの脂肪を担ぐようでは、ど

うもいけません。今回参加しようと思ったのは、

森川の誘いも大きな要因です力ヽ 医王山、それ

も麓なら大文夫だと思ったからです。坂道を歩

いても30分だろうからと。

(丁寧な文章には慣れていないので、以下、

である調にしまう

しかし、参加については、個人的にもう一つ

ひっかかる事があった。それは、「私とよく似

た顔を持つ男」が同行するからだ。彼の方も自

分の存在を識 いや恐れている筈だ。何故な

ら私は、彼の弱点をあますことなく知っている

人物だからだ。では私が優位であるかと言え:よ

自分の過去が暴かれるのではないかという不安

があった。

別に暴かれるものがなくても、自分の青春時

代に、無断で第二者が聞入する。それは財布の

中を覗かれた時の「へぇ―、3740円 し力寸寺って

いないの?」 と自分の価値をその金額で判断さ

れた時のような、一種の嫌悪感がある。その心

配がないように、私は主義として財布を持って

いない。そんな小銭によってポヶットに穴が空

こうとも、男は主義に生きるのである。

(こ こまで言い切ると、田村教の教祖様の顔が

浮かんでくる。どうもイカン。ちなみに、田オす

氏も、私も、そして私とよく似た顔をもつ男も、

同じ学科なのだ。)

その男の名は菜就 (なづく)とぃう。

命名は親の特権である。少子化の時代は特に

そうである。彼が生まれた時、山の道標にちな

んで「標 (じ るべ)」 にしようと提案した。し

かし、父親の権威も虚しく、家族の脚 にあ

った。「汁兵衛」のようで古臭いというのだ。

それでは「木偏」を「シ偏」に代えて、「漂」

というのを考えた。しかも「ただよう」という

のは、読み方も父親の「ただよし」と一字違い

でなかなか良い。しかしこれも、どうも落ち着

きがないように感ずるという理由で反対にあっ

た。特権の行使とは、実に責任を伴い、そして

反対に遭うものだと痛感した。

そこで反対できないという意味で「say yes」

とした。日本語に直すと「可と肯く」つまり「

加藤菜就(かとうなずく)」 ヵ浸生で、一件落
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着となった。

親とは、これほど子供に対して愛晴を注いで

いるものなのである。

「白山」に登るというのは、ヮングラーの果

てしない夢である。10月 の初旬というのは、笹・

栂の濃淡の魚 艶 転 樋 思 深くなっていく空。

朝の霜、初雪などなど、色彩豊かな季節だ。冷

たい空気を吸いながらあったか―いお茶を飲む。

おいしい。至福の時だ。

私は、彼を山へ連れて行ったことはない。し

かし、山を薦めた。高校の時だ。近くの低山性

の登山である力ヽ 感激していた。そのほとんど

に雨が伴っていた力ヽ それでも喜んでいた。私

も嬉しかった。体力に自信のない私も、彼の言

葉を通して、山4子きの感動を分かちあうことが

できた。彼を通して、私は行ったこともない穂

高に登ることさえ出来た。彼は足で、私は地図

と目で登山していたのだ。今や絶版となった国

土地理院発行の集成図「槍・穂」の御蔭だ。

私の高校時代は、そのほとんど力ヽ 蝶を追っ

ての倉ケ岳行きだった。昼の蝶を追い過ぎたた

め力＼ 夜の蝶には未だに関心がない。そのせい

か 卜戸でもある。倉ケ岳へは石川総線に乗り、

日御子で下車、月橋から大谷を遡行した。節ち

ゃんの著書では、この谷筋は通行上めと記され

ている。大谷は生物の教科書で有名な、プラナ

リアが棲息している谷だった。よく岩をひっく

り返して、その虫のヒンガラロ (寄り目)を見

て楽しんだものだ。倉ケ岳、回 k医王山、

白山。これが私の自山へのアプローチの方法で

あった。さすれば医王山は、私にとって限りな

く白山に近い段階の山だ。

さてその医王山へ向けてのパーティー分けが

始まる。超人田村氏はさておき、 9期自井さん

らは何やら理由をつけて下山した。私と、かつ

てのパー トナーであった史三氏は喜んだ。密か

に下山を企んでいた11期生5名は、30年を経過

した今日、先輩を超えるチャンスをつかんだの

だ。すかさず山頂 (頂上ではなく、山頂なのう

を目指すことにした。前日、小山氏の車で下見

をしたので、だいたい様子も分かる。青柳氏、

森川氏も飛ばす方ではない。仲間も多い。何と

かなるだろう。天気は上々。

そうしてわずかな汗を流すだけで、難無く山

頂着。バンザイと叫びたかった力ヽ いつも自山

へ行っている後輩の手前、医王山程度でバンザ

イすることはプライドが許さなかった。しかし、

自山へ行けるかもしれないという自信が湧いて

きた。40周年記念山行の実行委員に感謝。実施

を支えてくれた現役に熱 、

山頂で撮った写真には、私のすぐ近くに、例

の男の顔があった。前夜の愉快なキャンプファ

イヤーで、KUWV初の「涙の対面」をした男、

いや、彼であった。そして今度t白山行きの際

のボッカ要員として雇用してやろうかと見込ん

でいた男である。まあ、合格させてやる力、「

白山」に登るというのは、フングラー達の果て

しない夢である。その夢に参加できる彼も幸福

0こ 1旧建ない。

親子対面 1 後ろ向きが導期加藤菜就君 右端11動1藤忠好さん
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今、上馬氏が送ってくれた白山の写真集を懐

かしく眺めている。それにしてもきれいな写真

である。特に第 3集がきれいだ。腕だけではな

い、高いカメラを使っているのかしらといろい

ろ想像している。さぞかし同期長岡氏が悔しが

るだろうなと思いつつ。

「白山へいこう。」ドリカムも歌っているで

はない力、

追。その後、11期生5名 は、約万年振りにベ

ルクハイム0こ行った。ダムからの車道力ヽ ズー

ッと草に覆われているのには驚いた。歩くこと

1時間、倉谷の村跡には家の土台だけがあった。

河原も随分様子が変わり、BHへの登リロも草

に隠れて見逃しそうであった。対岸の精練所跡

の岩を目印に登り口を思い出し、やっとBHに

辿り着いた。

中はクモの巣だらけであった。我々の現役時

代には、毎週誰かが山小屋を利用していて、何

となく人気があった力ヽ クモの巣が張っている

というのは、どうもわびしい。現役が近々山Jヽ

屋作業に入るとのことであったので、四角い小

屋の中央付近を丸く掃いておいた。記念写真を

撮った。BHべの登リロが分かるように丹念に

踏跡をつけ、小さなケルンを積んでおいた。今

度いつ来れる力ぢ卜からないBHに月1れを告げた。

史三氏の案内で、湯緩温泉近 くにある「湯楽」

で汗を流してから丼上邸へ。杉森氏、向さな

それに12期の大出夫妻が集まっての談笑とご馳

走ぜめ。月曜は井上夫妻、次女の聖子ちゃん (

ステキなお嬢さんになっていてビックリ)の出

勤にもめげず朝寝:居候達で戸締まりをして、

井上邸を辞した。

追。突然の訃報に接し、大出 徹氏のご冥福を

祈ります。井上邸で、渓流釣りや山スキー、シ

ルクロードについて愉快に話していた彼の姿が

生々しく思い出されへまだ信じられない気持ち

です。

またしても編者の独言―。結局「やまざと」

の編集長も留年 (!)0こ なって一今度から次

期の委譲が楽になるよう、編集負担も減らそ

う、会費という形で皆が負担すればいいんだ

から一と、原稿集めまでにストップする心づ

もりでした。そのつもりで、プリントショッ

プ多日のおじさん (と いって、年の差いくつ

?)に相談してみました。

するとやっばり、一枚につき打ち出すだけ

で 800円。構成あれこれとなると一とのこと

。今回、せっかくの写真。写真でだけでも、

懐かしい人と再会してほしい。鮮明になるよ

う経費をかけたいと思うと、ようするにやっ

ばり大名編集なんてやっておられん。

でも節子も人の子。いつもいつもマリア様

ではないんです。所詮旦那は「馬鹿だ」と云

い捨てる日.愚痴をこぼすどころ力＼ ヮンゲ

ルのフの字も必要最小限に一と気をつかう。

よって、仕事はたまる、ストレスもたまる

一の時に、そう、「豚もおだてりゃ木に登る

」と言いますよね。橋正先輩のお手紙を読み

i返 しては元気を出しました。

1 0B会の円滑な維持―会費と原稿と、そう

1忘れてはならない D心のこもった言葉」。

―

H殿 ヘ

13期 橋正 徹

先日はあリカくとうございました。貴殿をはじ

め、多くの人の善意や好意に支えられ、そして

甘え、幸せな時間を過ごしました。

それぞれに仕事で精一杯の中で生きているの

です力ヽ 少なくとも、この5年間の舟田さんの

KUWV・ OB会における仕事ぶりや今回の世

話ぶり。そして目にもともらぬ写真の送付。こ

れはもうはっきり言って超人です。これでは次

-32-



に仕事をとって替わる者の出明は絶望的と言わ

ねばならないことを申し述べておかねばなりま

せん。

さて、i旨示どおり、「余韻醒めやらぬうちに」

思うままに感想を綴りました。時間をかけて書

いて遅くなるより云々と書いてありましたので、

迅速にとのみ書きました。何とぞ添削等、温も

りある手とえを加えていただいて、読める文に

して下さい。

なお今後とも、健康に十分留意されつつ、他

方仕事はボチボチと進められるよう御祈念申し

上げます。

自几の岩に腰掛けると、身体の中をひんやり

とした初秋の白い風が吹き抜けていく。間近に

見えるキゴ山、戸室山。そしてその向こうに広

がる金沢の街並。ここから眺める景色との再会

は何年ぶりのことであろうか。

限下に広がる景色を眺めていると、はるか記

憶の彼方に埋もれていて懐かしい出来事がフツ

フツと脳裏に甦ってくる。ああ、何と懐かしい

ことだろうか。ああ、何と懐かしい顔だろう力、

隣には同期の仲間がいるじゃない力ゝ 向こうに

はリーダーが立っているじゃないか。後方には

新入生が笑っているじゃない力、 途切れ途切れ

の思い出と状況力ヽ昆ざりあって、夢の中の出来

事のようである。それでいながら、確かにあの

時あの時の一瞬一瞬なのだ。時間の軸が妙にね

じれて、重なりあっているだけなのだ。

前山を準備運動がわりに軽く越えると、急に

自元の山が日前に黒く立ち
^、

さがる。グンと高

度をかせぐように足を前に出す。かすかに残っ

ている記憶にピッタリと重なってくる。狭い水

路のような登山道だ。今日は肩の荷はない力ヽ

あの頃は大きなリュックを背負ってのこと。つ

らかった一歩が甦ってくる。辛さのあまり両手

を膝に置いて一呼吸すると、横に咲くシロバナ

ホツツジが力を与えてくれる。ほら、シラヤマ

ギク、アキノキリンソウなども励ましてくれて

いるじゃないか。

暗い林の中で萎える心を元気づけてくれる一

輪の花がいい。急に目の前が開けて、眼前に広

がる壮大な景色もいい。友がいる。視野いっぱ

いの空。両手いっぱいの緑の山並。大自然の中

にドップリ身を置いた時に得るものの大きさ、

そして豊かさ。

今、中高年の登山がちょっとしたブームだと

開く。よ―し自信をもって山に入ろう。 (余韻

醒めやらぬうちの曲

青春の′いを蘇らせていただいたoB会役員と

現役諸君に両手いっぱいの感謝 !

13期 南 梅子

まずはありがとうございました。つきなみな

冨菓しかでてきません力ヽ 「ありがとう」の一

言です。

日常の生活から解放されへ=瞬でも学生気分

を味わえたことは、何0こ もまさるリフレッシュ

の良薬でした。十代からウン十代まで一堂に会

したイ事事はそうざらにあるものではないでしょ

う。それこそ卒業以来という懐かしい顔ぶれに

無事に会えるという嬉しさを実感しました。

我が子と同世代である現役世代を見て、自分

の子供からは見えない現代っ子気質を垣間見た

ようです。

(タ イムリーな写真をどうもありがとうござい

ました。)

13南  13大島13吉田1鉢喬正13柴田
鼈
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山頂の静かなひとときを楽しんでいたX氏は、突然老いも若きも集団に囲まれた。

それは先住民の排除を非礼とする、紳士淑女の集まりであった。「おじさぁん、一緒

に撮りましょ」13期柴田さんの甘いささやきに、うろたえながらも G友けるに抜けら

れず)記念撮影に収まったX氏。「ああ、かあちゃんに叱られるJとつぶやきながら

山頂を後にされたのでした。 爛
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15期  松林 知一

奥名様

15期会の報告をお送りいただき、ありがとう

ございました。ところで、今日 (10月 3日 )は

みなさん山」ヽ屋酒場でしょう力ゝ せっかくのお

誘いをいただきながら、今日は会社で原稿を書

いています。寂しいですね。

寂しいといえ|よ 大出さんの葬儀にも参列で

きず、中し訳なく思っています。40周年の総会

では元気な顔を見せておられたのに、本当に何

ということでしょう。ただただ、心からご冥福

をお祈りするばかりです。

やまざと編集長様

総会について一言書けとのご|ユ 締切を守

れず申し訳ありません。さっそく写真をお送り

いただいたおネLも まだでした。

子供達のことを紹介します。うちの娘達は、

津島さんちのお嬢さんとすっかり仲良くなって

しまい、その後文通をしているようです。写真

も送ってもらったようで、この場をお借りして

津島さんにお礼申し上げます。

それにしても、うちの子供達はワンゲルの集

まりに参加するのを喜びます。不思議ですれ

加藤忠好さんのところのように「親子ヮンゲル」

など望むべくもありません力ヽ こんなことを通

じて子供達が山や自然を好きになってくれたら

嬉しい限りです。

大出さんのご冥福をお祈りしながら、また5

年後、元気に再会したいものです。

語 ら 尽 き せ ぬ 9月 ■ 2日

15期  金井 澄

初秋の医王山での久々のキャンプファイヤー。

酔いが廻ってきたの力＼ 夢ル心地で何故ここに

今自分がいるのかさえ、わからなくなってきた。

伝説の長老へ拝謁の栄に浴し、一世代違う若

者達の熱狂的な「うk簾鍔もび」や「はだ力¶耐り」

はたまた り螺馳たえ風車」なる驚異的な出し物

が次々と続 く。若いエネルギーの爆発にただた

だ嗽

そして15期の出番となり、しみじみと「白山

の囲 を歌った時、あいつらも来ていた。

高オ共 石田、そして横井も我々とともに肩を

組み、笑顔で参加していた。生きている、私も

彼らも。イ可故か注ヽ地よい感動がこみあげてきて、

年甲斐もなく涙があふれる夜だった。

昔日、石川門で出会った少年 。少女が今や50

歳の手前になろうとしていた。私自身にとって

も、な 仕歌 震災と、日まぐるしかった幾

年月。時代に流されていく自分の人生、変わっ

ていく自分自身を素直に見つめ直したい。そん

な時にクラプの40周年の案内。仕事の段取りは

つくか?おそらく徹夜をして0泊 2日 になるか

な?たるんだ体で山登れるか?往復 800キ ロの

長い道濯抹杖メめ ?ヽそれでもかまへん、参加し

ようと私を動かす何かがあった。 (ほんとは、

参加しないと節ちゃん力坤い かヽらと百Ellut靖

う力ふ‐う

― ″… ……Ⅲ ‐ ‐
“

‥―・ ― ‐ ‐‐  翻 犠・ `rl 
■■■■     纏

17宇野15高村15舟田15間所15坂尻15金井1恥ビを
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おりしも9月 12日 は、」ヽ生の47回目の誕生日

でした。山の仲間のみんなで祝ってもらった忘

れ難い9月 12日 でした。生きることへのささや

かな勇気を与えてくれた9月 12日 でした。とて

も語り尽くせない至福の9月 12日 でした。あり

がとうございました。

15期 祖父江 直久

いつものことながら、何らかの圧力がないと

ペンを執らない自分がイヤになってしまいます。

遅れて申し訳ありませんでした。

9月 12、 13日 は久し振りの金沢、懐かしの医

王山を満喫させていただきました。

特に医王山の山歩きは、現役の頃何気なく歩

いていたと思う山の道と力＼何でもない植物と

か景色力ヽ 昔とは違って妙に新鮮で清々しく、

とても貴重なものに感じられました。山にも又

行ってみようかなと思います。

さて来年は15期会の幹事をやることになり、

いささか緊張しております。プランはいろいろ

あるのです力ヽ 実現可能かどうかはまだ検討し

ておりません。佐野君にアドバイスをもらった

りして、決めていこうと思います。そんな緊張

感と、他方ではもてなす側の少しウキウキする

ような感覚もあり、しばらくはこのことで、余

り変化のない生活が楽しくなりそうです。

しかし、実行前に腰くだけになってしまうこ

とがよくあるので、みなさんの応援 。協力をお

願いします。それでは来年は弥富町で会いまし

ょう。

17期  宇野 TEr

今年は台風は来ないのかなと思っておりまし

た力ヽ やっと来始めました。そちらは被害あり

ませんでしたか?

先日はお忙しい中、準備に走り回っていただ

き、どうもありがとうございました。

私にとってのヮングルは、同期の友人との交

昔と変わらぬ励 さヽ地良い。

青春を過ごした金沢を見下ろして。
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流、先輩や夫との出会い等を抜きにして語るこ

とはできないのです力ヽ 今回は残念ながら夫は

仕事のため同行できず、同期生達も不参加とい

うことで、少し寂しい思いをしました。とは言

え、 5年ぶりに、前回よりちょっと老けた諸先

輩方にお会いし、私から見れば学生と同じに見

える後輩OBとの触れ合いの機会が得られたの

は幸いでした。

現役は、もう我々の子供達の世代で、ヮンゲ

ルと出会った頃の自分達を見るようで、感無量

でした。

我が家の長女は、小学校 2年生までを金沢で

過ごしたので、あわよくば金沢大学べ進む道を

選んでくれるかと思ったのです力ヽ 実力伴わず、

又、親がおもうほどには金沢の街への執着もな

かったようで、遠く東の地へと今春旅立ちまし

た。そこで出会ったものはヮンゲルならぬフリ

スピー。さて、どんな4年間を過ごすことやら。

私はといえば、今でも山行現役の諸氏には頭

力河。がるくらい、グウタラ生活を送っておりま

す。ほとんど平地しか歩かない生活のため、久

し振りの戻丁山はものすごくしんどかったです。

水太りの身体からは汗が吹き出し、足は次第に

重くなって、最後はあえぎあえぎ―でした。荷

物をかついで登っていたのが信じられません。

でも、登り終えた時の心地良さは、あの頃を思

い出させてくれました。

それにしても、医王山って、あんなに生い茂

った山でしたっけ。あの山は我が家のアウトド

アライフ始まりの地で、長女が2才 8ケ月、長

男が 1才 2ケ月の時に訪れました力ヽ もっとひ

らけていたような気がしていました。私がリュ

ックを背負い、夫が背負子に長男を入れ、途中

で歩かなくなった長女を抱っこして山道をたど

った当時を懐かしく思い起こした 1日 でした。

5年後にも、又元気で皆さんにお会いできる

のを楽しみにしております。

18期  津島 直也

先日はOB会御苦労様でした。また、写真を

送っていただき有り難うございます。

あの後白山ヘイテってきました力ヽ 二日とも晴

天に意まれ、久し振りに山を楽しめました。

登りの延命水で下の子が腹痛で調子が悪くな

り、翌日も朝まで吐いていたので、上の子一人

で頂上まで行かせました。背負って下りかと覚

悟していたのに、室堂から 100m行かぬうちに

すっかり元気になり、無事下山できました。高

山病かと思っています。

OB会またよろしくお願いします。

1制淋 16山内 16中野18椿川18津島18大西

松林jrs 津島jrs_(37-
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医 王 山 を 登 っ て

お期 名倉  均

瑞紀

脚 、

わが家の息子 2人 Q材と10才)を引き連払

Bコ ースに臨みました。

出発までは、「コースの短いAコ ースにしよ

う」とぐずぐず言っていた息子 2人でした力ヽ

普段勉強もせずに遊び回っている強み (?)力、

息を切らせることもなく、 トンピ岩を登り切っ

ていました。

結局帰り道では、「まあまあ、良かった 価

自かった)」 と、それなりに満足していた様子

でした。以下、息子に書かせたBコ ースの感想

です。

<兄 >

医王山を登って良かったことは、いろいろな

人と話ができたことです。

最初の方は、おばさん (舟田さんの事)と話

ができたし、大学生のお兄さん (後輩達の動

とも、少し話す事ができ、知っている人が増え

ました。

それに、頂上に着いた時、よく晴れていたか

ら、お弁当もおいしかったです。

危ないこともありました。 トンピ岩を登って

いる途中で木の枝を拾って、それを持ちながら

登っていましたカミ 邪魔になったので上の方に

投げ捨てました。そしたら上で1回転じ転がり

落ちて、下の方に落ちそうになったけど、弟が

その棒をキャッチしてくれたので、助かりまし

た。

償呼達はう罰ヨで登っていました。危うく商

ならぬ落棒をおこす所でした。)

<弟 >

もらったお弁当は、リュックの中に入れて登

りました。途中の休みでぼくがアリを見ていた

ら、兄がリュックを棒で
'口

いてきました。リュ

ックの中にはお父さんの知り合いの人 (3期 :

田村さんの事)のお弁当も―IIに入っていたの

で、つぶれなかったか亡酒己でした。

お昼ご飯前にリュックの中を見てみると、一

つは大文夫で、もう一つは箱が壊れて、中身が

リュックの中に散乱していました。

兄に文句を言うと、「はぁ―、何のこと?」

ととぼけられ、結局ぼくはグチャグチャの弁当

を食べる事になりました。

(田村さんには、大文夫な方の弁当を渡したよ

うです。)

学校の遠足の時よりもずっと距離が長くて、

ずっと険しかったけど、何度も休憩したので、

それほど疲れませんでした。 l∞分に1回程の

休憩だったので、それほど何度も休憩したので

はないけれど、子供からするとOBに合わせた

休み回数は多く感じたようで一)

仕事にかまけて、普段は子供のお相手は嫁さ

んに任せっばなしですヵ、 こんな機会に息子達

と同じ時間を過ごしつつ、ゃゃ親父らしいこと

ができたかと思っています。他に娘 1人 (2才 )

がいます力ヽ 息子達と同様、医王山でお茶を濁

すことはできそぅにないので、また新たな機会

があれば―と期しています。

<編者注 ;「嫁さん」とは、同期器期の雅子さ

んのことです。>

20深田22安井41竹 内23鳥越

"久
富

「寮歌なら歌えます」現役も飛入り
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田宇根器吉原

“

橋本部西馬訂藤牧&松浦

“

石川

“

渋谷釘柴田

跡

KUWv40周 年

路期  西馬 由岳

カレーはうまかった。作ってくれた人、有り

難う。懇親会では、 1回生の芸に満足した。フ

ァイヤー点火や、石川さんの挨拶も面白かった

し、こばやん C/Nわ のお約束も、田村さんの

飛入りも面白かった。その後の飲み会で、田村

さんが何故0期なのかもお聞きできたし、松浦

さんの逸話の数々も、直接本人から間けて面白

かった。山行は疲れた。風邪ひいてたし。

時期的に学会と重なっててちょっと辛かった

けを表 楽しめました。とにかく働いてくれた現

役の方 、々有り難う。それと実行委員の方々、

ご苦労様でした。

話は変わって、 5年前、35周年の時は、私は

1年生でした。oBの世話をするため白山に登

ることも、楽しみにしてました。荷物力彰れ かヽ

らと、部室に眠っていたキスリングを引っ張り

出してきて、喜んだりしてました。記念山行は

中止になったけれど、略 金会館や、城内体

育館でのこと、当時初めてお会いして、その後

は全く会っていないOB(奥先輩とか飯村さん

と力う のこと、我ながらよく覚えているような

気がします。

今回、私は若手OBで した。院に残ってて、

6回生にあたります。今の3回生とは予定以上

に付き合いがあって、3回生以上に対しては、

OBと いうより先輩です。気持ちはほとんど4

回生の時のまま、変わっていません。

でも、それも今年まで。院を出て就職して、

金沢を離れると、すっかりOBとなってしまう

のでしょう。

5年前は、 5年後のことを考えていました。

今も、 5年後のことを考えてます。同期の連中、

身近な軽 いっぱぃ集まってくれること

を願ってます。私もどうなるかわかりませんけ

ど。

39り 11本 ∞岩倉 39四出 39/」 NE
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平成10年 (1998年)40月28日  (水躍日)

医 王 の 里
｀
寂 し い 秋 、

先
月
の
台
風
７
号
で
、
金
沢
市
の
医
王
山
山
系
の
林
道
や
登
山
道
の
十
数
力
所
が
崩
落
、
登
山
に
危
険

が
生
し
て
い
る
こ
と
が
二
十
七
日
ま
で
の
同
市
林
業
基
盤
整
備
課
な
ど
の
調
べ
で
分
か
っ
た
。
市
街
地
か

ら
近
い
医
工
山
は
手
軽
な
登
山

コ
ー
ス
と
し
て
人
気
を
奥
め
る
が
、

「
銀
河
の
里
キ
ゴ
山
」
が
来
月
二
日

に
）ζ
た
し
て
い
た

「親
子
登
山
」
の
中
止
を
打
ち
出
し
、
各
団
体
も
有
楽
の
計
画
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。
復
旧
完
了
は
早
く
て
も
来
年
秋
の
見
込
み
で
、
二
十
三
一
開
館
の
市
キ
亨
山
天
体
観
察
セ
ン
タ

ー
と
合
わ
せ
た

「医
二
の
里
」
へ
の
に
ぎ
わ
い
を
期
待
し
て
い
た
閣
係
者
は
、
′台
風
の
ツ
メ
跡
に
肩
を
落

と
し
て
い
る
。

悽
朦
一颯
製
蒙
練リ
ン

台
風
の
ツ
メ
跡
深
ぐ

台 風 7号の 影 響で 陥 没 した 林 道

=金沢 市 小菱 池 町

と
切
断

さ
れ
た
よ
う
な

状
態
に

な

っ
て

い

る

の
が

見

つ
か

っ

た

。
こ
の
ほ
か

「
銀
河

の
里
キ

ゴ
山

」
の
職
員
に
よ

っ
て

人
池

平
や
三
蛇
ケ
滝
、
自
禿
山
に

つ

な
が
る
登
山
路
で

も
崩
落
や
が

け
崩

れ

の
恐
れ
が
あ

る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

市
は
医
二
の
里
キ
ャ
ン
プ
場

付
近
か
ら
富
山
方
面
に
つ
な
が

る
林
道
を
全
面
通
行
止
め
と
す

る
措
置
を
取

っ
た
が
、
登
山
道

で
事
故
が
あ

っ
た
場
合
に
救
急

車
両
も
通
行
で
き
な
く
な
り
、

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
や

医
二
山
周
辺
で
は
、
市
官
ス

キ
ー
場
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
コ
ー

ス
が
台
風
７
号
の
豪
雨
で
え
ぐ

ら
れ
、
今
季
の
開
鎖
が
決
ま

っ

た
ば
か
り
。
二
十
三
日
に
キ
ゴ

山
少
年
自
然
の
家
と

千
ゴ
山

し
て
開
館
し
た

「銀
河
の
里
キ

ゴ
山
」
も

登
山
イ

ベ
ン
ト
が

第

一
回

主
催
事
業
だ

っ
た
だ

け
に
、
職
員
の
シ

ョ
ッ
ク
は

大
き
い
。
谷
内
守
館
長
は

「登

山
の
参
加
希
望
者
は

と
て
も

っ
た
だ
け
に

中
止
は
断

の
思
い
だ
」
と

話
し
て
い

9月 23日 未明通過した台風 7号により、あの医王山にも被害が出ました。

写真の崩壊地はしがら頸より上です力ヽ 途中にもJ灘鍔こがいくつかあるな

戻下の里にて通行止めになっています。
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OB会 役 員 会 の フ護 訪 饉 過

と OB関 連 I早轟 長

(♯ は日時の確定しないもの)

7月 1日 印刷依頼

14日 会報 9号製本完成

15日  会報9機 的 田)

8月 21-23日 第 6回蒲原良太郎追悼山行

備源新太郎 。道子  前田顧問

器奥出 34奥  別片岡 &松浦 馬吉田

誌司 || お金井 %新倉 %朝日 
“

田中

%沢田 %樫村 %清水 36新道 37柴田

舒新堀 釘福田 37藤牧 釘山本 37井」

8月 25日 40周年うちあわせ  元町ココス

C86111 15奥名 15舟田 23名倉 23鳥越

器宇根 椰小林 38西馬 38吉恥

8月 31日 剣 子委員通信・兼役員会通信NO。 囃

9月 ♯鰤 麟テ物酢戒 綺田 。馳

配布物印刷 122山崎)

12-13日  ヮンゲノ囃朧樅0周年 医王の里

13日 記念山行 医王山

16-18日 現隻小屋作業

16日 記念行事写真配布 。原稿依頼 (舟田)

24日 スポーッ振興課へ作業報告 (舟田)

η日 12期大出徹氏滑落死亡

30日 大出氏葬儀

10月 3-4日  山」ヽ屋酒場

α3辰野 3田村 13大島 13吉田 15奥名

15佐野 15舟田)

13日 役員会通信NO。 10発送 (舟田)

17日  スポーツ振興課より入金

21日 現役3回生とOB会役員懇親会兼

40周年うちあげ 兼役員会

柿木畠あまつぼ

(15奥名 15上馬 15舟田 188J‖ 191E

23鳥越 路宇根 38/」淋 誌吉原

現役41期―市山 佐藤 竹内 田村 林

長谷川 森田 谷本 醐

♯ 40周年錦 梓躍手。OB会会計報告作成

―

C詢
♯ 宛名ラベル作成 皓創

♯ 印刷・製本 (プ リントショップ多田)

1期  仙田 厚太郎

何時もOB会のお世話をいただき本当に有り

難うございます。

この度も40周年記念行事の大変なお世話をし

ていただき、本当に有り難うございます。心か

ら感謝申し上げます。

この度の件、小生発信したものと思い込み、

今日まで返信が遅れましたこと、深くお詫び申

し上げます。上むない所用のため、欠席せざる

をえません。参加各位へ何卒よろしくお伝え頂

きますようお願いするとともに、会の盛会を心

から祈念申し上げます。

ここに心ばかりです力ヽ 酒肴代として送らせ

て頂きました。ご笑納下さい。間もなく (?)

毎日が日曜日という日が来るようになれば、喜

んで何にでも参加したいと思っています。今暫

くのお許しを得ておきたいと思います。

(OB各位、現役の皆さんにお伝えいただけ

れば幸いです。)

今、40年と聞くと、時間の長さに驚きと戸惑

いを感じています。

40年前、田村氏と鈴木氏の会津コンピが書い

た 1枚の貼紙 (む鶴9、 これ力玲 日ヽまで至る

とは、夢のような心境です。

名簿を見ながら、こんなに多くの人々力ヽ こ

の会の歴史を作り、支えてきたのかと思う時、

感概胸に迫ると同時に、各位に心からの感謝の

気持ちを捧げたいと思います。

歴史国勝手に出来るものではなく、間違いな

く皆で作るもの。是非これからも、若い人々に

よって、この金大ワングルの永遠の歴史を作り

続けていって頂きますよう、心からお願いしま

す。
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あの‐枚 魅きつしもの 今もなお

色鮮やかに 集いし人の 心つなぐ

働 局よリー 多額のご芳志を有り難うござ

いました。メッセージは総会にて披露させて

頂きました。)

9月 に入って、朝夕は大分涼しくなりました。

今回の40周年は天候もよく、盛大だったことと

思います。10月 3、 4日 の秋の山小屋酒場のご

案内を頂きました力ヽ 今回も断念せざるを得ま

せん。何かと行事の多い月ですので。

舟田さんの細かい配慮と日々の負担の大きさ

を思うと、受け身の私の方は、恥じ入り、申し

訳ない気持ちです。お許し下さい。今後ともよ

ろしく。

7期 高見 よ志子

会員名簿は毎年送っていただかなくても結構

です。隔年でよろしいかと思います (私 は)。

いつのまにか 5年も滞納 (実はOB会なるもの

の発足をあまり知らなかった―)して申し訳あ

りません。

8期 」浴  太平

勤醸幾勁変 わりました。

今は元に戻りました力ヽ 今はまだ自重していま

す。次回には、是非と思っており、今後ともよ

ろしくお願いします。皆様によろしく。

く事務局より>お便りを戴けるのは何より嬉し

いのですが 。

40周年はさておき、その他の行事につきまし

ては、お知らせしなけれl輝子事があることをお

伝えできない。ではあるけれど、かえって心あ

る方に、心苦しい思いもさせてしまうのではな

いか?と事務局なりのジレンマに陥っています。

もちろん、郵送費、手間のこともありますし、

絞るとすれば誰にまで知らせるか?に も悩んで

しまいます。

昔、部室に行ったら、PW募集のチラシが下

がっていて、見るのも気楽なら、乗るのも気楽

でした。そんなタッチでゃれないものだろうか

?

その可能性を秘めているのがインターネット

です。何を隠そう (?)、 新OB会長はコンピ

ューターを生業としているのです。これからの

5年で、インターネットに連絡網をシフトさせ

ていこう一‐と固い決意をしている害1に は事務局

長の方は、こんなヮープロ打ちに追われるばか

りで、決意が空回りしております。

そんなオバサンの為にも、すべてをインター

ネット化にはいきなり出来ないのですけれど、

希望はそういうことなのです。

4期

9期  平村 耕作

9月 に入り少し朝夕が涼しくなった今日この

頃です。いつもOB会のことではお世話をして

戴いておりありがとうございます。

さて今回の40周年記念行事 0乍年から楽しみ

にしていましたが一)、 今また連絡を戴いた秋

の山小屋酒場に欠席で、残念と同時に申し訳な

くも思います。

今年 3月 にケガをして 2ケ月半入院し、ほぼ

11期 森川 功

TO鶏
倉谷の月はどうだった?さぞかし酒がうまか

っただろう !今日「切手とおまけ」確かに受領

した。依頼したより多く、ありがとう。

来年の15期会、桑名とのこと。桑名にいたら

是非参加させてもらおうかな。

考えてみれば、ヮングルの新歓は西村節チャ

ンと一緒だった。「f可年生 ?」 と質問され、「

一年生」と答えたら、「な―んだ同期じゃない

か」と言われ肩を殴られたのを覚えている。
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α5期は恐い !)

それに大先輩の9期の自井さんも私と同じ」ヽ

学校の学区にいる。自井さんの実家は確力＼ 祖

父江君の実家と10軒 ぐらいしか離れていない。

(昔の言つ 倉谷の月はまた、HPでゆっくり

見せてもらう。

瘍 ―肩を「なでた」だけですよォ。だ

いたい、「大学院」を省略して 確欺 憫

ってニコニコしてたのは森川先輩じゃないです

か 1何か老けてるし (わ ッ、スキーやばい)、

かわいそうに何年浪人したんだろうと、アタシ

同情して、思い切り明るく「同期じゃないの」

って励ましたんですヨ。そう、これ力埓0`脅麦に

明らかにされた真実です。何かまだ尾ヒレがつ

きそう一)

11期 向 幸子

遅くなりすみません。 9月 12日 の医王山行き、

参加したい気持ちでいっぱいなのです力ヽ 残念

OB会報「やまざと」98夏号お送りいただき

有り難うございました。OB会費については、

大出松世様より6月 に連絡をいただき、すぐに

送金させていただきました。こ観 をお願いし

ます。

OB会の取りまとめ等、いろいろご苦労され

ていることと思います。私の方はなかなかOB

会に参加できず、皆様とはご無沙汰しておりま

す。今後ともよろしくお願いいたします。

頑張って下さい。

14期 伊藤 直和

勤務先が2度 銘簿記載時から)変わりまし

た。現在ヽ那覇港湾 港工事事務所に勤務して

います。

15期 高村 千佳子

金沢の方は梅雨明けを特別にしないそうです

力ヽ こちらは毎日署いです。お葉書ありがとう

ございました。

8月 8日 から16日 迄会社が夏休みでした。明

石大橋を、私の運転で渡ってきました。まあ一

度 くらいなら渡るのもいいものです。もっと安

かったらもっとイテってもいいけどね。あとは父
のお墓参り、友達が遊びに来て、お昼を¬緒に

作って食べたり飲んだりと楽しかったです。

さおりの方はこの夏が山ということで夏期講

習と、ない日は図書館通いです。

9月 に皆さんに会える日を楽しみにしていま

す。少しは歩いていないとバテるでしょうね。

まだまだ瑳 厳しぃけど夏バテしないように !

16期 清水 重仁

山」弱 の案内ありがとうございます。

残念ながら、法事や社内旅行のため、40周ヘ

山小屋酒場共々今回は参加できません。来年は

是非「便所」を使わせていただきます。皆様に

よろしくお伝え下さい。 8月 4日 に御岳山へ登

りました。

16期 山田 容子

日々、時間に追われる生活で「心のゆとり」

が欲しいです。会報「やまざと」の発イス いつ

もご苦労様です。通勤のコースから毎朝自山を

望んでいます。四季折々の姿を見ることが出来

ほっと′醍女らげる時です。

17期 小間 八郎

会報 9号にて、会費未納を知り、振込依頼人

∈ )に確認したところ、バッグの底から昨年

の振込用紙が出て来ました。他人 (?)を当て

にしたのが間違いでした。平成15年までの全納

が可能です力、 可能なら会費に。不可なら、カ

ンパ金として取り扱って下さい。お手数かけま

す。
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19期 佐倉 正樹

現在、高岡高校山岳部の顧間をしています力ヽ

この 8月 に四国高知で行われるインターハイに

出場します。四国の山々は初めてです力ヽ 暑そ

うでt嘔己です。

21期 竹中 敏

歌集受け取りました。どうも有り難うござい

ました。

先日は突然伺いまして失ネLしました。イラス

トを送ろうと思っていたら丁度出張になりまし

たので、それなら送るより持っていこうという

ことにしました。

あの時雨がけっこう降っていました力ヽ 自山

はどうでしたか。今度は山へ行くために金沢ヘ

行きたいと思います。

20期 中村 元風

OB会のお世話ありがとうございます。先日、

甥っ子の村L反洋力ヽ 舟田さんに勉強を習って

いることがわかりました。よろしくお願いしま

す。

鰍 主;冷汗たら―。そういえば私は元風さ

んを写真でしかおみかけしていないけれど、お

母さんと、 トモ君たしかに、日元が元風さんに

そっくり。やっばり金沢は狭い !悪いことでき

ない |

40周年総会の時には、大聖寺・実陛院にて、

今九谷色絵磁器展を開催しておいでました。)
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23期 窪川 淳一

残念ですが参加できません。再度 5年間の予

定で米国駐在となりました。国内連絡先を変更

願います。

あ期 細田 晴美

事務局の皆様、大変ご苦労様です。いつも有

難うございます。かけ足で過ぎてしまった40年

近く。それなりにいろんな事がありました力、

またこれから一と、挑戦していきたいと思って

おります。機会がありましたら、またお会いし

/:Lt-e ?"

29期 深井 嘉浩

残署お見舞い申し上げます。

今年の夏はいかがお過ごしでしょぅか?東京
へ来てこの5ケ月、いろんな国々を巡り、いろ

んな出来事に道遇しました。今回アフリカで何

度も耳にしたフレーズ "This is Life!"を胸に

また経験を積んでいきたいと思います。

では皆様もお元気で |

ps 私の勤務しておりますアルパインツァー

「総合カタログ」最新版(夏・冬年 2会発行

約 100ページ)同封させていただきます。私、

本人も「金沢大学WV出身」としてッァーリーダ

ーに紹介に登場しておりますので。是非ご覧下

さい。

また、ネパーノkニュージーランド他、世界

各地のトレッキングにこl興味のある方へ、無料

でご送付させていただきますので、アルパイン

ツァー深井までお問い合わせ下さい。

30期 野田 和裕
ワンゲルOB会のこと、本当にお疲れ様です。

金沢から遠方に居ますと、なかなか実態力f弊
できないので、っぃ適当なことを述べてしまい

ます力、 ぉ許し下さい。さて、同期の住所の件
です力ヽ 中村の他に転居した者がいますので、
同時にお知らせいたします。

鉤 織 丁誓,F聰 [為 珀 則
ね。山に行きたいのですヵ、仕事 。家庭とも忙
しすぎて、とても無理です。

ClllDまた 1名住所変更がぁりましたので、
お知らせします。同期の一人から、会費を銀行
振込でも可能にして欲しいとの意見がありまし
た。,応お伝えしてぉきます。ょろしくお願い
します。

36期 蒲原 新太郎

%期蒲原良太郎の父です。会費送ります。よ

ろしくお願いします。

%期 新倉 崇之

東京勤務のため、OB会の行事に参加できな

いながらも、遠き金沢・学生時代に思いをはせ、

会報を読ませていただいております。今夏も8

月21日 -23日 に剣岳に行ってまいります。

39期 友野 京子

「やまざと夏号」ありがとうございました。

楽しく読ませていただきました。

ご報告が遅れました力ヽ 私は昨年 6月 に認期

の友野克利と結婚いたしました。今後は夫婦で

「やまざと」を拝読させていただきたいと存じ

ます。昨年秋には長女あやねが誕生し、現在 9

ケ月になります。

幼い娘がいるため、40周年の行事に参加でき

ず残念です力ヽ またの機会を楽しみにしており

ます。

7年 に渡る旅行業界経
験の後、パキスタン、ネ
パールを中心に長い海
外放浪生,舌へ。今年4月
より思いも新たに業界
復帰。持ち前のガッッ
でT/L業 務も好評。金沢
大W∨出身。(東京 )

-46-

深井 嘉浩
(ふかいよしひろ)



東京地区有志による懇親会模様

■実施した日:平成¬〇年9月 22日 (火 )18時より3時間
■声を掛けたメンバ :9期生を中心に東京近郊在住の20名 程度
■集まったメンパ :9期 鍋島 武、清水 ―、伊藤 博道、伊藤 俊成

1可 期 青柳 健二、北川 邦夫、上村 人史、山口 裕  以上8名
■飲んだ酒量 :みんな寄る年波 (全員50才 以上)に勝てないのか以外に少量 ?
■話した中身 :特筆することなし

・金沢でのOB総会模様 (たった一人の参加者青柳君からの話 )

・経済情勢 (要するにどこの会社が不景気かの話 )

・今後の人生設計 (濡れ落ち葉にならないための涙ぐましい努力)

。健康の維持 (医者がいたので本当に適当なアドバイス)

・昔の話 (古き良き時代の思い出話、仲間の行動の暴露 )

・仲間の消息 (いずれも断片的で、今までの忙しさを物語る)

。その他 (他愛がないが、とにかく尽きることのない話 )

■確認したこと:これもいいかげんだが・・・

・OB会への絶大なサポート(と りあえずできることは会費の納入、行事への参加 )

・気張らないで長続きできる本会の継続 (これでも結構飽きもせず続いている。今回は山口
が初参加 )

・鍋島が以外に気配りがきく男であること
。中京/関西方面の仲間との会合 (掛け声ばかりで何時になることやら)

・プライベートなゴルフの実施
■記念写真 :見たくもないかもしれないがザウルスで撮影、出来が良くないのは被写体の所為

。みんな色が黒いのは露出不足、今度はもう少しマシに撮ります
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■ 5期 会 金 沢 大 会 (兼 KU
W雄 螂 40周 南己う 幸賠

15醐 黎  鶏 IE■

今回はほとんどOB総会と40周年記念行事で

終始しました。15期会としては物足りなく思わ

れた方もあったかとは思います力ヽ 普段、ある

いは卒業以来会っていない人達との再度の出会

い。名前だけは聞いたことがある力ヽ 会ったこ

とのない人との出会い。この時期の医王山はも

しかすると初めてだったり、大勢でのキャンプ

ファイヤーーどれも大きな思い出の一つとして

残ることでしょう。(それにしても、 5年に 1

回では、あと何回参加できるだろう)

詳しい行事報告は、会報を見て下さい。尚、

次回は祖父江君が幹事を引き受けてくれました。

よろしく!:

やっばり参加人数カラ い方力督燃楽 しい。

上馬―不参加 参加の予定でした力ヽ 体調が思

わしくなく不参加となりました。OB会では

冨除長
jを
頼みました。今はとにかく、本来の

体調に戻すこと。

宇野―参加 本人は不参加。新聞休刊日は何故

か仕事となる (仕事の性格上、仕方がないと

あきらめる)。 奥さんの和子さん力滋効L17
期ではたった一＼という寂しさを15期会がカ

バーしました。

奥名―参カロ 15期会とOB会をまとめてまとめ

て誤魔化そうという魂胆。予定どおり、これ

といって15期会のことは何もしませんでした。

唯一、次の幹事へのパトンタッチをしただけ

(こ れ力竜重ヨD 。

金井―参加 今回は行き帰りとも、輸送係もあ

りがとうございました。奥さんは大変元気そ

うでした。庭いじりも面白そうです力ヽ 人い

じりはもっと面白いですよ。来年は是非参加

を !

坂尻―参加 15期の代表連絡員としては今まで

通りです。記念山行ではAコ ースのチーフを

頼んでありました力ヽ ぐちゃぐちゃになって

ごめん。

鈴木―不参加 インターネットを始めた力ヽ 期

待したほどでもなくお休み中と力、 KUWV
OB会のHPを見て下さい。感想や近況をお

知らせ下さい。

祖父江一参加 土曜日は昼まで言笏軽 して、そ

れからいざ金沢へ愛車をとばす。医王山まで

の地図をFAXし た御蔭で、迷わず来られた

力ヽ 「森の家」力判 らず、総会終了ミ＼塊

佐野‐―参加 無理矢理でっちあげた出張で、前

日から金沢入り。私と同■

`慟

幅 た布団は

違う)のため、雑用をいろいろとお願いしま

した。

高村 ―参加 金井タクシーで、基参りをしてか

ら豹 L今回は同期会対策が何もなくてごめ

スノなさい。午前中に哲ちゃん (佐野)と卯辰

山に基参りに行きました力ヽ どこだったか忘

れて見つかりませんでした。

南保―不参加 何回が読 したが本人稿生 た

だし奥さんは在宅:気の毒がられてかえって

濠 、

比田井一不参加 上の子は海外 (ボストン)。

下の子を同伴で参加予定だった力ヽ 直前、子

供に用事が入った。来年はおいでね !

舟田―参加 相変わらず動きが素早く、するべ

きことはすぐやる。私はというと、ぎりぎり

までやらない。個人的な山の便りを下さい。

HPの一部に載せます。

1曽田一不参加 優良金融機関なので、地元住民

のつきあいが重要。土日の方が用事カラ い。

役者はあなたがピカーです。都合つけて来な

さい !

松下一不参加 多忙のため。永軸 らヽの帰り

送 山越えして山中温泉へ。病院の場所を初

めて知りました。
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松縄‐‐‐7鯵 加ヽ さくら銀行を救えるメゞ材はオ齢電

をおいて他にいないということで、特男1次席。

山ガヽ屋はいつでも君を待っています。 (都合

つけて付き合います。)

松林―参加 上馬の不参加で急還カメラマンを

頼みました。日頃からカメラは使い慣れてい

るので安心でした。今回唯一のお子様連れで

同期会色を維持してくれました。

間所一参加 町田から公共輸送機関を乗り継ぎ

来沢。工学部正門前から迎えの車で医王山へ。

10-19期を代表して一言の重責を果たしまし

た力ヽ 私|ま酔っ払っていて内容の覚えはあり  ´

ません。

三宅一不参加 平日は本業に、休日は接待業に

ひたむき。給料 tま業績とともに下向き。

渡辺一不参カロ 上の子は海外留学く次の子は社

会人 下の子は体調不良。奥さんは???
横井―不参加 子供は中学生。人の子はとびと

びに大きくなってしまう。次回はお近く。お

気軽にどうぞ !

第 6回 蒲 原 良 太 郎 追 悼 山 行 0こ思 う

'98。 8.21、 22、 23

父 蒲原 新太郎

「クマタカ]イ ラスト:竹 中 敏

自然メ」0。 45よ り

んでいる。路期―y期迄の人達で、全員社会人

だが元気だ。悔しいけれど、やはり年の差だと

思う。

やっとの思いで、テン場に着いた。リュック

を下ろし、すぐテント設営をする。うまく出来

たと自画自賛。思い起こせば山の道具も、 1回

日、 2回目と殆ど何も持って来ず、皆0こ迷惑を

かけていた。初めは招待客のつもりでいた力ヽ

今は違う。皆と仲間だと思っている。

その日の夕方、 1回目の追悼式を、安1沢管理

事務所裏の小高い丘にて行った。 (1日 目の参

加者は、前田先生はじめ203。 )遺影の隣に花

を供え、そして線香に火を灯し、今回のリーダ

ヨイショヨイショ、ハアハア、もう駄日だ、

こんな辛い事もう二度としないぞ。

そう思いながら、今年で 6回目を数える,1ヘ

の道。会1沢の、テン場へ向かう道中での事。15

キロのリュックカヽ 肩に食い込み、頭痛がする。

歯を食いしばりながら剣御前小屋までたどり着

いた。ハッと息を飲む。剣だ !会 1だ !日常の生

活から離才k心に染み込み、言葉で言い表せな

い風景である。ソtヽの中で思わずつぶやく。

∈υ゛k又来たよ。)と。

暫し休息の後出発だ。今度は下り。膝が笑い

出した。周りを見渡したら、妻道子がへばって

いるぐらいで、他の人達はマイペースで歩を運
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%清水 釘柴田37福田37藤牧 %朝日間新道舒新堀器奥出

%沢田  %金井 %田中 
“

新倉      前日顧問

訂山本 M片岡 34松浦      35吉 田

"樫
ネす %石川 蒲原母 蒲原父 37井上

第6回追悼山行  会1沢議 所裏にて

撮影 &期 奥 民昭

―石川明弘君の進行で、私から順に御参りをし

た。晴れ渡った景色の中で、際立ち威光を放つ

資1を目の前にし、つい日頭力報 くヽなる。妻も同

じだ。冗談を言い合っていた仲間も、言葉なく

なり、神妙な顔になってしまう。私とは違った

意味で良太郎の事を思い出し、懐かしんでくれ

ていると思う。

ここで皆にお礼を言いたい。毎年私ども夫婦

を父1に連れて来てくれてありがとう。いつまで

続けられるか分からないけれど、ず―っと続け

ていきたい。お動 したり、結婚したり、ス 良

太郎に対する思いが年 薄々らいで行くだろうけ

れど、絶えず皆と連絡をとりあっていきたい。

そして皆の成長を見続けていきたい。

その日の夕食後も、ジ1の シャカシャカが始ま

った。ヮンゲルの伝統だそうだ。 1回目の時、

体調が悪く隣のテントで寝ていたら、突然シャ

カシャカと金属のこすれ合う音が聞こえてきた。

リズムをとるでもなく、ひょっとして宗教めい

たことをしているのかと思い、後で戻ってきた

妻に問いてびっくり。食後のお茶と武器で食器

を洗っているのだと。そんな笑い話も昔のこと。

今では、自然に、普通にやっている自分がおか

しい。

次の朝 5時に、本峰を目指していざ出発b途

中、貪1山荘、三服蝕 前剣を経て、カニのヨコ

バイ下の道難現場に到着。2回日の追悼を行う。

現場を見たのは今回で2回目だ力ヽ 周りの岩だ

らけのガレ場、鎖場のカニのタテバイ、そして

斧 卜のカニのヨコバイ。雨が降った後などは、

何時落石があっても不思議ではないなと思いつ

つ、良太郎は運がなかったと、ただただ思う次

第である。

そして又、ここでも皆にお礼を言いたい。毎

年追悼用の生花を用意して、こんな所迄運んで

くれて有り難う。私は道難現場に居合わせてい

ないので、想像だけだ力ヽ 実際居合わせたパー
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ティーの人達は、どんな思いで見つめているの

だろう。

その件については、一度も口を開いたことは

ない。遣難救助隊の方の手記を読んだ事がある

力ヽ とても生々しく、父親としては、とても読

んでおられずいたたまれない気持ちになった思

いがある。しかし母親は違う。全てを知りたい

様だった。その事については今後も話し合う事

はないだろう。

さて体力も限界に近づいた頃、ついにピーク

到着。10時40分。やったあ―。天気も最高。遠

く槍ケ岳、自山も見える。 360度パノラマ状態

だ。本当に来て良かった。皆と握手しながら感

激ら満足感で一杯になる。そして休憩供 下山

に向かう。気を緩めず緊張しながら、やっとの

思いで会1沢のテン場へ聰 15時。実に10時間

掛かってしまった。大変なスローペースで、同

時パーティーの人達に迷惑を掛けてすまないと

思う。テン場に着 くと、 2日 目からの貌 3

名を加えて舘宅で、最後の遣障式を行った。

以上が毎年追悼山行で行っている内容ですが

これを実際計画 。実行するのは、大変な事だと

思います。人数も多いし、住所もバラバラ。金

大卒業後何年も経っているので、部室も後輩も

使えず、書労とノているみたいです。聞く所によ

ると、関期生が中心になっていて、会計
`よ

Ю期

樫村さん、用具保管属趾期奥村さんが受け持っ

ていてくれています。そして何より心強いのは、

電子メールの連絡網があり、毎日のように連絡

しあっています。だからこそ、追悼山行が毎ヘ

廃れることなく続いていると思います。

最後に、私達夫婦は子供を失いました力ヽ そ

の代わり、皆さんと知り合う事ができました。

素晴らしい事だと思います。その御蔭で人生観

も変わりました。私達が一番好きな所は金沢で

す。そして父1岳です。追悼山行以外にも、皆さ

んと山行0こ行ったり、イ子動を共にしてもらって

います。心から感謝しています。今後とも宜じ

くお願いします。そして、金大ワンダーフォー

ゲル部OB会が発展することを願います。

蒲原新太郎さん 36田中

∞新倉 &松浦 蒲原道子さん  hJll
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/ナ嵯蟄綺華義 を 糸冬え
~で

小屋作業CL 41期 河村 浩之

9月 1&17、 18日 の3日 鳳 筈 も」堰三イ嘆

力ヽ 力 れた。

参加者は、 1年14人、2年 9人、 3年 7名 の

計

"名
である。今回の小屋作業は、自分にとっ

て初めてのCLと いう立場の行事であり、いろ

んな面で勉強になった山行であった。

15日 のパッキングの時から台風 5号の影響で

16日 の天気がよくないことは明らかだった。現

役の部員 (特に3回わ はCLの責任とばかり

に、自分の方を現んでいた。

16日 は紆余曲折を経た結果、出発時刻を多少

遅らせることになり (こ の際、出発判断の遅れ

で部員のみんなに多くの迷惑をかけたことを、

この場を借りてお誇びいたします。)、 この日

の高二郎登頂を諦める。

ダムからBHま での道程は、自分としてはそ

れほど危険な道とも思われない。しかし去年 1

年生が 2人滑落と′たということと、雨で滑り易

くなっていることから、多少の不安があった。

無事にたどり着くことができ、先ずは一安心し

た。

小屋に着いたくらいから再び僕をあざ笑うか

のように雨が降り始める。結局この日は、夜に

なっても止まなかった。

17日 の朝は、自分の予想からは大きくずれて

大雨であった。昨夜の天気図を見てみると、何

故か自分の予定には入っていなかった低気圧が

発生している。今日は一日中大雨であり、臥

ぬかるんだ道にかなり苦労することが予想でき

た力ヽ 自分を励まし出発する。

出発して300た らずで、問題の渡渉地点へ到

着する。先頭を歩いていた矢内は、沢の鉄砲水

の様子を見てさすがに驚いていた。僕もこの鉄

砲水を見ながら、この後の行動についてかなり

悩んだ。このような時、他の3回生や、 4回生
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の方々がリーダーだったら、どういう決断を下

すのだろうなどと考えていたら、無1生に疲れて

きた。 1、 2回生の一部の帰りたそうな顔は、

うざったかった。

結局、自分の独断で、野郎だけで前進するこ

とにする。経験、体力を考えて、1年生の女子

に渡渉させるのが恐かったからである。細引を

張って沢を渡らせる。浅い所を選んだにも関わ

らず、水は腿を越えて足の付け根のあたりまで

きていた。僕はなるべく明るく事を運びたかっ

たので、流れの中でこけそうになっている奴を

笑いながらからかったりしていた。そしたら、

長谷り||に「笑い事じゃない」と怒られた。その

とおりだと思った。

この日の作業は、小屋の回りの作業をやる者

と、高二郎の山頂の作業をやる者とに分かれて

イ子うことになっていたので、31き返した人達に

は」選 の作業を手伝ってもらうこととした。

高二郎の登りは相変わらずきつい。雨のせい

もあって予想より時間がかかり、自分としては

かなり焦っていた。 1回生にとっては初めての

高二郎である。いきなり大雨の中を登らされた

こともあいまって、現役部員の高二郎嫌いはま

たかなり進むことだろう。

結局頂上に着いたのは11時近かった。判って

いたことだ力ヽ 藪に囲まれた半径 l rnも空間が

ないようなピークにはうんざりした。その,方、

ピークを見た時の1回生の茫然とした顔は面白

かった。

昼食をとった後作業にとりかかる。1ヒアルフ
゜

スと自山方面の展望の際 目指し、皆黙々と

作業をする。

僕自身は、入山前にあらかじめ石川に作らせ

高二郎頂上の看板を、古い看板と付け替える作

業に取り掛かった。付け替えた看板は非常に上

手 く出来ていて、何か看板だけが周囲から浮い

ている感じであった。作業は皆狂ったように4子

い、約 41嘲部、 1回の休憩もとらず行った。

4時間後にはそれなりに満足のいく空間が開
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撮影 :41期 河村』畢碁甲稼幕
4時間の奮蘭膜、真新しい看板 (標識)の前で

けた力ヽ ガスと雨のため、他の山は何も見えな

かった。

3時に作業を打ち切り下山する。下山も雨の

ために思ったより時間がかかり、/」渥 に着いた

時にはもう6時近 くになっており、暗 くなり始

めていた。今さらながら、夏の終わりを実感じ

た。小屋の周りもきれいに整備されており、こ

ちらの作業も滞りなく行われていたことが判り

安心した。小屋に着いたあたりからあんなにrit

しく降っていた雨が上がった力ヽ そんなことは

もうどうでもいい気がした。

その日の夕食l■ /」 屋ヽに残っている人達に作っ

てもらっていたのだ力ヽ 過去のヮングルの食事

の中で一番おいしかった。有り難うございまし

た。

今回は小屋作業という行事の特避士k一部の

部員に1移少の無理をさせることとなりました。

しかし自分の経験上、辛かったことや苦しかっ

たことの大半lよ 後々の良い思い出となりま九

今回のことも、後から思い出せば、ヮースト山

行として良い思い出となることでしょう。まあ、

これは作業が無事に終わった今だから言えるこ

とです汎

最後に、今回の小屋作業の中で、僕の考え、

決定を支持してくれた他の3回生には大変感謝

しています。自分が今回CLをやってみて、今

までの新トレのCL、 夏合宿でLをやった人達

の苦労が初めて判った気がします。
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JL 国 来斤 平成 10年 (1998年 )9月28□  (月曜日)
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に搬送 され る大 出 さん

午後 3時28分、鶴来 町の手別 |1河原

綾へ・　．”・
11井上 12大出 13南 13橋正 13吉田 15奥名

大出様の2週間前の笑顔です

13柴田
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平成10年 9月 27日 、吉野谷村の山中において

不慮の滑落で亡くなった 故 大出 徹君に

12期の同期として心より哀悼の意を表します。

弔 辞

130日 の葬儀において捧げたものです。)

12期 赤地 賢一

大出君とはヮンゲルの同期で した。

卒業後=度逢ったきりでした。

"数
年賑りに逢った彼は この遺影でした。

好い顔になって写っているおっちゃんの大出でした。

大学一年の夏合宿に 彼と同じパーティーでした。

南アルプスを歩き続けました。

重い荷物にも 冷たい水での食器洗いにも

不平不満を 一言も言いませんでした。

暮れゆく富士を眺めながら 時にニコニコと笑い

朴訥に話してくれました。

自山の春山の吹雪を 共にくぐり抜けました。

ニッコウキスゲのお花畑で 昼寝も楽しみました。

爾来、大出は か みじめて

誠実に 優しく 生きてきたと思います。

私達の同期は図らずも 大出君だけが金沢に残り

他は各地に散っています。

●堂に会することもありませんでした。

ワンゲルの集いが有る時、

いつも彼一人が同期の代表で 出席してくれました。
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つい先だっての医王山の集いで 彼が言ったそうです。

俺達の同期も一度集まるように

俺が声をかけないといけないのかなぁ―と。

それが こんな形で集まるようになるとは一

昨晩 河辺が言いました。

大出は体を張って俺達を集めてくれたんじゃない力、

これからは 集い逢って、大出を言吾ろうと。

大出は 山が好きだったと思います。

素直に 自然体で溶けこんでいたと思います。

また この地も好きだった。 自山と医王山の在る金沢力ち

それ以上に 惚れ込んでいた松世さんと 二人の息子がいる

この地を 愛していた。

将土君と 泰土君、名の通り二人は大地に根を張り

素晴らしい若人になりました。

実に気丈に しっかりと 昨日、謝辞を述べました。

胸うたれました。

大出。 松世さんと、将土君、泰土君を、

おまえを思う多くの人を 残して逝 くのは、

悔しいだろう。 無念だろう。

仕事も まだまだやりたかっただろう。

そして、おまえがいなくなって

俺達も 心から悔しさが残りました。

もっと 語りあっておけばよかった。

もっと 山も一緒に歩きたかった。

日本酒も 呑みたかった。

にこにこと 本卜訥に話す おまえと一‐。
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12期 」ヽ西 外士郎

大出君。君の訃報を聞いて、一番先に頭に浮

かんだのは、

あの少しはにかみながら 白い歯を出して

にこやかに人と話していたあの顔を、

もう見ることができず、 ス

ゆったりとした 少々越後訛のあるあの声を、

もう間くこともできないのか

ということだった。

2年の春合宿の際、白山の大汝に登り、

寒くて長い道程を 一緒に帰って来た時、

みんな疲れて 黙々と歩いていた力ヽ

そして特に君は 片方のワカンを無くし、

尚いっそう苦労し 遅れ気味になっていた力ヽ

それでも休憩時に あのにこやかな顔で話をし、

パーティーを和ませていたことを

思い出す。

新潟県のHEEか ら 金沢へ来て

そ繊 来 金沢に根をおろし、

金沢生まれの同期より長い期間

白山をはじめ 石川の山々を愛し、登っていた。

流れ旅人みたいな私からみると

羨ましい限りだったが一‐。

やはり、友がいなくなるのは

本当に寂しい。

ヮンゲ)鏃 にも載っているように

l… ケルンを積みに

自山の渓谷に イ子きます。

大 出 君 の 思 い 出

12期 津田 伸生

大出君とは、口番目43年の2年性の時の夏合宿

で同じパーティーでした。リーダーは畦山さん

で、たし力1麦に彼の奥様になられた松世さんも

‐緒だったように思います。

ルートは、折立から棄師岳を登って薬師沢に

下り、そのまま黒部源流を詰めて三又蓮華岳ヘ

至り、槍見温泉へ下るものでした。

です力ヽ 彼の印象は夏合宿本番よりも、それ

に先立つ トレーニングの際、倉谷ベルクハイム

から二測 ‖へ行った時の方力ヽ はっきり思い出

されます。

その時は雨のため犀滝へは行けず、昼食時に

濡れた衣服を乾かすため、途中の河原で盛大な

焚火をしました。彼は「俺は土木工学科だから、

ここで石を焼いて風呂を沸かせてみせる」と言

いだし、せっせと火に石をくべだしました。結

果は時間切れで、一畳ぐらいのプールが生温か

くなっただけでした力ヽ 皆で足を入れて彼の努

力を讃えました。

そのイよ 上越市出身の彼はスキーが得意で、

クラブの時代には、赤倉、池の平へ誘ってもら

い、パラレルターンを教えてもらいました。

また、卒業後も東京で何度か会い、彼が働い

ていた東京の地下鉄千代田線、福井の真名川ダ

ム、カリマンタンなどの工事現場の話を聞かせ

てもらったこともあります。

彼との記憶は、山そのものより、何気ない山

の生活や町での記憶の方が鮮明で、それぞれで

知った彼の人となリカヽ その後の私の人生にも

いい形で反映されているように思います。

私は、今年の 9月 26日 に、24年余を過ごした

東京から金沢へ戻ってきました。クラブの同期

で金沢在住は彼と興 業のみなので、転居の翌日

連絡をとろうと思った失先に、彼の言梓1をテレ

ビで知り、まったくの運命の悪戯に、完全に言

葉を失ってしまいました。
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少し日がたった先日、子供達を連れて四半世

紀ぶりに医王山に登りました。秋晴れに映える

紅葉の自禿山頂から、高二郎や大笠などの犀奥

から白山へ続 く稜線が見渡せました。

上で書いたことは、この総さかび上がった記

憶の一端です。まだ、彼とは山や町で出会える

ような気がしてなりませた

心からご冥福をお祈りいたします。

12期 田中 茂

齢

"の
大台に入り、

今までの人生を振り返る時期に、

大出(あえて同期のよしみで、呼び捨てを

許して下さい。)の訃報を聞いた時、

不慮の事故とはいえ、

我々の仲間の悲しい別れが

現実に起きているのだと

夢から醒めたような気持ちです。

精神的に余裕のない社会生活に追わな

便りのないの力玩気な証拠と、

なまくらを起こしていたのが梅やまれます。

振り返れ:よ ∞年前の友人との思い出は

人生の中でも、最も充実していた時期でした。

これからは、同期の仲間と、

墓前で大出を交えて昔話をしたり、

酒を酌み交わしたりし、

親交を深めていきたぃと思います。

十 き 大 出 君

12期 宮島 孝司

大出君、山中にて亡くなられるとは、さぞゃ

無念であったろう。若い子息を残して。

小西君、河辺君より、夜中にこの悲しい知ら
せを受けた時、驚き、一瞬信ずることができな

かった。その直後、30T前のことが脳裏に、昨
日のことのように鮮やかに浮かび上がってきま
した。

当時、彼の下宿にて、しばしば夜中frTM、の

部員と共に談話をしたり、飲みに行きました。

それがどんなにあの頃の私の心を和ませた力、

思うに、彼は人を、友人を集める何らかの資質

を持っていたのではない力、 それは彼の人徳だ

ったのではないでしょう力、彼と共に居る時、

又、さらにヽヽ のヽ部員と共にある時、当時の

私の不安 。孤独はどんなに癒されたこと力＼今

も決してそのことを忘れることはありません。

今となっては、彼と共に杯を重ねることもで

きなくなった。あまりにも悲しい !無念 !

けれども、キスリングを背負って歩く彼の姿

は私の脳裏に焼き付いている。私の心の中では

永遠に生きている。

最後に、奥様である棚 素 及び子息の皆様

には、慎んでお悔やみ申し上げます。一日も早

くこの悲しみを乗り越えられ、強くたくましく

生きて下さるようお願い申し上げます。

‐ ヽ こ ,`ご



故 大出 徹 氏を偲ぶ

11期 長岡 正利

10月 末の穏やかに晴れた 日曜 日の朝,大出様

(奥様)か ら,「 主人の遺品を整理 していたとこ

ろ…・」 との電話を戴 きま した。最初はどなた

が何のことかと判 らず,委細をお聴 きするのも

悪いようで,戸惑いつつの要領を得ない受け答

えとなつたものの,それが小生が初めて聞いた

言卜報でした。後 日,別 に伺ったところによれば ,

その lヶ 月前に,雄谷川水晶谷での墜落との由

で,享年50歳っ

考えてみれば,氏 とは卒業以来一度もお会い

してはいない。その後に歩まれた人生とその業

績について,あ るいは事故の新聞記事にあった

氏の渓流釣 りのことなどについても,小生は何

をも語ることはできません。

事故のことを知った半月ほどの後,11月 なか

ばに自山麓に向かつた折,遭難の地である雄谷

川の奥を望む地まで行つて来ま した。

晴れるでもなく降るでもなく,時に柔らかな

陽の差す晩秋の 日。やがて初雪を迎えるであろ

う山々はあくまでも静かで,暫 し件んでいるう

ち, 日前の,大笠山から西に続 く尾根を残雪期

に氏とともに辿つた 日々のことが次第に鮮かに

浮かんできました。

今はもう30年 ほども前のこと。その年は雪が

多く,蛇谷沿いでは至る所に残つている巨大な

底雪崩の堆雪 を乗 り越えて,今では

辿る人とてもないだろうが,尻高谷取水 口から

の岩尾根を苦労して直登。その翌 日は笈ヶ岳を

越えて,無雪期の笹原か らは想像できないよう

な,大笠山千丈平の波打つ大雪原っ天気はさほ

ど良くはなかつたものの,ち ょうど正面進かに

時折見え隠れ していた白山 )

この山歩きの最後は, 日前の,今 回の遭難地

の北側に連なる尾根を辿つて,左に見えている

中宮の衆落にようや くの思いでたどり着いたこ

と,そ の辺 りでは,出 作 りの畑の跡に,見事に
一面にカタクリの花が咲いていたこと。それが

夕方近 くなって,ょ ぅや くに書れ始めた空から

差 し始めた陽光の中でえもいわれぬ色に見えた
こと。つい数時間前までの薄墨色の残雪 と寒々

としたブナの幹,ヤ ッケから出た髪に次々と水
滴が結ばれていた冷たい濃霧の世界に較べて ,

何 と暖かく感 じられたことか。

30年近くの間,ま ったく思い起こすこともな
かつた風景の記憶。30年 前の雪の大笠山の上に
広が り始めた空の碧 さのことなど。書き始めれ
ば次々に記憶は甦 り来た り,今 も更に,つ い数
日前のことの如 くに思われます。

あれか ら,日 とともに氏の面影は忘れがたく,

とい うよりは却って,かっての氏の笑顔 と声の

記憶ともに,30年ほど前の自山麓での 日々が次
々と想い浮かんでくるが故に,敢えて拙文を寄
稿させていただきま した。

大 出 君
‐

熊
‐

岩 魚

0期 田村 昭夫

大出君の言卜報を村田泰恵さんから受けた。信

じられなかった。

死は突然訪れる。私は今年の盆に会津の山道

で子連れ熊に襲われた。峠で鉢合わせとなり、

突進してきた母熊に、咄嵯にマウンテンバイク

を楯にぶち当てた。彼女は谷に転げ落ち、私は

後も見ず逃げ帰ってきた。もしあの時、息子の

マウンテンバイクを引っ張っていなけれlよ 応
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戦する術もなく、私の命は終わっていたかもし

れない。

生死は紙一重である。大出君の死もそのよう

なアクシデントだったと思いたい。

大出君の葬儀に出てから三日後、倉谷の山小

屋酒場に出掛けた。皆力ヾ動 建設や道整備をや

っているのに、何もしないのは気がひけるので、

大出君が残していった釣り道具で、岩魚釣りに

でかけることにした。釣れる当てもなかったの

に、∞分もしない間に手応えがあり、15釧程の

岩魚が釣れてしまった。岩魚にとっては、まさ

にアクシデントだった。

館から小枝を差し込んで吊るした所、岩魚は

頭から血を流して苦しスノでいる。私は思わず、

「大出 !」 と叫んでしまった。そして三日前に

見た納棺前の大出君の顔を思い出して泣いた。

大出君は崖から落ちて、四時間意識があったと

いう。頭から血を流しながら、薄れゆく蔵哉の

中で、君は何を思っていたか。

君はいい奴だった。いい襲千監 神仏に好かれ

て早く逝くのだ。もうすぐ俺も行くから待って

いてく才L

■ 998秋
13期 鳳 予 隆義

台風 7号の爪跡はすさまじい。

その 1)駒帰から車で数分の箇所の道路が大

きくえぐり取らオ鉄 通行止めとなっている。土

砂は隣め寸k~萬部にコンクリート基叢勁寸丁って

あるので、それ以前からのものかもしれない。

その御蔭で車をここで乗り捨て、30年振りに

ダム手前の道を歩くことになる。舗装はしてあ

るので昔よりは歩き易い力ヽ 手にビニルパイプ

ー60-

「いつも同じ服では一」と

おめしかえで撮影に臨まれ

た教祖i為 戦果は骨酒に。

と罐ビールの袋を下t六 軽いとはいえ背中にそ

れなりの荷を背負ってのいつもより2時間長い

歩行は、睡眠不足の体に応えた。

さすがに舟田さんは日頃の鍛練の賜物に、全

員の食糧の入った重いザックを背負い、ペース

を崩すことなく歩いている。田村大先輩は少し

遅れ気味ながら、これまたいつものペースで悠

々と歩いておられる。私と大島君はというと、

この 4人の中では、外観上はともかく、かなり

きつそう。



その2)今日の天候は素晴らしい。久々の晴

天、秋晴れである。この天候に「鶏された」の

が大島君である。

せっかく持参した長靴をそのまま車内に残し、

スニーカーで軽決に出発となった。初めのうち

はそれでよかった。快調である。ところ力ヽ し

ばらくイテくうちに、り∪電は■変した。

山から本流へ流れ込む小さい沢という沢力ヽ

土石流で埋まり、行き場を失った水は道路上を

走り、水浸しなのである。御蔭でダムに着く項

には、彼のスニーカーの中はぐっしょりと濡れ

てしまった。

その後ダムを過ぎても状況は同じで、ガレ場

の切れ込みはさらに浸食をきわめていた。

その3)よ うやく吊り橋を渡り、ほっと一安

′帆 長かった歩きももう一嵐 旧倉谷部落に差

しかかり、途中アケビ、クリも大量に収穫し、

気持ちも軽く前進する。

ところ力ヽ 河原にさしかかった時、皆唖然と

した。毎年、秋の山小屋酒場は、ススキや背丈

の伸びた雑草の中を、ベルクハイムに向け最後

の街進 と相場が決まっていたものである。それ

がしかし、 1本の草もないのである。わずかに

残る茎は横倒しになって河原の砂に埋まり、ま

るで賽の河原の如く、砂と石だけのだだっ広い

空間に変貌していたのである。本流はいつもの

場所に川床高く流れている。そしてもう1ヘ

山際に沿ってあった水溜まリカヽ 立派に」ゞ llと

なって砂丘を横切っていた。あまりの変わり様

にキョロキョロと見廻しながら歩いていると、

ベルクハイムの登り口を通過しそうになった。

その4)ベルクハイムに到着。いつものこと

ながら、登りの階段を息を切らせながら足を運

び思うのは、水め油 ているだろう力、 というこ

とである。今回は、一予想通り、水は出ていな

かった。

荷物を下ろしてすぐ、私と大島君は工具を持

って水場の沢へ。そして、ここでも今日何度目

かの嗽

取水用のポリパイプは大きく下流へ流さ才k
折れ曲がっている。岩も流されて、沢のよどみ

力母曽えている。取水工事の時、あれ程苦労して

よどみ場を探し、ツルハシやスコップでよどみ

場を作ったのに、今ではどこでも取水できそう

だ。二人で以前取り付けたステンレスの取水カ

ゴを探した力ヽ 跡形もなくなっている。しっか

りと据え付け、上に石も乗せておいたのに。春

に調整して一夏を越した今の時期なら、再び半

分以上砂に埋もれているはずのあたりである。

それが跡形もなく、パイプからひきちぎられて

流されてしまっているのだった。

とりあえず応急処置をし、水が出るようには

した。来春はもう一度、水場の整理をしなけれ

ばならない。

その5)それでもしっかり便所の骨組は残っ

ていた。

これからは使所の話です。

●穴式水洗 トイレ KIWVバージョン
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今回の準備段階で最も困ったのは、便器の調

達でした。大島君から、いろいろ探したが希望

の便器がないとの連絡を受けたのは、数日前の

こと。陶器製ならいくらでもある力ヽ なにしろ

運搬が難しいのと、冬凍ったり、何かの拍子に

割れた場合に取り替えできないということで、

樹脂製のものという大前提があったのです。

ところ力ヽ 窮すれば通ず。彼が探してきた代

替品は、プラスチック製のプランターであった。

なるほど、形はよく似ているし、運搬にも支障

なかった。

その底に丸い穴を開け、配管の上に乗せて固

定する。春の酒場の時に運び上げておいた石や

砂力ヽ 本当に有り難かった。これがなければ二

人ではギブアップだったろう。

その時、河原の方から異様な叫び声が聞こえ

た。り‖へ椰 勺りに出ltlけた田村さんであったく

ひょっとしたらと思い、大声で呼んでみたが反

応なし。ま、いい力ゝ あの人のことだから、万

が一ダムまで流されても自力で帰ってくるだろ

うと作業を続ける。しばらくすると、にこにこ

しながら田村さんが手に岩魚を一匹ぶら下げて

帰ってきた。疑似針で岩魚を釣った嬉しさの余

り発した雄叫びだったらしい。心配して損した

思い。

作業国噴調に進み、便器の固定も終わり、水

洗用の給水配管にとりかかった頃、13期吉田君

と15期佐野君力涯ll■ した。吉田君へはダムから

道路状況を電話してあったため、覚悟済みで入

山してきたから力＼ 私のように疲れきった様子

はみえないようだ。それをいいことに、即作業

に加わってもらい、使所の仕上げ作業に入る。

配管を接続し、パルブ、カランを取り付け、モ

ルタルで表面をなで付ける。

しばらくすると薄1音 くなってきたので、今日

の作業を打ち切った。明朝私と大島君は用事で

早立ちするため、明日の作業を二人0こ伝達し、

終了とした。

その6)我々が作業をしている間、地渥 の中

で、掃除、片付けをしていた舟田さんの独壇場

である夕食b今回は松茸バージョンとかで、昼

がまず松茸炊込みご飯b夕食はそれ力蜘 飯に

変わり、松茸は土瓶蒸し風汁物で登場 丁度秋

祭なのだそうで、鰻巻、ぺろべろと祭料理も並

ぶ。それに、名古屋から参加の佐野君濁口工町

で仕入れてきてくれた秋刀魚が香ばしく焼きあ

あがり、ハマチは刺身となって盛りつけられて、

実に秋満喫の献立でありました。街でもこんな

豪華版にはなかなかお目にかかれない。いつも

13吉田 15佐野 13闘  13大島
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いろいろ気配りしてくれる舟田さんありがとう。

おっと、忘れていけないの力ヽ 雄叫びの撫

倉谷産岩魚の骨酒をまわし飲みなんて、これぞ

究極の秋の山小屋酒場ら田ネ寸先輩ありがとう。

話は当朱 一週間前に亡くなられた大出先輩の

思い出に終始したのでした。おりしも十四夜の

名月が冴え渡り、絶え間ない瀬音と、虫の音の

合奏。しみじみと語るにお、さわしい秋の夜であ

りました。十分堪能しつつも睡眠不足続きの体

は、いつのまにか眠りの幕をおろしていたので

ありました。

その7)翌朝t体は眠っていたいと訴えてい

る力ヽ 叱咤激励起き上lがり、さっそく便所の様

子を見に行く。まだコクリートは乾いていない

がそっと水を流してみる。うん、上々だ。これ

で安さして後を任せ下山できる。

朝食 (松茸入りおじや)のイム 残りの作業を

頼み、便所完成の姿を確認せずに下山.6時30

分J渥蒐

300ほど歩いた時、人の気配力ヽ b期の奥名

君と出会う。昨日入る予定力ヽ 奥さんの親成の

葬儀が入ってダメになり、それでも今華に日帰

りだけでもと出てきたらしい。 5時には通行上

/・ 〃λ /、

「

めの場所に着き、意を決して歩いてきたという。

よくもまあ一＼で日きぃ中をと思う。

その8)今回の小屋酒場は台風のお土産のハ

プニングもあったヵ、 いつもながら楽しい、心

身共にリフレッシュできたものでした。無理し

て空けた土曜一日 (何 しろ、二週間前の総会の

時も前日キャンセルせざるをえなかったくらい

の状態)。 あとで仕事に支障がでなければと思

いつつも、やっばり秋満喫のかけがえのない一

日だったと思えるのでありました。残念ながら、

光輝く使所の雄姿を見ることはできなかった力、

それは春の楽しみにとっておこう。

■
.Llitも、いつでも我ベルクハイムヘお越し下

さい。水回りも整い、自然いっぱいのリフレッ

シュゾーンです。

もちろん山小屋酒場にもご参加下さい。酒が

うまくなる程度の作業をやってもやらなくても

覗 更弦 1も職 ちも覗 フリーで、楽しく、ち

ょっと山グルメのヮンゲル酒場です。

その9)最後に先日山で急逝された12期大出

さんに心から御冥福をお祈り申し上げます。
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石
川
県
内
の
中
小
企
業
十
五

社
で
つ
く
る
異
業
種
交
流
グ
ル

ー
プ

「協
同
組
合
プ
ラ
ザ
は
つ

め
い
」

（代
表

・
森
岡
吉
男
日

拓
産
業
社
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、

パ
ク
テ
リ
ア
の
働
き
を
活
性
化

す
る
水
中
酵
素
を
使
い
、
汚
水

や
汚
物
を
分
解
、
処
理
す
る
移

動
式
の
ト
イ
レ

「
ス
イ
ト
ピ

ア
」
を
開
発
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク

の
荷
台
で
の
輸
送
が
で
き
る
た

め
、
建
築
工
事
現
場
や
キ
ャ
ン

プ
場
な
ど

へ
売
り
込
む
予
定

で
、
十
月
を
め
ど
に
二
百
万
円

前
後
の
価
格
で
の
商
品
化
を
目

指
し
て
い
る
。

浄
化
槽
や
下
水
処
理
設
備
を

必
要
と
し
な
い
の
が
特
徴
で
、

便
器
下
に
設
け
た
タ
ン
ク
の
水

の
中
に
、
高
温
好
気
菌
の
パ
ク

テ
リ
ア
と
水
中
酵
素
を
混
ぜ
て

や
る
こ
と
で
、
汚
水
や
汚
物
を

水
と
二
酸
化
炭
素
に
分
解
す
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
タ
ン

ク
内
に
は
、
ヒ
ー
タ
ー
も
設

け
、
常
に
水
温
を
三
五
度
前
後

に
保
て
る
よ
う
に
し
て
あ
る
ほ

か
、
エ
ア
ノ
ズ
ル
か
ら
酸
素
を

送
り
込
ん
で
お
り
、
酵
素
の
作

用
を
活
発
に
し
て
あ
る
。
ト
イ

レ

一
つ
当
た
り
で
、　
一
日
当
た

り
十
人
分
に
対
応
で
き
る
。

ス
イ
ト
ピ
ア
は
、
軽
量
鉄
骨

ラ
ー
メ
ン
構
造
で
、
重
さ
約
五

百
♂
。
横
三

。
四
厨
、
奥
行
き

一
・
七
七
済
、
高
さ
二
ｏ
五
七

済
の
大
き
さ
で
、
男
性
用
と
女

性
用
の
大
小
便
器
二
個
と
男
性

用
小
使
器

一
個
、
手
洗
い
器

一

セ
ッ
ト
で
構
成
。

今
後
は
、
臭
気

フ
ァ
ン
や
室

内
灯

へ
の
電
力
を
提
供
す
る
た

め

に
、
太
陽
電
池
を
活
用
し
た

省

エ
ネ

タ
イ
プ
や
便
器
が

一
つ

・

だ
け

つ
い
た
個
室

タ
イ
プ

の
商

一

品
開
発
も
検

討
し
て
い
る

。

『プラザはうめい」開発 碧畠2饉手

(田村教祖1劇慰Ю

北アなどでは既に使用され

ているようです。 トイレの

次は、水力発電にチャレン

ジという噂もあります。
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98秒 響 明 山 /J巳 西 場 だ 二kり

遅 くなり申し訳ありません。原稿やっと出来

ました。

11月 8日 に50kmハイクなる行事に参加 してま

いりました。昨年に続き2度目。卿 地方の

鳳来町から蒲郡市役所まで実質45kmを ただただ

歩 くだけの一日ではありました力ヽ 秋晴れの豊

川沿いの道は結構見るべき所も多かったので、

満足 しております。朝 9時から17時まで、ほぼ

休みなしの 8時間でした。

平成 10年 10月 4日 (土 )

～5日 (日 )

参加者 田村昭夫 (0期 ) 辰野隆義 (13期 )

大島良治 (13期 ) 吉田穂積 (13期 )

舟田節子 (15期 ) 奥名正啓 (15期 )

佐野哲雄 (15期 )

報告者  佐野 哲雄
・BHの「さんま」

味覚音痴なのか、ただ単に忘れてしまったの

か、何事も悪い思い出は思い出さないように馴

らしてしまったのかワンゲルでの食事でどうに

も食べられないというような思い出は浮かんで
こない。反対に美味しかった食物で真っ先に思
い出すのはBHでの「さんま」である。先代の

BHの最後のノ」ヽ屋 じまいの時だから25年も前
のことになる。その場にいたメンバー全員が感
激した様子は当時のベルクハイムに置いてあっ

たノー トに図解入 りで舟田さんが書かれていた

ように思います。その感激を差し入れてくれた
のは、奥名君。今回は日曜日の日帰りでの参加
でした。それ以来、あの感激をもう一度と機会
をうかがっていたのですが、やっと、条件がそ

ろったのでお返 しを実行にうつ したのですが、
如何がだったでしょうか ?

勿論、割烹「舟田」の献立は今回も素晴らしく
松茸丸ごと入りのお吸物、栗ご飯、等々。。

さらに、田村教祖が倉谷川で釣りあげた、いわ
なの骨酒も加わり、ぜいたくなほどのご馳走で

した。こんなご馳走を、僅かな労働奉仕でいた
だけるのですから (こ んなことを書くと事務局

長は困惑されるのではとは思いつつも)ヽ まだ

の人は是非一度、またの人はもう一度、小屋酒

場にご参加 ください。

・駒帰から300メ ー トル ?

土曜日の後発隊は、 7期の村田さん、 13期
吉田さんと、私の 3人の予定でした。先発隊か
ら吉田さんに入った連絡はショックなものでし
た。駒帰から300メ ー トル程先の地点で工事
中で車は通れないとのこと。ほとんど駒帰から
歩かねばいけないなんて !こ れを聞いて腰を痛
めていた村田さんは残念ながら参加を断念され
た。村田さんから調理パンを差し入れてもらっ
た 2人は、不安を抱きつつも、とにかくBHへ
むかったのでした。駒帰から300メ ー トルの
地点を通過 しても工事中の看板は見えず、「も
う工事は終わった」だの、「工事中でも何とか
通してくれるのでは」とか、都合の良いことば
かりを話していたら、発電所の少し上流付近で
通行止めになっており、先発の辰野さんの車も
駐車 してあり、そこからBHま で歩かねばなり
ません。工事現場の道路は山側に70～ 80c口残し

て4m× 8m位の大きさでえぐりとられており
、自転車がやっと通れるぐらいでした。たぶん
今夏の豪雨が原因なのでしょう。そのような状
態を見て先発の大島さんは中止を本気で考えら
れた様です。大島さんがおっしゃることは、本
気なのか、冗談なのかわからないことがよくあ
るのですが、私が遠くから参加するので仕方な
しに強行した、という内容の話を 3回 もしてく
れたのでしたから。 1時間半の歩行の予定が突
然倍以上になるのですから無理からぬこと、ま
してや資材の歩荷も加われば。それでも予定通
り実行されたのは、BHの魅力か、優しさから
か ?

工期は平成 10年 11月 末までの工事なので、
来年春の月ヽ屋酒場はダムから歩くだけで済みそ

うです。

・熟達者向け

高二郎の登山道整備も問題を含みつつも進ん
でいるようですが、思わぬ所で整備が必要な所
ができていました。この夏の豪雨と、台風が原
因とおもわれる自然のいたずらがいろいろなと
ころに残されていました。先のダムまでの工事
箇所もそのひとつですが、ダムから倉谷B.H
の間でも整備が必要と思われる箇所が数箇所出
来ており、このままでは、田村教祖曰くの「熟
達者向け」のルー トになりつつあります。特に
、ルー トがまるで雪渓のスノープリッジ状にな
っているところが 2カ所有り、夜間通過は避け
たほうが無難です。その他、小さな沢の付近で
の崩壊部分の整備、下草の刈り込み等は来春の

小屋酒場の作業テーマにしたい位です。倉谷や
高二郎を利用するワンゲル以外の人に、先を越
される前に、整備 しようではありませんか。そ
の時は数多 くのOBの参加をお願いします。
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・山小屋の トイ レ

今回のメイン作業は トイレの築造で、前回ま

でに資材の調達、荷揚げもほぼ終了 してお り、

便器本体の取付、給排水の配管の仕上げ、囲い

の建屋の築造を施工する予定で した。

便器本体は大島さんのアイデアで樹脂製のあ

るものを代用することになりました。まさにヒ

ット作です。便器の取付は予想以上に体力が必

要でした。便器を囲む部分の王石積み、セメン

ト用の砂、骨材運び、セメント練 り、きつい作

業が続いたが夕方には給排水のテス トまで出来

た。柱にクレオソー トを塗ったところで今回の

作業は終了。来春いよいよ堂々完成、乞うご期

待 !

さて、ここでクイズです。便器の代わりの樹脂

製のあるものとは、何でしょうか。正解者には、

BHへ 1泊 2日 の旅ご招待と、この便所の最初

の使用権をさしあげます。答をOB一言通信に
書いて応募下さい。当選者は来春の山月ヽ屋酒場
の際の案内にて発表いたします。 (辰野 山小
屋オヤジ殿、かってに決めました事後承認願い

ます。)

倉 谷 そ し て 一 ―

15期 舟田 節子

40周年の陰に隠れて、今回はにぎにぎしくと

はいかないな一の予想でした。恒夕rヒ してぃる

方ならともかく、「山小屋酒場もありますよ」

とお誘いを重ねてもね―。

ただ、現役の皆さんの方は 陪陸 あげてなら、

40周へ J渥作業と一気にやった方が人は集め

易い」と40周年の 3日後には倉谷入りをしてい

ました。台風 5号と遭遇しどえらい日にあった

ようです力ヽ 予定どおり頂上の伐開を終了した

との報告をうけました。

人夫の集まる見込みなとノ、かつ登山道修復は

一応の完遂をみたという訳で、秋の山小屋酒場

は小屋作業オンリー。記念行事の思い出を肴に

飲むか一辰野さんへ詰めの連絡をと思っていた

矢先、大出さんの事故がおこりました。

山小屋酒場の中止は考えませんでした。中止

してもそれはお悔やみになる訳ではないし、明

日があるといえないのは、誰も同じことだった

からです一誰も「どうする?」 とは言いません

でした。みんなそれなりに悟っていたのだと思

います。

8年献 上ヒ田井 (石田)さんが亡 くなった亀

同期会を今年は中止しようかと迷いました力ヽ

だからこそやろうと、増田さんが幹事で静岡で

開催されました。比田井さんは突然の死亡では

なく、何度か入退院を繰り返し、末期はまさに

命を亥1む闘病生活となりました。その為、何度

も見舞いに出向いたメ、足を向けなかった人と

同期の対応にも乱れが出てしまいました。私も

手紙ですませた,人です。健康な私力ヽ どんな

顔をして、どんな言葉を用意して、死出間近の

仲間に面会すればよいのか?怯んでしまい、多

忙を優先してしまいました。

そんなもやもやを残したままで会した同期会、

酔いが廻ってきた頃に爆発したのでした。おそ

らく、社会人になってからあんなとっ組み合い

をしたのは初めてではなかったでしょうか?も

つれあっている者も涙、止めにかかる者も涙で、

しまいには皆で泣いてしまいました。

何で死ぬんや !の怒り、哀しみ一カヽ だから

こそ、生きている時間を大切にしなけれιま か

けがえのない時間を生きなければ―に変わって

いきました。

あの時、子守専門になって、体中にみかんを

押し込まれていた横井さんまでいなくなって、

「華の15期 !」 の語尾がかすれるような寂しさ

かさ中をよぎります。気落ちした時、仕方がな

いとあきらめかけた時、彼等のことを思い出し、

何と無駒心に迷う自分と叱咤してしまいます。

山小屋だって、イテけるんだもの。やめる理由

なんてないサ !

10月 3日 CD
まぶしいような晴天:大島さんの車に便乗し

教祖様と私は小立野キャンパスヘ向かう。場違
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いなプランターを見つけ、はて奥様にガーデニ

ングのご趣味でもと思ったら、何とこれが便器

になるということでありました。 (私、これか

らプランターを見たら、下品に笑っちゃいそう

で心配です。)そこから辰野さんに電話したら、

まだご在宅で一つつじケ丘と、小立野は非常に

近いのだということも納得しました。

さて何度日かの倉谷行きです。何度目かにな

ると、こうして倉谷へ向かっているのも当然の

気がしてくるのがまた不思議です。

5年ちょっと前、馬周年実行委員会結成のた

め、地元にいる筈のOBに電話をかけまくりま

した。大島さんの所へも卒業以来初めての電話

をかけました。山のような戸惑いと、気恥ずか

しさと一でも、これがやれなかったら私はOB
と名乗る訳にはいかないと、鈴余年のプランク

を越えてかけました一そして、こうゃって再び

昔の先輩や仲間と倉谷を訪れる日が戻ってきま

した。夢みたい。夢みたいでありながら、今は

もう、このOB会をめぐる人の輪が人生からす

っぼり抜けることはとても考えられない。この

OB会にかけた時間を他に向けていたとしたら、

私はどんな人達と巡り逢えたというのだろう一。

エスティマが急停止する。前方の道路がない |

後ろを振り返れlよ うっそ―、寺津の発電所が

見えるではないか !しいて弁護すれ|ま 懸念が

なかった訳ではないんです。でも、大出さんの

事故にもめげず、やるんだ一の時に、つい、希

望的観測に情が走ってしまいました。確認の電

話 1オヽ かけるべきでありました。

澄み渡る青空、善男善女は覚悟を決めて歩い

たのでありました。背中には例の便器代わりの

プランター。思わずククッとなるのをこらえな

がらの道中は、くるみがコロコロ転がり、時と

してスキー場への道路のごとく路面を洗う水流

には、飛沫をあげつつの行軍でした。そしてや

っばり切れ込みでは「何時になったら吊橋がつ

くんじゃ」と悪態をついて、ダムに着きました。

.   ′: :|:

仕事量としては、ここで引き返してもいいくら
いでした力ヽ そこは我慢して、ダムの電話を借

りて後発の穂積さんを脅かし、さらに先障を続

行したのでありました。

ダム沿いの道は要補修箇所が何箇所も出現し

ていて、これなら永久に金沢市からの補助金が
いただけそうです。治山事業とはなるほど金蔓
になるものです。

しかし、BH下の大変貌は、そんな皮肉力毬、

っとぶほどでした。ますます草木が生い茂リー

程度の経年変化だったもの力ヽ 広々大テントサ

イトが出現していたのです。我がBHは、その

昔お寺が建っていた場所なのだそうです。 (B

H13号参照)だから、雪崩にも水害にも一応安

心とはいえるでしょう。

今回は総会後に加藤さん達が掃除して、次に

現役達が使っての後でした。それにしてもすで

にカメ|シから、ハチからの残骸力驚 がり、冬

近しを告げていました。私は妊婦になれても、

人夫には間に合いそうもなく、専ら年越しのお

掃除に専念しました。

無人のJヽ屋はなにより生き物達のオアシスに

なっておりますようで、まずl測儲動 お`着替え

あそばした跡が 2箇所ありましたし、ミイラか

ら、風化したボロポロからがあらゆる随間から

出てきて、かすかに「ギャー」とか「オエー」

とか洩らしながら、掃き、拭き清めました。今

時の朝シャンが当然の若者達に、小屋を好きに

なれというのは、やっばり無理なんだろうなと

思いました。じゃあ何故私は好きなんだろう。

好きといって一＼で来るほどには物好きにな
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れない。仲間との思い出があって、今も仲間が

いるから来れるんだ―そう、もう三度と来るこ

とはあるまいとここを後にした日もあります。

それがここにいるし、外では、大島さんと辰野

さんが授才みたいな掛け合いをしながら、プロ

ならではの配管に取り込んでいるのでした。雑

中のゴミを窓から払い落としながら、こんなシ

ーンの中にいるなんて、やっばり夢みたいと思

いました。

教祖様は一教祖様は釣り道具を手にして、

「釣れもせん′のだけど、まあ馬鹿なのがたまに

はおるからな」と岩魚釣りにでかけておられま

した。と、「○Oヶテエー」のかすかな叫び声。

「今、助けてえと問こえなかったか ?」 皆手を

止めて、下流側を覗き見れど―判明せず。皆そ

れなりに田村さんの 曜鵬麹 は判っているので、

まあ事故ではなかろうと作業を続けました。私

も、あの格調高い教祖様が「助けてえ」などと

いう俗語で締め括るとは思えず、もしそうだっ

たら、彼の美学にかけて「やり直し !」 と這い

上がってこられるはずだし一と思いつつもお姿

を拝見するまではちょっと心配でした。幸い教

祖様は戦果をぶら下げてお帰りで、感極まられ

て「オオイデエー」と絶叫されたものと判明し

ました。一昨へ 」渥 で教祖様力℃0日 の修行を

された折り、渓流釣りを嗜まれていた大出さん

は故郷のコシヒカリを差し入れられたり、岩魚

釣りを指南されたり、小屋を訪ねられての親交

があったのでした。葬儀の席では静かに涙をふ

くしかなかった教祖様にとって、ここ倉谷のせ

せらぎは思いを吐き出すメロディーとなったの

でしょう。

さて、明るさの残るうちに食事の用意を。と、

穂積さんと、はるばる岡崎からの佐野さんの登

場です。小屋って、こぅやって、次々メめ 曽ヽえ

てくるのが嬉しいです。もっと遅くなるかと思

ってたのに一そして、すぐlsJく の力ヽ これまた

すごいですね。

(さ て、辰野さん、佐野さんとは重複しないよ

うに書きます。でも、佐野さんのクイズについ

ては、他2名力ヽゴらしてしまってありますね)

秋刀魚―ただでさえ長くなった道中をよく運
んでいただぃたものです。ええ、ぁの時の秋刀

魚よっく覚えています。いろいろ落書き帳に図

解を書いたのも。奥名さんが買って、道端の雪

を冷却剤がわりに入れて、一緒に駒帰から歩き

ました。あの小屋じまい、みぞれの中で撮った

犀川ダムでの写真には高村さんも写っています。

一輪車の中で混ぜると、汚さず、移し替えの手間

いらず。人手なし、物なしだと冴えるオッム。
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こうやって思い切れば再現できることもあれlま

決して再現できないこともあるのがあ年の歳月
というもの。ともあれ、煙を気にせず焼いた

秋刀魚 ハマチの東1身 もカロわって、1ヒアルプス

でビフテキが食べられる時代に堂 渡々り合った

舞 メニューとなりました。

夜はずっと大出さんの思い出話に暮れました。

あの新 トレ事故後でピリピリしていた夏合宿に、

大出さんは、四年生として同じパーティーにご

参加でした。私達■年生の食当に加わり、にこ

にこ鍋持ちをしていて下さったことを覚えてい

ます。にっくき上級生に、食当の1年生がコバ

イケイソウを亥1んだ話も、その時間いたように

思います。明日に中秋の名月となる月は、山々

を皓々と照らしていました。使所もいいけれど、

こうやって一も、まあ。

下ネタヘ落ちたついでに一私、隠れ場所を探

したり露出したり、録 は損だと思ってまし

た。そう言ったら、宇野さん「女は誤魔化せる

けど、男はすぐどっちかばれてしもうやん」.

ヘーなるほど。発想違うなぁという発見以上に

男ってデリケートなんだと発見 いや、そんな

ことあらへん。あの養蚕小屋では、窓際から皆

済ませやがって一Ъバリバリの靴履いては外へ

出るのは恨めしかったもんだわよ一ああ、「養

57」涯劃 がキーヮードになる世代ってのも、限

られてるのよれ

日頃はちっとも思い出さないこと力ヽ 芋蔓を

たぐるように出てくる一それが山小屋です。

10月 4日 (日 )

「起きて下さい !ダムから歩かんなんのです

よ !」 山■颯 へ来ても女房役です。辰野さんも

大島さんも、休日なのにお仕事:山小屋からご

出勤なんて、これまた現役時代には考えられな

かったシビアな現実です。

「ダムのおっさんが送ってくれんかなあ」

σ ムと崩壊地点を往復の、職員用の車があっ

た)とブツプツ言いつつご出ム

そう言えtよ 四年の新 トレだっけ。松林さん

と私、月曜の授業に欠ける訳にはいかなくて、

二人早立ちしました。ダムで「運よく」パ トカ

ー (何の事件でいたのだろう)を見つけ、乗せ

てもらいました。「運よく」と思ったのは最初

だけ。街中に入り、パ トカーも非常時ではない

のだから、朝の渋滞に巻き込まれる。外からじ

っと注がれる好奇の視線の数々、ああ、何か囁

いている一顔もこわばり、だヽさくなってますま

す犯罪者風情になってしまった二人でした。あ

れから、救急車には三度乗りました力ヽ パ トカ

ーはあれっきりです。

さて、小屋の方はクレオソートを塗布したり、

セメントを補充したり。塗ハケがないないと探

し回ったあげく、枝の先に軍手を針金でくくり

つけて代用としました。「あれは確か―」と各

自の記憶をつなげて、それで出てきたり、迷宮

入りだったリーそれならこうしようと工夫して

うまいうまいと喝尖したり。この感覚は学生時

代というよりもっと昔、群れる友達がいて、何

もかもをヮイフイと遊びの材料にしたそんな頃

にむしろ似ています。

さて私は年に2回のご奉公、河原からの階段

を補修することにしました。」ヽ鍬でステップを

刻んで一要するに削っては下へ落としていくん

だから、流水で土が流されていくのと究極やっ

てることは変わらんなぁと汗を流していると、

駆け登ってくる足音。

わっ、奥名さん。金曜日の「ごめん。また一

つ葬式が入った」の電話で、今回は来れないと

思ってたのに。駒帰から日帰りになるじゃん。

OB会長を廻しただけでも、責任感じてるのに、

「 こんな無理して一次の会長の成手がいなくな

っちゃうよ !」 と悪態つきながら、でもとても

とても嬉しかった私

便所の方は、これ以上進めても雪の餌食にな

りそうでおしまいとし、ガヽ屋仕舞いに専念しま

した。

帰りの長い長い林道は、くるみ拾いの強欲お

ばさんに。屈んだら頭の方ヘザックがずり落ち
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15佐野 15奥名  13吉田 3田村

α5舟田は、せめて「映像」は控えます)

そうなのに、日前のくるみをヒョイと転がされ

たり…‐ンニャロ!童さに帰る一時。もう数時間

後には、お父さんお母さんで、名中1を持った社

会人なのにれ

皆の集めたくるみも全部もらって、来る時よ

り荷重く帰宅した節ちゃんでした。

お ま |ナ 秋 α)1ヨ 山

「やまざと」って、読むのは好きでも書くの

は一がメインの読者層らしいです。いろんな人

が書いてくれたら、私も筆を控えられるんです

が一。読んでいただけたら、多少は行間に重な

る思い出もあるんじゃないか ‐と、性懲りもな

くしたためます。

10月 10日 ∈L・ 祭日)

やっと晴マークが並んだ秋の一日。別当出合

へ向かう。今日ナカオの5名 は、「白山 (越前

)向  傷げ漸道の尾根の続き。市ノ瀬ま

での1日道)の復元状況を確かめに行くのである。

尚、正確にはナカオの4名プラス、大コブと称

して憚らない舟田氏 1名である。

(こ の大コブは時として、ワンゲルの同期会に

もついてきます。私としては、「ヮシモ族」「

濡れ落葉族」に思えなくもないんです力ヽ 「あ

んないい日那さんはおらん。節ちゃんは感謝せ

にゃいかん。」なんて説教する同期もいます。

ルセエ !日 頃立てて、立てて、立て尽 くしてい

る結果やねん。)

今日は下山予定側に一台置いていくつもりだ

った。ところ力ヽ 市ノ瀬でシャットアウト.夏

山みたいに誘導されて、「なんでぇ?」 と思っ

たら、すでに駐車場は満杯状態なのだった。そ

れも県外車がズラリ。

シャトルバスに押し込められても今浦島の心

地。あたしゃあ人 卜のナカオ山岳会、こちとら

の知らん間に取りつけ騒ぎでもおきたんかいな?

餓 、ある知人は室堂改築があるから今年の

うちにと慌てて、同日登っていたのだそう。)

別当出合も夏山と同じ醐 舟島 秋山って多少

は通の、静かな山が楽しめる世界だった。宇宙

まで続いていると実感できる澄んだ空、じっと

り濡れる草紅葉、時として走りぬける冬毛のオ
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コジョーこれらはもうちょい晩秋のシーンだけ

れど、静寂が何ともいえず琴線を震わせた。な

のに砂防新道は数珠つなぎ。自分も立派に中高

年で、喧曝の一員でありながら、自けた顔で観

光新道へ向かう私であった。

さて観光新道の方は、懸念の溝状の滑り易い

急坂に巻き道カサ曽え、岩止めも施されて、随分

歩き易くなっていた。汗ばむ陽気の青空には汚

物運搬のヘリが飛び交い、シーズンの終わりを

告げている。ああ興醒め。自然を愛すと言いな

がら自然の最大の脅威はノ八ヽ間なのだもの。

今日調査の箇所も、自然に帰ろうとしている

道に大義名分をつけて、復活しようとするもの。

砂防はオーバーュース.他の既存の道はアクセ

セス悪く、長く、禾]用 しきれていない。それぞ

れを未解決のまま、新しいことでなければ「仕

事」にならない、予算がつかないとばかりまた

自山力咳1ま れていくのは何か悲しい。山を歩け

ば、予算がついた年だけ大がかりにやって後は

ほったらかしの遊歩道になら山ほどおめにかか

る。藪に埋もれたベンチ、吸殻入才k棚―最初

から不用のものが、不用と判りきっていても設

置さ才鉄 不用のままにうずもれる。こんなばら

まき方しか山村の民が食べていく道はないのだ

ろうか?

観光新道の尾根に入る所、ここから下の尾根

続きが今日の仕事。通行不可と締め切ってあり、

その為ニメめヽ 免罪符の腕章を携帯している。

その本日の最高地点で大体上をしていると、何

と栂さん夫婦が上がってきた。山で知人にでく

わすのは嬉しい。というより、基本的にヮンゲ

ルの人には山で会いたい。どの山がどう、誰が

どこそこへ行ってね、なんて話を同じ風に吹か

れながらやっていられたら、それが最高だと思

う。

ともあれ、自山に関しては、毎度上馬さん 。

栂さんは行政側委員として加わっているし、民

間代表にはナカオの林代表が加わっている。つ

い最近もこの道を話題に合む会議に同時してお

り、この後にも、報告会の予定があったらしい。

私はただのおばさんなのに、山に関しては、双
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方からトップ1辞肋 もヾらえる、かなりおいしい

立場である。 (いえ、日地出版力＼ 昭文社かと

携帯する地図に気を遣うこともあります。)

道の方は大がかりにやってある箇所もあれば

一冬持つか疑間の所もあった。湿原らしき所、

このルートならではの位置による展望k尾根歩

き部分の気分の好さ一しかし、利用者は?今時

の登山者は、登山の世界に入りこみながら、軽

薄短少。いわゆる3K O看い、きつい、危陶

も、「きれい (7静わ 」「軽い」「健康的Jの

新 3Kへと変貌している。おばさま方を満足さ

せるよほどの付加f耐直がないと 何●山地点に料

理のおいしい秘湯がある、より後のアクセスが

便利など)、 遠回りして時間をかけて結局アク

セス変わらずのこのルートカ漣択 されると思え

ない。どうせ亥]むなら、藤喀満足、利用される

道でなければ―。

おっと本日は、そんなお薦めでの伝承の岩や

痕跡を探すのが目的だったらしい。幸い、岩屋

を見つけ、廃物薬釈の破壊の跡を確認した。道

がちょっと技別れのように見える度、林代表は

違拝の跡ではないかと確認しておいでた。この

根気とそして博学には毎帥 乱 泰澄大師にま

つわる調査の時も、図書館通いをされて、私達

はただ金魚の糞でお寺巡りに同伴しただけだっ

た。いつでも学べること、テーマを持って山を

続けることを教えてもらった。ヮンゲルは人が

交替していくことで続いている。社会人山岳会

はそんな交替がないことが長所の反自、急所に

もなる。ただ好きだけでは続かない。

最後の六万山の急階段も、自然に堪えるとは

思えなかった。高二郎の整備は効率よくないけ

れど、地形をよんだ踏跡が重なって路になる程

度で、それでいいのだと、機材を見上げて思っ

た。茸の少ない憔 さす力ヽ ここのルートでは

いくつかの発見はあったらしい。林代表は何か

と栂キノコ博士に尋ねておいでた力ヽ キノコヘ

の食気のない私はなおさら記憶回路が働かない。

林道を歩き辿りついた市ノ瀬では、さらに路

上駐車の列力ヾ 申びていた。その晩の室堂宿泊者

数は今年最高だったらしい。ハード面で、自山



には禄のダイヤモ

ンド計画の予算が

つき、建造ラッシ

ュといったところ。

これを愚挙としな

いために、もっと

もっとソフト面で

の知恵が待たれる

自山である。

JL腫コ 平成40年 (1998年)11月 6日  (金躍日)

南
竜
ケ
馬
場
ロ
ッ
ジ
が
完
成

ら
が
詰
め
る
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
、

休
憩
室
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
。
約

二
億
円
を
費
や
し
、
昨
年
度
か
ら

建
設
を
進
め
て
い
た
。

標
高
約
二
千
層
に
位
置
し
、
付

近
に
は
湿
地
性
の
高
山
植
物
や
ア

オ
モ
リ
ト
ド

マ
ツ
の
林
な
ど
多

彩
な

自
然
景
観
が
広
が

っ
て
い

る
。
　
　

　

　

・

曇

。

建
設
場
所
は
白
山
山
頂
に
つ
な

が
る
登
山
コ
ー
ス
の
入
り
口
に
あ

た
り
、
特
別
天
然
記
念
物
の
岩
間

噴
泉
塔
群
に
向
か
う
通
過
地
点
と

も
な

っ
て
い
る
。
県
は
登
山
者
層

が
限
ら
れ
て
い
た
自
山
北
部
の
雄

大
な
自
然
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
狙
い

で
既
に

一
帯
の
登
山
道
の
大
規
模

改
修
に
入
っ
て
お
り
、
休
憩
所
を

登
山
道
の
利
用
に
つ
な
げ
る
拠
点

と
し
て
活
用
す
る
考
え
で
あ
る
。

岩
間
温
泉
元
湯
か
ら
約
百
五
十

層
離
れ
た
露
天
ぶ
ろ
は
、
建
設
す

る
休
憩
所
か
ら
約
二
十
眉
の
距
離

に
あ
り
、
休
憩
所
を
更
衣
室
が
わ

ヽ

り
に
使
用
す
れ
ば
、
手
軽
に
大
自

然
の
中
で
入
浴
が
楽
し
め
る
こ
と

に
な
る
。
休
憩
所
は
太
陽
光
発
電

を
採
用
し
、
夜
間
照
明
に
も
利
用

さ
れ
る
。

石
川
県
が

「白
山
緑
の
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
計
画
」
の

一
環
で
自
山

・

南
竜
ケ
馬
場
地
区

（白
峰
村
）
に

整
備
し
て
い
た
休
憩

・
野
営
場
管

理
施
設

「南
竜
ケ
馬
場
セ
ン
ト
ラ

ル
ロ
ッ
ジ
」
が
こ
の
ほ
ど
、
完
成

し
た
。
来
年
七
月
ご
ろ
に
利
用
開

始
す
る
予
定
で
、
自
然
解
説
員
の

配
置
な
ど
自
然
体
験
基
地
と
し
て

の
機
能
を
充
実
さ
せ
る
。

ロ
ッ
ジ
は
鉄
骨
三
階
建
て
、
延ヽ

べ
床
面
積
約
三
百
三
十
平
方
屑
の

規
模
で
、
自
山
の
自
然
を
紹
介
す

る
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
自
然
解
説
員

す
る
見
通
し
と
な

っ
た
。
県
は
五

日
ま
で
に
、
同
温
泉

を
源
泉
と

す
る
露
天
ぶ
ろ
の
そ
ば
に
休
憩

室
や
ト

イ

レ
な
ど
を

備
え
た

「岩
間
休
憩
所
」
を

建
設
す
る

方
針
を
決
め
た
。
年
内
に

着
工

し
、
平
成
十

二
年
度
の
開
所
を

岩
間
温
泉
に
休
憩
所

森
昇
４
露
天
ぶ
ろ
の
そ
ば
に

翻
た
電
亀
ぽ
蘇
印
糀

置坤刹和臓縣認
矯
翻
融
一辱
縣
鮮
に新
鴛
凋

-71-



平成40年 (1998年)40月6E3 (火曜日)

少
雪
、夏
の
長
雨
原
因
か

白
山
で
唯

一
、
年
間
を
通
し
て
雪
が
解
け
な
い

「多
年
性
雪
渓
」
と
し
て
知

ら
れ
る
載
螺
ケ

池
の
万
年
雪
が
五
日
ま
で
に
、
ほ
ぼ
跡
形
も
な
く
消
え
て
い
る
の
が
石
川
県
内
の
登
山
愛
好
家

ら
に
よ

っ
て
確
認
さ
れ
た
。
越
前
の
高
僧
が
千
匹
の
毒
蛇
を
封
し
込
め
て
以
来
、
厚
い
雪
の
層

に
覆
わ
れ
続
け
て
い
る
と
の
伝
説
が
残
る
同
池
が
丞
画
全
体
を
人
目
に
さ
ら
す
の
は
極
め
て
珍

し
い
と
さ
れ
る
。
県
白
山
自
然
保
護
セ

ン
タ
ー
は
今
冬
の
記
録
的
な
少
雪
と
夏
の
星
間
が
原
因

と
み
て
お
り
、
納
ま
る
気
配
が
な
い
霊
峰
の
異
変
に
目
を
凝
ら
し
て
い
る
。

丞
山
を
静
か
に
た
た
え
る
様
が

複
数
の
登
山
愛
好
家
ら
に
よ
っ

て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
気
象
協

会
北
陸
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、

今
夏
の
自
山
は
当
初
の
水
不
足

の
心
配
と
は
裏
腹
に
、
七
、
八

月
を
通

し
て

一
昨
年
の
ほ
ぼ

千
蛇
ケ
池
　
標
高
約
二
、
六

Ｏ
Ｏ
ｒ
。
養
老
元

（七

一
七
）

年
に
自
山
を
開
山
し
た
と
伝
え

ら
れ
る
越
前
の
僧
泰
澄

（た
い

ち
ょ
う
）
大
師
が
、
登
山
者
に

危
害
を
加
え
て
い
た
千
匹
の
毒

蛇
を
諭
し
て
池
の
中
に
封
じ
込

め
た
と
の
伝
説
で
知
ら
れ
る
。

以
来
激
し
い
雪
が
降
り
続
き
、

夏
で
も
解
け
る
こ
と
の
な
い
万

年
雪
が
水
面
に
蓋
を
す
る
形
で

覆
い
、
万

一
雪
が
解
け
た
場
合
、

蛇
が
出
て
く
る
の
を
防
ぐ
た
め

池
を
見
下
ろ
す
よ
う
に
そ
び
え

る
溶
岩
の
塊

「御
宝
庫

（お
た

か
ら
こ
）
」
が
崩
れ
落
ち
る
と

二
〓

れ

る
。臨秋

一

る
．，■

月
二
日
に
百
七
日
目
の
自

山
登
山
を
終
え
た
川
北
町
橘
、

稲
森
喜
八
郎
さ
ん
↑
９
は

「千

剛虫

一

万 年 雷 が 解 ず、 水 面 が |

現 れ た 3日 の 千 蛇 ケ 池
|

(写真はいずれも稲森
|

喜八郎さん提供)  ▼

一 面 雷 に覆 わ れ た 昨年 10月 上 旬 の 千 蛇 ケ 池

:´ft
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尾鋼 平成10年 (1998年)11月 1日  (日曜日)

白
山
の

「多
年
性
雪
渓
」
と
し
て
知
ら
れ

、
三
十
五
年
ぶ
り
に
万
年
雪
が
消
滅
し
た
白
山
千
蛇
ケ
池
の
中
や
周
辺
の
岩
石
の
下
に
は
大
量
の
雪

氷
が
実
在
し
て
い
る
こ
と
が
、
加
賀
市
の
中
谷
宇
吉
郎
雪
の
科
学
館
、
神
田
健
三
館
長
と
福
井
大
の
伊
藤
文
建
技
官
の
二
十

一
日
ま
で
の
調
査
で

確
認
さ
れ
た
。
岩
石
の
下
に
氷
が
存
在
す
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
も
予
測
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
確
認
さ
れ
た
の
は
今
回
が
初
め
て
。

池
の
中
に
作
ら
れ
た
米
の
峡
谷
は
全
国
的
に
も
報
告
例
が
な
く
、
長
く
雪
に
開
ざ
さ
れ
て
い
た
ベ
ー
ル
が
取
り
除
か
れ
、
千
蛇
ケ
池
の
素
顔
が
明

ら
か
に
な

っ
た
。

'■1:ざ撻

鑽
動
か
諄
全
国

で
報
告
例
な
し

神
田
健
三
館
長
と
伊
藤
文
雄

技
官
の
二
人
は
十
月
六
日
付
の

北
國
新
聞
一∫
十
蛇
ケ
池
の
万
年

千
蛇
ケ
池
内
に
大
量
に
残

一

る
雪
氷
を
調
査
す
る
伊
藤

一

技
官
　
＝
白
山
千
蛇
ケ
池

一

万年 雪が解けた 自山・ 千蛇ケ池の全景

=10月 12日 (金沢市 常盤 町の荒木哲男 さん提

供 )

分
析
で
過
去
の
情
報
も

成
瀬
廉

二
北
大
低
温
科
学
研

究
所
助
教
授
　
雪
是
除
″小
さ
く

な
り
、
融
雪
水
が
流
れ

込
ん
だ

ま
ま

の
状
態

が
保
た
れ

て
い
る

と

い
う

こ
と

も

予
測

さ

れ

る

が

、
ど
う
い
う
状
況
で
そ
う
な

っ
た

の
か
興
味
深
い
し
、
そ
の

水
を
サ
ン
プ
ル
し
て
分
析
す
れ

ば
、
過
去
の
情
報
が
得
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。

こ
ろ
で
約
九
眉
で
、
そ
の
大
部

分
が
氷
で
覆
わ
れ

、
所

々
穴
が

空

い
た
よ
う
な

形
に
な

っ
て
い

た
。
神

田
館
長
に
よ
る

と
、
表

面

の
穴
は
水

の
対
流
に
よ

っ
て

で
き
た
可
能
性
が
大
去
ヽ
く
、
池

の
内
部
は
氷

の
厚
い
部
分
と
薄

い
部
分

に
分
か
れ
て
い
た

。
水

面

の
色

の
変

化

も

さ

ま
ざ
ま

で
、
内
部
は
氷

の
峡
谷

の
よ
う

に
な

っ
て
い
た
と
い
う
。

ま
た
、
池
の
水
際
部
分
は
岩

や
石
で
覆
わ
れ
て
い
た
が
、
す

ぐ
そ
ば
の
上
砂
の
下
に
、
約
七

十
つ
ほ
ど
の
高
さ
で
水
平
に
え

ぐ
ら
れ
た
氷
の
層
が
見
つ
か

っ

た
一
こ
の
ほ
か
、
池
の
中
の
土

砂
の
下
に
も
氷
が
あ
る
こ
と
が

分
か

っ
た
。
神
田
館
長
に
よ
る

と
、
池
周
辺
で
は
土
砂
と
氷
が

何
層
に
も
わ
た

っ
て
積
み
重
な

っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
池

の
生
い
立
ち
を
知
る
上
で
も
興

味
深
い
と
し
て
い
る
。

昭
和
四
十
三
年
か
ら
千
蛇
ケ

池
の
調
査
を
続
け
て
い
る
伊
藤

交
誕
技
官
に
よ
る
と
、
同
池
は

二
十
八
年
に
も
今
回
と
同
様
に

万
年
雪
が
消
滅
し
た
と
し
て
お

り
、　
Ｆ
Ｔ

りヽ
も
軽
い
氷
が
水

中
で
峡
谷
の
よ
う
に
存
在
す
る

の
は
日
本
で
も
千
蛇
ケ
池
だ

け
。
今
回
の
調
査
で
三
十
八
年

の
資
料
か
ら
は
分
か
ら
な
か

っ

た
部
分
が
解
明
さ
れ
た
」
と
し

て
い
る
。
　

・

-73-

白 山



<オ 毒 宅 び >
ワインシュタイン氏の世紀の大論文に関しま

して、編集子の手違い、並びに無学により、最

後の1ページを抜かして9号に掲載してしまい

ました。ここに深くお詫び申し上げます。

どこからも「これでは論文が完結していない

のでは?」 のお問い合わせはございませんでし
た。ワンゲル関係者から、しかるべき賞への1性

薦はやや望み薄かとも思われます力ヽ 大発見の

言合効 ヽ 机の奥隅に忘れさられた不遇の天才達
の逸話は数知れ丸 これにて完結致しますので、
どうかご高覧のほど、お願い申し上げます。

Weight of Super String
-44

m=h,/i=IO I
m:mass of super string

U/eight. of original universe

M=/ hde=2x10'59
M:mass of original unj-verse

Number of super strings ln
14/m=ZYLO+3

Th軒涎:計
h:P■ anck cnnstantl■ぼ.cmi sイ

|        :gravity cOnstant 6.7X■ O cm g‐
′
s~2

c:velocity Of ■ight 3x■ d° cm.s‐
1

origina■  universe are M/m。

Elergy Of Origina■  un■verse ■s

E=M二1,8Xld讐・cm2 s‐ 2

Temperature of Origina■  universe is
T=EN/R=4,う x■♂

′
KI

N;weinStein c6nstant 2X■ ♂
3m。

■
‐

l

R:Gas constant 8,3xlo7g.cm・
s‐lKl■o■

‐1

げ :

Einstein3ヽ energy_equation_, 工=mc,41ras_■ nduced approx■ma:te■ y
from princ=ple_9f_rel,tivity,,Iと Weinstei■ Obt■ined easi■ v
this equation from M■ nkowski formu■ a and dimens■ Ona■
constitution.
_ズ プゝ年ノ

=″==‐
‐r二。MinkOwskiャ formu■a

錦 ―̈r‐ 一――‐ω

ヨIVI毒つ_・ ――……(B)

substitute.(A)to(3),that_is_E=mcl
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甦 れ !圭推 論 ■

自称 0期  田村 昭夫

明治初期の日本は、外国人にとって桃源郷に

見えたらしい。

山紫水明のこの邦は、平野も山地も美しい水

田が拡がり、人々は勤勉に働き、貧しいながら

も平和に暮らしていた。

西欧の科学文明力ヽ このやさしい穏やかな国

を荒々しく破壊してしまった。ラフカデイオ・

ハーンの愛した日本は、またたくまに醜く変わ

ってしまった。

その責任は、西欧の科学技術にあるのではな

く、それを国策として取り入れた我国にある。

科学とは、自然の謎を解くことであり、技術と

は、人間の欲望達成の手段である。私達は、効

率と便利さばかり追求した繰 平和で美しい

国を、かくも醜悪で危険な国にした。

戦後この国は、商工農士の逆曝締 1になり、

士は社会から葬り去られ、代わって商が猛威を

奮って、この国を堕落させた。

…

による日本は自滅したのだから、

新しい社会制度の構築が急がれる。それには、

士農工商の封建社会に戻すのがよかろう。

士は、志の高い少数の指導者であって、断じ

て政治濠k役人ではない。そして農業就労人口

をもっと増やし、非生産的不労所得階層である

保険・金融 。証券の商業人口を激減さす。

楽して設けることしか考えない効率優先の社

会から、動労を喜びとする社会に戻すこと。そ

うすれlま 桃源郷が再びこの国に甦るだろう。

景気など回復しなくてよい。

<年金制度>厚生年金や共済年金を廃止して、

国民基礎年金‐本建にすべし。一＼の生活費と

して、月 3万円もあれば充分である。

く土地>土地そのものの資産価値はゼロである。

土地を如何に利用し、生産性を上げるかで不動

産の資産価値が決まる。従って土地は全て、公

有にすべきものである。

日本のエライ経済学者達は、こんな簡単なこ

ともわからない。

一 度 大 達  と 綻 我 か る 景 で つ な 0な
。 は き 雄  思 す 国 な

°
気 取 て ゴ そ 日

四 一 さ 教  う る の 社 縄 回 り い |の 々
1.…里.I.三.■.… 2..1.2.■理.呈 ..2.11.1..2..1..1

ち蹄， はにた萌粕引
′九，一２
日間国

Ｃ
中
フ
さ
シ
ス
潟
米

θ
ノ

メ

十
％
が
国
内
に
ゴ
ミ
と
し
　

，く，
／

ｄ議静部な“しヽコ（セユ
↓́
餃割堺

れ
を
再
利
用
し
な

い
法
は
　
る
。
我
が
国
が
輸
出
で
き

な
い
。
大
平
洋
戦
争
で
は
　
る

の
は
人
材

だ

け

で

あ

四
年
間
も
資
源
な
し
で
Ｌ
　
る
。
競
争
社
会
で
揉
ま
れ

界
を
相
手
に
関

っ
た

の
だ
　
た
日
本
人
は
世
界
中
何
処

に
満
ち
溢
れ
て
い
る
。　
Ｉ

螂簾れ「篠一燎酎か
ｆ一
」ｎ陶一

か

ら
少

な

く

と

も

こ
れ

か

ら

百
年

間

は

外

国

か

ら

の

輸

入

な

し

で
や

っ
て

行

け

田村昭夫 (61)

で
も

有

能

な

人

材

た

り

得

る

。

日
本

人

は

国

内

に

居

る
限

り

そ

の
能

力

を

発

揮

で
き

な

い
。

こ

の
国

で

は

位

人

臣

を
極

め

た

人

間

は

凡

人

の
代

表

格

ば

か

り

。

小

渕

総

理

や

宮

沢

大

蔵

大

臣

を

見

れ

ば

わ

か

る

。

古

来

真

の
人
材

は

常

に

草

葬

に
あ

り
。
我

国

が

豊

か

だ

っ
た

の
は
縄

文

中

期

だ

っ

た

と

云

う
。

そ

の
時

の

人

口
は
多

く

見

積

も

っ
て

も

五
十

万

人
。

現

在

の

一
億

二
千

万

人

の
人

間

を

百

年

程

か
け

て
外

国

に

輸

出

す

れ

ば

残

っ
た

五
十

万

人

は

聯
め

計
錦
絶
却
け
膨
キ
ソ

んだこ通信
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橋

本

内

閣

は
火

だ

る

ま

に
な

っ
て
消

え
去

っ
た

。

「
行

政

改

革

を

火

だ

る

ま

に
な

っ
て
や

る
。

」

と

国

民

に
宣

言

し

た
手

前

、

改

革

が

出

来

な

か

っ
た

の

だ

か
ら

国

民

は

総

理

を

焼

き

殺

し

た

訳

で

あ

る
。

か

く

な

る

上

は
速

か

に

国

民

投

票

で
大

統

領

を
選

出

す

べ

し

。

吾

こ
そ

は

大

統

領

と

な

っ
て
国

難

に
当

ら

ん

と

す

る

も

の

は

名

乗

り

出

よ
。
大

統

領

に
な

る

に

は

政

治

の
ド
素

人
が

良

い

と

思

う
。

そ

し

て
通

訳

な

し

で
外

国

首

脳

と
討

論

や

談

笑

の
出

来

る

人

間

で

あ

る

こ
と

。

さ

ら

に
国

民

の

為

な

ら
命

も

い
ら

な

い

と

覚

悟

し

た

人

間

で

あ

る

こ

と

。
強

力

な
指

導

力

を

持

っ
た

真

の

エ
リ

ー

ト

を

国

民

は

求

め

て

い
る
。

薩

長

の
作

っ
た

こ

の
国

は

い

ま

や

断

末

魔

の

状

態

に

あ

る
。

戊

辰

百

三
十

年

。

歴

史

は

形

を

変

え

て

繰

返

す

。
会

津

か

ら
大

統

領

を

出

し

、
国

と

地

元

会

津

の

改

革

を

同

時

進

行

で

行

う
。
識

者

達

が

今

ま

で

に

書

い
た

り

述

べ

た

り

し

た

も

の
を
参

考

に
し

て

、

改

革

プ

ロ
グ

ラ

ム

を

作

成

し

、
勇

気

を

も

っ
て

行

動

を

起

こ
す

時

で

あ

る

。

時

は
熟

せ

り
。

但

し

、

た

だ

制

度

を
弄

く

る

だ

け

で

は

駄

目

で

あ

る
。

皆

の
意

識

の
改

革

こ
そ

が

必

要

な

の

だ
。
大

統

領

候

補

者

と

し

て
私
は
名
乗
り
あ
げ
る
。

皆
さ
ん
も
ん
乗
り
出
て
欲

し
い
。

「
き
け
、
わ
だ
つ
み
の
こ

えヽ
」俺

達
が
戦
争

で
死

ん
だ

の
は
何

の
為
だ

っ
た

か
。

断
じ
て
貴
様
達

に

こ
ん
な

堕
落

し
た

日
本

を
作

ら
す

為

に

死

ん

だ

の

で

は

な

い
。

こ
れ

で
は
あ

ま

り

に

も
俺
達
が
惨
め
だ
。

貴
様

達
は
戦
後
十
年
間

は

良
く

や

っ
た
。
し
か
し
昭

和

三

十
年

か
ら
今
ま

で
や

っ
て

き
た

こ
と
は

一
体

全

体

な

ん
だ
。
責
様
達

の
や

っ
た

こ
と
は

コ
ン
ク
リ

ー

ト
で

道

や
ビ

ル
を
造
り
、

排
気

ガ

ス
を
撤
き
散
ら

し

た

こ

と
だ
け
で
は
な

い
か
。

も

っ
と
分
相
応
な
生

き

方
が

出
来
な
か

っ
た

の
か
。
今

そ

の

ツ
ケ
が

回

っ
て

き

日本戦没 学生の手記
た
。
貴
様
達
が
減
び

る

の

は
勝
手
だ
。
し
か
し
何

の

罪
も
な
い
動
植
物

を
道
づ

れ
に
す
る
こ
と
は
許

せ
な

い
。
戦
後
生
き
残

っ
た
五

十
三
歳
以
上
の
奴
等

よ
、

責
様
達
は

こ
の
国

を
元
通

り
に
復
元
し
て
か
ら
死

ね

―
　

山
や
田
畑
を
五
十
年

前
に
も
ど
せ
！
　

コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
建
物
や
道

路

を

′′″
官J](1」 |:L磋 夫 (61:

長
谷
川
信

（
享
年

８
才

）

昭
和
二
十
年
四
月
十

二

日
、
武
陽
特
別
攻

撃

隊
員

と
し
て
与
那
国
島

北
方
洋

上
戦
死
、
会
津
若

松
市

上

町

一
―

二
四
出
身

ぶ
ち
壊
し
、
自
動
車

を

一

掃
し
て
か
ら
死
ね
！
　

そ

し
て

「
政
治

浮
」

「
木

っ

端
役

人

」

「
土

建

屋

」

「
金
貸

し
」

は
地
獄

に
落

ち
ろ
！
　

俺
達
わ
だ

つ
み

は
責
様
等
人
間

の
ク
ズ

を

徹

底

的

に

イ

ジ

メ

て

や

る
。

「
弱
き
も

の
、
哀
れ

な
る
も

の
、
汝

の
名

は

人

類
、
堕
落
し
た
猿
」

＊
　
　
　
　
＊

俺

は

結

局

鳳

々
と

生

き
、
風

々
と
死
め

こ
と
だ

ろ
う
。
だ
が
た

っ
た

一
つ

出
来
る
。
涙
を
流

し

て
祈

る
事
だ
。
そ
れ
が
国
泰

か

れ
か
、
親
安
か
れ

か
知
ら

な

い
。

祈

る

こ
と

な

の

だ
。

（
猪
苗
代

湖
十

六
橘

長
谷
川
信
碑
よ
り
）

津から初代大統領を
|'だ、アオノ

が)ヽ夕o41矢 田村 昭夫 (61)

(′
ス

(税ち

-76-
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田村 昭夫(62)

太
平
洋
戦
争

の
末

期

と

現
在

の
日
本
は
全

く

同
じ

で
あ
る
。
自
ら
が
完

全

に

破
綻
し
て
い
る

こ
と

を

知

っ
て
い
る
散
に
情
報

の
開

示
を
必
死
に
な

っ
て
拒

む

銀
行
を
公
的
資
金

で
助

け

よ

う

と

す

る

政

府

の

姿

は
、
太
平
洋
戦
争
末

期

に

敗
戦
色

の
濃
厚
な
大

本

営

が
嘘
情
報
で
国
民

を

欺

く

わ
蟹

表

翠

北

湛

論
家
等
、
世
間

で
は

頭

が

良
い
と
思
わ
れ

て

い
る

人

種

に
限

っ
て
簡
単
な

こ
と

を
わ
ざ
と
屁
理
屈

を
握

ね

く
り
ま
わ
し
、
複

雑

に
見

せ
て
い
る
。
こ
れ
は
あ
ら

ゆ
る
分
野

の
専
門
家

と
称

す

る
輩

の
常
套
手
段
と

云

っ
て
よ
い
。
　

　

　

　

金

融
組
織

が
と

っ
く

に
崩
壊

し
て
い
る

こ
と
が
誰

の
目

に
も
明
ら
か
な

の
に
善
良

な
借
り
手
保
護

の
為
に
公

的
資
金
を
使

っ
て
大
銀
行

を
救
済
す

る
な
ど

と
訳

の

わ

か
ら
な
い

こ
と

を

云

う

ポ
ケ
大
蔵
大

臣
が

辱

る
。

日
本
長
期
信
用

銀

行

な
ど

潰

せ
ば
良

い
。
潰

れ

て
得

す

る

の
は

借

り

手

だ

か

ら
。
破
た
ん
し
た

日
本
は

丸
ご
と
国
連

に
引

き
取

っ

て
も
ら
い
、
愚
か
者

の
日

本
人
達
を
労
務
者

と
し

て

世
界

市

場

に
売

り

出

せ

ば
、
二
十

一
世
紀

の
奴
隷

産
出
国
と
し
て
、
こ
の
国

は
今
後
と
も
繁
栄
す

る
だ

ろ
う
。
折
し
も

の
水
害

で

あ
る
。
日
本
国
民

総
動
員

で
、
国
上
の
復

旧
作
業

に

あ
た
り
、
日
本
人

の
働
き

ぶ
り
を
世
界

に
宣

伝
す

る

又
と
な
い
機
会

で
あ
る
。

ぺんだこ通

「
質
草
が
高
く
売

ん

に

ェ

か
ら
助
け
て
く
ん

つ

ェ
」

と
質
屋
の
お
や
じ
が
村
長

に
泣
き

つ
い
た
。
人

の
い

い
村
長
は

「
質
屋

を
助
け

ん
な
ん
ね
べ
」
と
集
め
た

年
貢
か
ら
都
合

つ
け
る
そ

う
だ
。
そ
れ
を
指
く

わ
え

て
ポ
ー

ッ
と
見
て
い
る
村

び
と
た
ち
。
オ
ラ

こ
ん
な

村
い
や
だ
。
外
国

サ
出

て

ベ
コ
飼
う
だ
。
吉

幾

三
で

な
く
て
も
こ
ん
な
気

に
な

る
。
愚
者
、
地
震
、

水
害

ば
か
り
の
つ
ま
ら
な

い
．日

本
村
か
ら
逃
げ
出

し

て
、

広
い
世
界
に
出
て
、
思

い

っ
き
り
自
分

の
能

力

を
発

(んだこ通|

揮
し
て
み
た
い
。

こ
ん
な
　
れ
な
い
人
に
は
良

い
仕

事

自
分
で
も
何
か
世
界

の
人
　
が
あ
る
。
村
中

に
散

乱

じ

達

に
役
立

つ
こ
と
が
出
来
　
て
い
る
廃
品
回
収

や

ゴ

ミ

分
別

を

や

っ
て

は

ど

う

か
。

コ
ス
ト
が
高

く

つ
い

て
も
か
ま
わ
な

い
。

年
金

を
も
ら

っ
て
、
食

っ
ち

ゃ

寝
し
て
い
る
輩

（
や

か
ら

）

を

只

で

こ
き

使

え

ば

良

い
。
彼
等
も
生
き

甲

斐

を

求
め
て
い
る
は
ず
だ

。

人

間
と
は
本
来
そ

の
様

な

も

の
だ
と
思
う
。
自

分

が

こ

の
世
に
生
き

て
い
る

こ
と

が
何
ら
か
の
意
味

で

人

に

役
立

っ
て
い
る
と

い

う
自

覚
が
生
き
る
力
を
与

え

て

く
れ
る
。
自
分
は
社

会

に

な
に
も
貢
献
出
来

な

い
単

な
る
お
荷
物

で
あ

る

と
悟

っ
た
人
は
ど
う
か

砒
素

で

も
飲
ん
で
死
ん
で
も

ら

い

た
い
。
人
間
は
誇

り

を
失

っ
た

ら

お

し

ま

い

で

あ

る
。

て
げ″`3る

は
ず
だ
。
例
え
ば
地
雷

の
撤
去
作
業
な
ど
。

凸
本

村
が
気
に
入

っ
て
離
れ
ら

外国サいっ
魔ミ多Jイ散、 ベコ飼うべ

会津若松市 田 オ寸 昭 ス:(62)

-77-

/              Jヒ
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Nur wer die Sehnsucht kennt,
weib w.as ich leide

ゲーテの「ウィルヘルム・マイスターの修行
鴨 の中にある、ミニヨンが歌う短い詩の冒
頭の一節である。

学生の頃kこ の言葉をしかめつらしく「咆
憧れを知る者のみ、わが悩み知らめ」なんて訳
して有り難がってぃた。ぁとで、小娘ミニヨン

が自分の故郷を懐かしんだだけの歌だと知って、
がっかりした。何か深い、哲学的意味がある様
に思っていたヵヽ I罫日はたいしたものじゃない。
思い込みについて言えは かつて、泰澄大師

の開いた道t越前平泉寺を経ての自山山行を試
みた折り、平泉寺の住職平泉澄氏に、古来の修
験者の歩いた道の様子を尋ねたことがぁる。住

職は私の申し出にいたく心を動かされたらしく、

親切に道を教えて下さった。そして曰く、「人
の歩いた道と云うものは、千年たとうヵ、二千

年たとうヵ、 決して無くならないものです。」

深く感銘してたどってぃたら、道はやな 藪に

なってしまった。落語の「 こんにゃく問答」で

はない力、 思しWいヾ考え過ぎは効 でぁる。

考えてみれ|よ 異憔 数 職場、その他に

対する失望は、自分勝手な思い込みにも責があ

るのであろう。思い込みが過ぎて失望する。そ

れを繰り返すのが人生と云うものかもしれない。

日思い込み」特集号など、「ゃまざと」でもや

ってみては如何。

わ

か
り
ま

せ
ん
。

読
者

の

　

す

る
費
用
や
、
プ

リ

ッ
ジ

皆

さ
ん

の
中

で
、
も

し

お

　

バ

ン
ク

（
つ
な
ぎ

銀
行

）

わ

か
り

の
方
が

い
ら

っ
し

　

設

立

の
出

資

金

に

充

て

ゃ
い
ま
し
た
ら
教

え

て
下

　

る
。
健
全
な
借
り

手

に
融

さ

い
。
お
経
と
同

じ

で

わ

　

資

を
継
続
し
た
り
、

不

良

か
ら
な

い
か
ら
あ

り
が

た

　

債
権

を
時
価

で
買

い
取

る

い

の
で
、
わ

か

っ
た
ら

た

　

資
金

に
も
な
る
。

し
か
し
逆

の
場

合
は
損
　
来

の
三
十

兆
円
枠

の
二
借

失
が
出
る
。
資
本

注

入
し
　
②

国

内

総

生

産

（
Ｇ

Ｄ

た

銀

行

が

破

た

ん

し

た
　

Ｐ

）
比

一
二
％

で
海
外

で

り
、
融
資
が
焦
げ
付

い
た
　

の
最
大
規
模
だ

っ
た

一
〇

り
す
る
場
合
で
、

そ
う
な
　
％
を
上
回
る
③

ド

ル
換
算

れ
ば
税
金

で
穴
埋

め
す

る
　
で
五
千
億
ド

ル
規
模
と

な

必
要
が
あ

る
。
　

　

　

　

　

り
海
外

へ
の
強

い
メ

ッ
セ

先
日
東
邦
銀
行

へ
い

っ
　
　
い
し
た
こ
と
で
な

い
の
か

　

　

金
融
機
能
早
期
健
全
化

　

　

従
来
あ
る
十
七
兆
円
の
　
―
ジ

に
な

る

Ｉ
Ｉ

な

ど

て
年
金
を
受
け
と

っ
て
き

　

も
し
れ
ま
せ
ん
が
。
　
　
　
　
勘
定
は
二
十
五
兆
円
。
破

　

特
例
業
務
勘
定
は
、
破
た
　
だ
。

ま
し
た
。
銀
行
で
は
ド
ラ
　
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
　
た
ん
前
の
金
融
機
関
に
資

　

ん
処
理
す
る
と
き

に
債
務
　
　
資
本
注
入
の
た
め
の
二

焼
き

一
個
を
お
ま
け
に
く
　
　
（
日
経

・
十
月
十
七
日
付
）
　

本
注
入
す
る
た
め
、
普
通

　

超
過
分
の
穴
埋
め
を
し
て
　
十
五
兆
円
に

つ
い
て
は
全

れ
ま
し
た
。
子
供
じ

ゃ
あ

　

　

公
的
資
金
と
し

て
六
十

　

株
、
優
先
株
、
劣
後
債

な

　

預
金
者
を
保
護
す
る
の
が
　
額
投
入
す
る
と
①
主
要
十

る
ま
い
し
、
馬
鹿

に
す

る

　

兆
円
が
用
意
さ
れ
た
。
従

　

ど
を
購
入
す
る
資
金
と
な

　

目
的
。
北
海
道
拓
殖
銀
行
　
九
行
の
自
己
資
本
比
率
が

に
も
程
が
あ
り
ま
す
。

こ

　

来

の
預
金
者
保
護

の
た
め

　

る
。
こ
れ
ま
で
の
十

二
兆

　

の
破
た
ん
で
は
預
金
者
保

　

一
五
％
に
な
り
国
際
的
な

れ
か
ら
到
来
す
る
世
界
大
　
　
の
十
七
兆
円
の
特
例
業
務

　

円
の
金
融
危
機
管
理
勘
定

　

護

の
た
め

の
資
金
援
助
だ
　
優
良
行
の
香
港
上
海
銀
行

恐
慌
に
備
え
て
欧
州
統
合

　

勘
定
の
ほ
か
に
、

二
つ
の

　

を
衣
替
え
し
た
も
の
だ
。
　
　
け
で

一
兆
七
千
九
百
億
円
　
と
並
ぶ
②
全
金
融
機
関

の

い一一一一̈一一̈一”蝋＝斜例＝．ス・ハツけｒ十昭ソ轟一６２）̈一一一一̈一一一

金

六
十

兆
円
を
銀

行

救
済
　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

せ
た
四
十

三
兆

円
で

「
八

に
使
う
そ
う
で
す

が

お

と

　

勘
定

を
預
金
保
険

機
構

に
　
　
　
一
）
の
二
勘
定

に

つ
い

て

　

か
か
る
見
込
み
。

ほ
と

ん
　

十
七
兆

円

の
問
題
債
権

の

な

し
い
日
本

人
は

エ
ラ

イ

　

新
設
す

る
。
政
府

保
証

付

　

は
、
金

融
再
生
委

が

資

金

　

ど
が
使
き
り
で
回
収
さ

れ
　
半
分
を
カ
バ
ー

で
き

る
」

人
連
が
云
う

こ
と

だ

か

ら

　

き

で
日
銀

や
民
間

金
融

機

　

を
使
う
た
び

に
厳

格

に
審

　

な
い
。
ま
ず
金
融
機

関

が
　

と
し

て
い
る
。

間
違

い
な

い
と

で
も

思

っ
　

関

か
ら
借
り

入
れ

て
調

達

　

査

し
回
収
す
る
こ
と

が
前

　

支
払

う
預
金
保
険

料
を

あ

　

　

　

＊
　
　
　

＊

て
い
る

の
で
し

ょ
う

か
。
　
　
す

る
た
め
直

ち
に
国
民

負

　

提

だ
。
①

特
別
公

的
管

理

　

て
る
が
、
年
間

で
約

四
千
　
　
台
風
十
号
が

各

地

に
披

外
国

だ

っ
た
ら
暴

動

が

起

　

担

に
な
る
わ

け
で

は

な

い

　

し
た
銀
行

や
プ
リ

ッ
ジ

バ
　
　
ュハ
百
億
円
程
度
な

の
で

不
　
害

を
与
え
た
模

様

で
す

が

き

て
当
然
な

の
で
す

が

。
　
　
が
、

一
部
は
最
終

的

に
税

　

ン
ク
を
他

の
金
融

機

関

に

　

足
は
公
的
資
金
を
使

う
。
　

景

気

の
回
復

を
願

う
国

民

お
と
な
し
い
日
本

人
向

き

　

金

で
ま

か
な

う

こ
と

に

な

　

高
く
亮
却
し
た
②

新

規

融

　

七
兆
円

の
交
付
国

債

を
取

　
大
衆

に
と

っ
て
は

朗
報

で

に

お
だ
や

か
な
抵

抗

方

法

　

る
。
　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

資
が
予
定
通
り
返
済

さ
れ

　

り
崩
し
、
国
有
財

産

の
売

　

す
。
な
ぜ
な
ら
土

建
屋

が

と
し
て
皆

で
仲

良

く

納

税

　

　

新
設

の
金

融
再

生
勘
定

　

た
③

買

い
取
り
価

格

以

上

　

却
な
ど

で
充
当
す

る

こ
と

　

も

う
か
れ
ば

こ

の
国

の
経

拒

否

を

し

て

み

ま

し

ょ

　

に

は

十

八

兆

円

を

あ

て

　

に
不
良
債
権
を
回
収

し

た

　

に
な
る
。

　

　

　

　

　

　

　

済

は
活
性
化
す

る
仕

組

み

う
。
東
大
出

の

エ
ラ

イ

人

　

る
。
金

融
機
関
が

破
た

ん

　

④
資
本
注
入
し
た

銀

行

か

　

　

一ハ
十
兆
円

の
公

的
資

金

　

に

な

っ
て

い

る

か

ら

で

達

が
イ
イ
頭
で
考

え

た

ら

　

寸
前

に
な

っ
た
と
き

、
特

　

ら
配
当
、
利
子
収

入

が

入

　

枠
は
必
要
額
を
積

み
上
げ

　

す
。
誰

の
言
葉

か
知

り

ま

し

い
メ
イ
案
が
新

聞

に
出

　

別
公
的
管
理

（
一
時

国

有

　

り
元
本
も
返
済
さ
れ

た
―

　

た
数
字
で
は
な
い
が

、

政

　

せ
ん
が
、
頭
狂
徒

民

と
痴

て
い
ま
し
た
が
中

学

中

退

　

化

）
に
移
動
す

る
た
め

に

　

―

と

い
う
場
合
は
収

益

が

　

府

・
自
民
党
は
七

つ
の
根

　

呆
人

の
国

な

の
で
す

。

こ

の
私

に
は

ム

ツ
カ

シ
く

て

　

政
府
が
株
式

を
強

制
取

得

　

出

る
。

拠
を
示
し
て
い
る
。
①
従

　

の
国
は
。
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トレッキングと地図

地図ニュースNO。 287よ り転載  11期 賞筒 釜果i

ヨーロッハアルプス

言うまでもなく、古 くから自然と調和させなが

らの観光開発が進められた地で、富山士より高い

山頂にまでロープウェイが架けられ、かなりの高

地にまで快適な滞在を楽 しめるホテルが建てられ

ている。 また、岩を攀 してたどり着けるような山

小屋の設備 も、日本 とは較べ ものにならない。

このような宿泊施設を次々と利用 しての、軽装

での山歩きが可能であ り、コースの取 り方によっ

ては観光客の訪れない静かなアルプス散策を楽 し

むことができる。時間と体力の乏 しい向きには、

交通機関を利用 しての慌ただしいアルプスめ ぐり

も可能である。

これらの地域の 5万分 1程度の地図は、近年は

日本国内でも充分に入手可能 となったも当該国で

も、都市で多少の時間があれば書店などでの地図

探 しが楽 しめるほか、特にスイスでは昔から、観

光地の小さな売店でもその周辺の美しい官製地図

が容易に買求められる。

ヒマラヤ・ カラコルム

イン ドのスリナガルを中心 とするカシミール地

方など、政情不安の地域 と国境地帯の大部分を除

けば、近年は昔に較べて比較的容易に入域できる

ようになった。

ネパールヒマラヤについては、日本国内におい

ても専門旅行社に頼めば、 1人からでも任意の山

域へ、ガイ ド (シ ェルパ)や コック、ポーターを

H ela mbu.Langta ng

Gosainkund

1,ckkin,ヽ orth or K● llln,31:du

トレッキングとは

trekkingを 辞書で弓|け ば、原意は (ア フリカ南

部の)牛車旅行 とある。それから派生 して、徒歩

でのイヽ旅行を言うものとなったようである。

最近は、何かの事件をきっかけに、耳なれない

言葉が一気に普遍性をもつことがある。この トレ

ッキングも、昨秋のヒマラヤ山中での大量遭難を

契機 としてにわかに世の注目を浴びた。念のため

にこの事件を振返れば、ベンガル湾を北上 した季

節はずれのサイクロンがネパール東部に豪雨を降

らせ、標高の高い地ではそれが異常な量の積雪 と

なって、 もともとが傾斜地の山中では至る所で雪

崩の発生を見たものである。エベ レス ト西方のゴ

ーキョに至るルー ト途上 (図 3)の、数 日前まで

は秋の日差 しの中に砂塵が舞っていたような地点

で、 日本人13人 を含む25人の死者が出、 ヒマラヤ

全域では60人以上 もの死者があった。

さて、冒頭に述べたとお り、 トレッキングは足

だけをたよりに毎 日山中を歩き続ける (時に馬な

ども利用)も のだが、何が人々をそれに誘 うのか。

慌ただしく、 しか も画一化された観光地め ぐり

の旅行に違和感をもつ人々のために、音は個人旅

行が当然であったヒマラヤ山間部の徒歩旅行が、

20年位前から一部の小規模な専門旅行社の手で小

面裸窯行
)と

して企画され始めた。それが意外に集

客力のあることが判って、近年は大手旅行社 も取

上げるようになっている。

踪
A!penvereinskarte

(ト レッキング用の各種地図の表紙デザイン)
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伴うトレッキングの手配が可能であり、テント宿

泊の山歩きで日本語しか話せなくとも、身の回り

のわずかなものだけを携えて出国しても、何とか

なろう(山歩きの基本的体力は必要)。 むろん、専

門旅行社の企画する小人数グループツアーに参加

するのがはるかに便利ではある。       ´

カラコルムでは、旅慣れた人以外には山間部で

の一人歩きはお勧めできない。辺境地への人域に

はかなりの面倒 も伴い、旅行社のツアーに参加す

るのが何かと便利である。インドヒマラヤは両者

の中間 くらいの便利さであろう。

ネパールヒマラヤではモンスーンの影響をまと

写真② 左写真の山麓、グリンデンヴァルドの風景、トレンカ~
や 氷河の 山々に向 う登山者の姿が似つかわしい山間部の街 の駅

図 1 国による地図の違い。左は精級な美しさで定評のあるスイス地図局の1:50000地 図、右は登山道(青 )や 冬のスキーコース(赤 )を 判り

やすく表現したフランスICNの 1:50000地図 (現在この縮尺は廃刊)。 ともに、左下のモンプランから左_Lの シャモニーの範Fllを 示す。
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図 2 カ トマンズ市街、中世の面影をのこす街、
1日 王宮 (1150000、  Kathmandu Vaney、
Nelles、 1977:55%に 縮小)

赤が写真⑦の 図 3 ネパール山問部、昨秋の大量遺難 (本文)は 図左中央の
パンガの村で起こった(Khumbu Himal、 1978、 ほかは同左 :

50%に縮小)

写真③ ネパール、アンナプルナ山麓の尾根上の

村、最近車道が作られてほlF消 滅した

写真⑥ ネパールの農村風景、カトマンズ郊外
か ら見たシュガール ヒマールの I11々

写真④ 左写真の先で見た風景、山はアンナプ
ルナ・サ ウス (7219m)。 表紙写真 と同 じ口|

写真⑤ パキスタン・カラコルム、極度な乾燥
地域 、 山はマ ンシヤ~プ ル ム (7821m)

写真③ 楽しい土産物の数かず、古い仏具や装
身具 などが 多い

牢
ギ‐ =‐γ

写真3 カトマンズ旧王宮前、祭の日の振わい
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もに受けるため、夏は山歩きに向かないのに対 し

て、西のイン ドヒマラヤでは海から遠いこともあ

ってそう問題はない。カラコルムはモンスーンの

影響を殆 ど受けず、むしろ山岳沙漠 と言ってもよ

い環境下にある(写真⑤ )。 冬期については、ネパ

ールでは亜熱帯に相当することもあって、日本の

秋山のようなのどかな山歩きを誰もが楽 しむこと

ができるが、ほかは、冬は凍てつ く極寒の山岳地

を経験 したい方を除いて、行 くのは止めたほうが

良い。むろん、ツアー も出ない。山岳地の道路の

殆どは閉鎖されるものの、音を知 る人間には信 じ

るれないことだが、空路でラダックのレーやカラ

コム中′とヽ地のスカル ドに入ることはできる。

ところで最近は、何れの地域でも山間部への道

路延長が急速に進められ、時間の限られた人々に

とっては大変有利 となったほか、各地でヘ リコプ

ターの利用が進め られ、ネパールではモンスーン

影響下の地域を越えていきなり高山植物が咲 き乱

れる高地へ入ることができるまでになっている。

昔、ヒマラヤ前縁の雨に煙る亜熱帯樹林帯を、無

数の山踵 (表紙参照)に 血を吸われるままに歩き続

けたことが信 じられないような時代 となった。

ところで、この地域の地図としては、訪れる人

や登山者の多い山域を中心に、スイスの出筈群発

財由によるものを始め、 ドイツ、オース トリア、

フランスなどの団体や民間社会で作られたものが、

前述 と同様にわが国でも求めることができる。ほ

かに、20・ 30年位前には考えられなかったものだ

が、現地観光地の土産物屋には、上述のものを含

めてネパールや イン ドなどの現地国の民間製のも

のなど、たくさんの多彩な地図 (下図)が並ぶよ

うになった由で、 とにか く格安で多様な地図が入

手できるのは嬉 しい (中 には著作権上問題がある

のではと思われるものもあるらしい)。

あとが き

歩 くことは素晴らしい。歩かなくては見えない

ものが見え、 (我 々からみれば)極限の自然の中で

生 きる人々の生活に触れることもできる。年配の

人々にとっては、かつてのわが国ではどこででも

見ることができたような、のどかな農村風景や 日

常の生活に、思わず子供時代を懐かしむこともあ

ろう。

でも、本誌読者で旅行 もままならないような忙

しい方々のためには、地図を眺めながらの机上 ト

レッキングのお勧めを。

トレッキングを手書ドする専門旅行社では、美し

い無料パンフレッ トを用意しており (山関係の雑

誌の広告欄連絡先により入手可能)、 最近は自治体

の図書館で も豪華な山岳写真集を揃えるようにな

っている。それらを片手に、国内でも人手できる、

あるいは現地にでかける友人に頼んで買ってきて

も
'っ

た地図を広げて、ルー トをなぞり、氷雪の

山々の景観 とヒマラヤやカラコルムの空の青さ、

春なればしゃくなげの林の開花の見事さ、夏は氷

河湖のほとりを彩 るヒマラヤの音t:Flゃェーデ

ルワイスなどの高山植物の中での憩いを空想する。

これもまた、地図と旅の楽 しみ。

以上、「なに人生はまだ長い、いずれそのうちま

た行ける日はある」 と、深夜・休 日にかかわらず、

原稿締切等に追われている本誌編集子が描ぃた、

机上に地図を広げてのはかない夢であります。

【参考】 国内での関係地図の人手先を紹介します。

内 外 交 易 綽 03-3400-2326、 広域に渡る注文を対象

榊マップハウス o332951444、 1枚の注文でも可

代表的なトレッキング専門会社としては、アルバインツア

ーサービス伸 (0335031911)な どがあり、世界の山々の ト

レッキング・ツアーが多く出されている。

(写真は①を除いて筆者によるが、⑦以外は昔のもの)

T..:unr ri4 ai.rJ ' i! i.m
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(ト レッキング用の各種地図の表紙デザイン)
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我 が 青 春 の 言己

16期 清水 重仁

さて、「やまざと」始まって以来の大長偏

寄稿です。私、「電気科の重仁」と初対面で

インプットしましたので、まさかこれだけの

文才と根気がおありとは存じませんでした。

大阪外大と天秤にかけて云々―を納得。

催促に催促を重ねても出てこぬ膨 し―

なのですから、喜んで掲載します。私も随分

と「記録魔」と言われ、記憶も定かの方と自

認しております力ヽ さすがに「日記」の迫力

―せれていた当時の事を克明に思い出しまし

た。

フンゲルを軸 0こ しながら、70年前半の青春

君彬動寸苗き出されている一小さな世界の中で

の一コマを綴りながら、確かにその時代を映

し出している秀作です。

さて、皆様も、かつてBHに載せようとし

|てそのままになってしまった原稿と力＼ lまれ

|たエッセー等ありましたら、どうぞお寄せ下

|さ い。もちろん新作も歓迎です。

拝啓

本日も梅雨明けを思わせる署い日差しが続い

ております力ヽ いかがお暮らしでしょう力、

しばらくOB会誌への原稿作成 (我が青春の

記?)から遠ざかっておりました力ヽ 5月 の山

小屋酒場の折りにも局長より叱咤激励された事

もあり、その後ぼちばちであります力浮 を加え

て、何とか体裁を整えるに至りました。

こんなものを発表しても何になる、又、どれ

だけの人力湯シυでくれるのだろう等と、なかな

か込巡の域を出ないのであります力ヽ 出すべき

とのお言葉も頂戴いたし、自分としても投稿の

決心をしました。f●TAも推敲を重ねております

と、人間とは益々欲:長 りになってくるもので、

あれもこれもという具合になり、この辺で潮時

と半噺 しました。

結果的に余分な事が多かったせい力＼ かなり

の量になってしまいました。会誌にこれだけの

スペースがあるのかどうかも分かりません力ヽ

できれば全編を一度に掲載して頂きたいと考え

ます。 O心は 1回だけにしたい?)

これでしばらくιま原稿の要請もありますまい。

敬具

Po S。 今回たまたま日記という手段で、主に

部活動を中心に学生時代を振り返ってみました

力ヽ 省略した所や書ききれなかった部分も含め

て、かなり膨大ともいえる時間を部活動に資や

していたこと (当然予想はされるのだ力⇒ 力ヽ

改めて分かりました。なんとか見掛け上は学業

(こ ちらの手段は問わず)との両立は為されて

いたのでしょうが一。又、何といってもこれは

ノンフィクションなのです。



我が青春 の記 辺留 倶輩夢

この度、 15期 高村 さん を偲 んで とい う ことで寄稿す る際、約 20年 ぶ りに古 い 日記 を

組解 く機会 を得 ま した。 部分的 に抜 粋 しただ けで したが、 その後、極 めて少数の方 々か ら

ではあ りますが少 なか らず の反響 をい た だ きま した。 中には私 の顔 には似合わな い こと と

の、 もっ ともな ご意見 も頂戴 してお ります。

さてごら理晏 ど こで私 が口走 ったか 記憶 も定 かでは あ りませ んが、気がつ くと 日記 を も

とに「 我が青春 の記 」な どとい う大 それ た題 名 の もとで、 OB会 誌 への寄稿 をす ることに

な って いたよ うてす。 本来、 日記 な る もの は他人 に公開す るような代物 ではない と思 いま

す じ、 そ うい う行為 は全 くもって 自己満 足 あ るいは懐古趣味 の極 み とと られそ うてす。 し

か しなが ら金沢 を離 れ てち ょうど 20年 を経 過 す る ことも相 まって、 10年 では早す ぎ 3

0年 ではほ とん ど記憶 か ら消 えそ うだ との判 断 か ら、 思 い切 って筆 をとる ことに しま した。

とい う訳で約 5年 間 (た だ し後半 2年 間 は、 もはや 日記ではな くほぼ 1年 を振 り返 って

いわば年記の よ うにな って い る )の 日記 を どの ように料理 しようか と思案 しま したが、 単

純 に 1年 度毎 に編集す る ことに します 。 自他 共 に支 障のな い範 囲で、概ね部活動 を中心 と

した ものにな るで しょうが、 と りあ えず 以下 の よ うなタイ トル を設定 してみ ます。

1.プ ロローグ

2.入 部篇     (71年 度、 S46. 4～ S47.
3.中 堅篇     (72年 度、 S47.4～ S48.
4.リ ーダー篇   (73年 度、 S48.4～ S49.
5.執 行部～退 部～ OB篇  (74、 75、 76年 度、

＞

＞

＞

４

３

３

３

Ｓ 9. 4～ S51. 9)
6.エ ピローグ

OB会 誌の貴重 なベ ー ジを借 用 させ て い た だ くに あた り、 い くつかの時 系列的 な出来事

をで きるだけ原 文 に忠実 に、 かつ、 よけ いな 部分 はやむ を得 ず省略 とい う手順 を踏 んで書

き綴 ってみます。原 文引用 に よ り敬 称 略 の様 な ところ もあ り、 また、 内容 によっては特 定

の読者 の気分 を害 す る場合 もあ るか もしれ ませ んが、 時効 とい うことで よろ し くお願 い し

ます。 山行な どの メ ンバ ーは会誌 に よ って も記録 され ていますが、 当方 の 日記 に も記録 が

あ る限 り、 くどいようですがその都度 記述 しま した。 コー ス も大体 は書 いてあ りま したが

で きるだけ省略 します。

当然 なが ら大半 の登場 人物 は ワ ンダーフ ォー ゲル部 につ いては 16期 の前後数 年 の範 囲

内 に留 まって しまいます。 しか しなが ら予 想 され る幅広 い読者 の皆 さん には、 当時 の ワ ン

ダーフ ォーゲル部 とい う集 団で多感 な時期 を共 に過 ごした仲間 たちの意識、 馬鹿 さ加減、

純 情 さな どの一片で も改 めて感 じて い ただ いた り、 又、 ご自分の眠 って しま った記憶 の一

回路 で もオ ンに して もらえれば、 本 望 だ と考 えます。

ここまできて何 か非常 に堅苦 しい こ とを言 いて い るようて、 ま さに顔 に似合わ ない とい

われ そ うな気分 にな って きま した。 前 に も述 べ ま したが支 障 の無 い範囲での 日記 の公開 で

は あ りますが、 あ る程度 の羞 恥心 を伴 いなが らそろそろプ ロローグヘは い りま し ょう。

プ ロ ロー グ

S46.4に 金沢大学 工学 部電気 工 学科 に入学 し、 学生証番号 は 71-297で あ った

と思 う。 本大学 と大阪外大 とを天秤 に か け て の選択 で したが、将 来 に向けてのは っき りと

した展望 もな い者 に とっては理 系て も文 系 で も、 どち らで もよか った と思 います。 ただ大

都会 とい うものが性 に合 わなか った よ うで、 大 阪のほ うは大学周辺 も薄汚 い印象 で した。

一 方、金大の当時 のキ ャ ッチ フ レー ズ の 1つ は、 城 の中に校 舎が あるとい うことだった し、

事実 それ に惹 かれ た面 もあ り、 又、 元 々ほ とん ど 日本海側 の気候 に生まれ育 った私 には金

沢 の風土 に違和感 な くとけ込 め ると感 したの だ ろ うと思 います。結局は 6年 間在 学す る こ

とにな りま した。 ここで余談 ですが、 6年 も居 なが ら、 又、 こうい う部 に属 しなが らもそ

の間能登 には一 回 も行 った ことがな く、 恐 ろ しい ことに現在 も同様の状況 です。

さて今回、 ワ ンダーフ ォーゲル部 入 部篇 と して書 き進 め るわけですが、 この段 にな って

ふ と思考の中に湧 き、 引 っかか つて しま っ た ことが あ ります。一般 的な企業 な どには いわ

ゆ る社是 や経 営理 念な る ものが掲 げ られ て い るのが普通 ですが、 はた して金大 ワ ンダー フ

ォーゲル部には活動 の 目的や理 念が あ ったのか、 あ るのか とい うことです。 今 さ ら何 を言

って るのか とほ とん ど情 けな い気持 ち で手 元 に あ る部誌 をい くつかめ くりま した。 その結
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果、 ベ ル クハ イム 35周 年記念上巻の部の規約紹 介の所 で第 3条 に 目的 が掲 げ られ ていま

した。 こ うい った条 文 あ るいは法律 は現在 の生活で も同様 で あ る と思 います が、 普段 はほ

とん どの人 に とっては必要 にな らなければ 全 く見 向 き もしな いか、 目を通 した として も記

憶 で きる代物 て は あ りません。 この機 に改 めて、 いや、 ま るで初 め ての よ うにその 目的 に

眺 め入 りま した。

第二条 (目 的 )大 自然 に親 しむ ことに よ り、 教養 を高 め、 体 力 を錬磨 す ると共 に、 団

体 生活 を通 して正 しい人間 の交わ りを学 び取 り、 青 春 を謳歌 し、 もっ

て祖 国に育まれ た 自然 の美 しさを見 いだ し、 又、 ワ ンダーフ ォーゲル

活 動の啓蒙 をその 目的 とす る。

つ いで なが ら、 何冊 かの国語辞典で「 ワンダーフ ォーゲル 」 を引 いてみ ま した。 その結果

若千不揃 いで あ るが以下 の ようにな りま した。「 ワ ンゲル 」 につ いては ワンダーフ ォーゲ

ル の略 とい う こ とで記載 され て います。

1.健 康 の た め、 また 自然 に親 しむ ために、 徒歩 で山野 を越 えて旅 行す る こと。渡 り鳥

運 動。

2.山 野 を歩 いて旅 行す る青年 の団体。徒 歩旅行 をす る人。

3.グ ルー プで 山野 を巡 り歩 き、 心 身 を鍛 え るスポーツ。

4.登 山 を主 とす る大学な どのサ ー クルの称。

上文中、 徒 歩 、 山野、 旅 行、 団体、 グループ

な どの単 語が 目立 ち ます。私 が勝手 に総合的

に解釈す る と ワ ンゲル とは、

仲 間 と共 に、 主 と して 山野 を徒歩 で旅行す る ことに よ り自然 に親 しみ、 ひいては健

康 な心 身 を形成 す ること。 な どとな るので し ょうか。

さて再 度 じっ く り、 第三条 を眺め ると終 わ りの部分 の ワ ンダー フ ォーゲル活動の啓蒙 も

目的の さほ ど小 さ くはな い一 つの柱 ととらえ られ るよ うです。 す な わち解 釈 文 と連 動 させ

ると、 仲 間 と共 に、 主 として山野 を徒歩で旅行す る ことに よ り自然 に親 しみ、 ひいては健

康 な心 身 を形成 す る ことを啓蒙す るとな ります cこ の 目的 が現 在 の時代背景 とマ ッチす る

かは、 は なは だ疑 間 です が今 では啓蒙 す るにあたっては 中高 年 を対 象 に した方が良 いので

はな いか と思 われ ます。 これ は冗談 として、私 の関す る限 りの ワ ンゲル活動 にお いて、 は

た して啓蒙 活 動 が あったので し ょうか。 部則第 4条 、 第 4項 に啓蒙 活動 として、 映画会、

キ ャンプ、展 示 会 な どが明示 されて います が、 私 の記憶 と して は オ ープ ン山行 くらいしか

思 い出せ ず、 ワ ンゲルの 目的 か らす る と少 々お寂 しい状 況 で あ っ たか もしれ ませ ん。 ただ

し、登 山道 や 標 識 の整備、 出版物 の発行、 記録 の整理、 保 管 な ど も間接 的な啓蒙活 動 と言

えな くもな いて し ょうが。

また近 年、 車 て ほ とん どの距離 を稼 いで しま う山へ の旅 行 (こ うい うのは 山登 りとか登

山 とは厳 密 に は言 えな い らしい )を くりか えす筆者 等 に とって は 自然 ・環境破壊 とのかね

あい も気 にか か る所 では あ りますも 一昨年 の 7月 に家族 で久 しぶ りに自山へ行 った時の事

ですが、 旅 行 会 社 の小旗 を先頭 に何十人 も登 って くる高年 の人 々、 ゴ ミを平気でポイ捨 て

してい る高校 生 らしき こち らも大集 団、定 員の 250%位 も詰 め込 まなければな らない室

堂 小屋 (我 々はテ ン ト持 参で南竜 で したが )な どの現実 を 目撃 し、 やは り時代は変 わ った

のか と思 わ ざ るを えませ んで した。 まあ考 えてみれば、 下 界 て普 通 に生活す ること自体 す

でに環境破壊 を伴 う今 (特 に今始 ま った もので もな いだろ うが )で は、 もう行 くところまで

行 かねば な らな いので し ょうか。 だが、 た とえば 自分 の活 動 範 囲 を縮 小 し自然破壊 にな る

ので山へ も行 か な い とい う人が いて も不思議 で はな い世 の 中 だ と も思 いますが。

横道 に逸 れ っぱ な しで肝心 の入部篇 がなかな か始 ま りませ ん が、 始 め るために もう 1回

だけ規約 の中 か ら条 文 を引用 します。

第五条 (部 員 ) 部員の募集期間は年一 回 とし、 毎年 四月 十 日よ り三十 日まで とす る。

期間外 の入部 につ いては、 リーダー会 の 承 認 を必 要 とす る。

(こ の記 念 号 に よれば S47.12.15以 降 は同様 の条項 は第 二十 五条 にあ り )

そ うなの です 、 私 の入部時期 は募集 期間 をかな り逸脱 した もの て、 条項 の通 リリー ダー会

で審議 して も らっ たのです。
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振 り返 ってみ ます と入部後 の私 は必 要最 小 限 の活 動 しか していないようで、 約 1年 余 り
を長 い助走期間 と して、 ほ とん ど存在 感 な く過 ご したのです。 さて、 ぃょぃょ入部篇 と し
て物 語 を開始 します。 *印 文 は現在 にお い て、 わ か る範 囲での状況説明や感想 を記 した も
の です。

入 部 篇   (S46. 4～ S47. 3)

昭和 46年
4/7(水 )  しか し金沢へ行 こ う。 どうな って もよい。 もう家 もあす一 日だけ停 っ

て いる ことにな った。 いや こんなにセ ンチ メ ン タル にな る必要はない。距離 的には そん な
に遠 くはない。 しか しどんな生活 にな るの で あ ろ うか。

4/12(月 )例 に よって先輩 た ち と体 育 館 です ごす。 いろいろな クラブが あ って ど
れ にす るか迷 って しま う。 ライフル もか っ こい いが、 体 を うごか さない とい う欠点 があ る。
ラ グ ビー もお もしろそ うであ る し、 登 山 もよ い し、 ヨ ッ トもヨイ。

*先 輩 たち とは浪人後、 今回一緒 に入 学 した虎 姫 高校 の 2人 。

4/15(木 )体 育の時間は い きな り体 カテ ス トだった。 それによって トレーニ ング
ク ラス とその他 とに分割 す る らしい。 高校 の時 とほ とん ど同 じ内容 てあ った。得 点合計 は
29点 であった。確か高校時代 の SPORT TESTで もその点数だった と思 う。 3級
の はず であ る。 4時 限はなか った。

4/27(火 )昨 日の学生大会 も出席 者 の数 が少 な く、 4.28ス トライキは中止 に
な った ようだ。 もちろん 自分 も長 く出席 したわ け では な いが。明 日は我 が虎姫 HIGHS
CHOOLの 新入生歓迎 コ ンパ がか の大 嶋 旅 館 で あ る らしい。 しか し会費が非常 に高 い。
驚 くなかれ 1500円 。 ああ もう金無 い。

*大 嶋旅館は、 この時代、虎姫高校 の金 大 受 験 宿 で あ った。 この頃、バ ス代 30円 、 風 呂
代 35円 、 散髪 650円 、 家賃 5500円 (1回 目桜 町 で間借 り)な どと記録 して あ る。
例 に よってコ ンパ では乱れて片町の レイナ な どに寄 って、友 人の下宿で 1泊 。

5/9(日 ) しか しそろそろ ク ラブヘ 入 らな ければ な らないと感 じる。 そ うでな い
と 4年 間何 もせず、 ただ生 きてゆ くこ と しか で きな くな って しま う。 それ に して も これ だ
!と い うクラブが見あた らな い。運 動 系 か文 化 系 か。 こんなつま らない こといつ まで も悩
まなければな らな いのだ。情 けな い。

5/20(木 )月 日のたつのは は や い。 明 日こそは絶対 にラグ ビー部の間 をた た く。
(は ず てある。 )し か しなが ら、極 度 の不 安 が つ きま とう。

5/21(金 )放 課後、 松永 さん と話 を して い た ら、 何 だか ワンゲル部へ入 りた くな
っ た。 松永 さん も入 る気 があ る らしい。 明 日部 室 へ 行 ってみ よう。

*翌 5/22の 日記には ヮンゲル部 の ことな ど全 く記述 な し。

5/24(月 )松 永 さん と ワンゲ ルヘ ゆ く。 一応、 卯辰 山ヘ ラ ンニ ング、 そ して体 力
づ くりをや る。 7時 ごろ帰 って くる。 入 部 可 能 か ど うか、 は っき りして いな い。松 永 さん
は、 今年入れな っかた ら、来年入 る とがん ば っ て い る。僕 もそ うしよう。 そ うな る と、 も
し入部不可 の場 合は今年 はアルバ イ トで金 をつ くろ う。 自分 の金 で用具 を買 お う。 ワンゲ
ル も週 2回 。 き ょうの ところは、 た い して体 に こた えな い。 まあまあの状態 である。 先輩
の人 もみんな親切 そ うてあった。

*部 員募集期 間 をとっ くに過 ぎた状 況 です 。 今 年 入れ なか った ら来年な どと、 よ く書 いて
い ると思 います。 日記の中には経過 の記述 は あ りませ んが、 入部 を決心す るのには高校 の
先輩 て もある宇野氏 (15期 )の 存在 が大 きか ったの ではな いか と考 えます。

5/26(水 )ワ ンゲルの審議 会 へ ゆ く。 その結果 一応 入部が承認 され る。 そ して名
前 は忘れ たが、 あ る先輩 に部室 で いろ いろ説 明 を聞 く。 こん どの土曜 日か らさっそ く、 ト
レーニ ングで 山へ行 くことにな って い る。 み ん な に追 いつけ るように、 しっか リ トレーニ
ング しな くてはな らない と強 く感 じる。

5/31(月 )山 小屋生活。 ま あ こん な もの だろ うか。 帰 って きて先輩 に もいわれ た
が、 少 々の さば りす ぎたか もしれ な い。 それ と もあ ま りに も先輩がなつ っ こぃのか。 いず
れ に しろ、 もうこれか ら、 一年 部員 の下 っぱ で あ る ことを頭 において言動 に気 をつ け よ う-86-



と感 した。活 動 自体 は割 合 に興味が もてた。

*入 部 の遅 か った者 の ために、 にわか仕立ての新 トレを実 施 して も らった時 の ことで、確
か二年 生の うちの一人 は高村 さんだ ったと記憶す る。 全 く関 係の な い話 ですが 5/28に
は学館 前て愛 用 の 自転 車 を盗 まれて心底 よ り嘆 いて い る。

6/4(金 ) 合宿 の結 団式は明 日であ る。途 中か ら抜 け 出 な ければ な らな い。少 々
後 ろめ た い気持 ちがす る。 明 日はあま り飲 まな いてお こう。 酔 いつぶれ て汽 車に乗 れなか
った とな る と大 変 な ことだか らなあ。

*親戚 の何 か の用 事 で帰 らなければな らな いと書 いて いる。 日曜 日に帰沢時、 ゆの くに 4
号が ひ ど く混 ん で しん どい としている。

6/7(月 )  牧 野パ ーテ ィの ミーテ ィングあ り。 記録 係 にな って いた。 しっか り
や ろ う。 それ に反 し、 勉 強のほ うは さっば りであ り、

`化
学 も とけ な い。

*こ の頃勉 強 をや って いない、 問題 が解 けな いな どと非常 に心 配 し、憂 えて いる。又、 こ
の 日ザ ック代 と して 4, 100円 出費 と記録。 シュ ラフに つ いて は大学 山岳 ワンゲルのた
めのマ ンス リー シュ ラフ とい うことで、 6/30に 3, 940円 とな ってお り、私 はいま
だに愛用 中。 さ らに地 図 140円 、 部費 600円 な ども見 か け られ る。

6/19～ 20  きび しィー。 27kgだ もんね。 1時 間 歩 きっば な し、疲れ た。 こ
ん どの高三郎 行 きは 35kg。 不安 だ。ぶ ったおれ るので は な い だ ろ うか。 しか し、富 山
県、 石川 県 をま た にかけ て歩 いた。なかなかい きな もの で あ った ことよ。

*医 王 山にお け る合宿 トレだが、本来 は 6/12で あ り、 中止 に な った と書 いてある。

6/27(日 )  とにか くえ らい。 あんなのはは じめ て。 オ レだけが恥 をか いた こと
が あった。 忘 れ よ うに も忘れ られな い。 しか しよ くや った と思 う。 おか げで体 中ががたが
た。 くそ え らい。 いた い。

*高三郎 合宿 トレの あ との全文 ですが状況不明。

7/11(日 ) 全然 あかん。物理 の問題 一間 90分 以 上 や っ たが で きない。 あの部
分 の問題 は楽 に で きな い と、 もう絶望 だ とい う。 あ さって か ら白山行 き。 しか しこのまま
て よいの だろ うか。 もう風 呂へ行 くのがめん どう くさい くらいな の だ。 もう 2週 間 にな る
か。

*勉 強 につ いて は相変 わ らずず っと悩み続 けて いる。 しか し本 当 に 2週 間 も風 呂に行 って
なか ったの だ ろ うか。

(金 )  自山登 山 !′ !ま あまあだった。 4日 間 の うち に いろいろみ た。雨 に
雲 に もかぶせ られ ・ ・。御岳、穂 高等 かす ん で み えた。 国立公園に してはあ
しな い と思 っ た。 今 度 は夏 合宿 10日 間 3ど うな る で あ ろ うか。

*白 山登 山費 用 2000円 とな って いる。

8//2 きの う合宿か ら帰 って

きたわ け であ るが、 いった い全体何 が残 った

のであ ろ うか。 さっぱ りわか らない。合宿反省会 もゆ ううつ て
ごって も らう。 明 日か える ことに決 めた。 13時 の汽車 で あ る
る。 合宿 member  牧 野茂春、 吉本良治、 大 田正 喜、 横
直久、 東郷 博、 金 森廣、 清水重仁   PARTY "舞 舞 "

*鹿 島槍 な どに行 った と記憶す るが、 こんな感想 しか書 いて い
いといわれ て も帰 らな いのに、 まだまだ故郷 に未練 が あ る よ う
か金森 君 の発 案 だ ったはず。

9/3(金 )   9月 1日 に こち らに来 る。来 てみ て驚 い
僕 のせ いか もしれ な い。参加人員がわずか 3名 だ とい う理 由 か
わけが な い。
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あ った。 夕食 を横井氏 にお
。 帰 れ る と思 うと気が休 ま
井 昭 次、 石 田忠篤、祖父江

な い。 その うち、 帰 って こ
だ。 パ ーテ ィ名の舞舞は確

た こ とに山小屋作業 は中止。
らで あ る。柏木氏 に もうし
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10/14     山小屋 作業 の ことで 部室 へ集 合のはずであ ったが、集 まったのは 3
人c 16日 か ら吉 田氏 と入山す ることに な った。 2人 分の食料計画 を作 らねばな らな い c

どう もや りに くい、 2人 とは c

10/15(金 ) 買出 しの 日。 17日 の晩 か ら 6人 分 となる。 明 日、 13時 30分 ま
で に駒帰へ着 いていな くてはな らな い。 兼 六 園下 11時 49分 あ り。駒帰 か らは穂積 さん
のパ イクでゆ く。 明 日は いろ いろ しな くて は な らな い。 ラジオを もってゆ き、乾電池 を買
い、傘 をもってゆ き、筆記用具 を買 ひ、駒 帰 まで 行かねば な らない。 ああ、パ ンのへ たが

部室 にあるはず であ る。渡辺氏 が貝 ってお いて くれ るはず にな って いる。

10/21     山小屋 での生活 は抜群 で あ った。大 島氏、柴 田氏、吉本氏、 吉 田氏、

渡辺氏、横井氏。横井 さんは今、 た った一 人で暮 して いるはずであ る。 4回 目に入山す る

者 が いないのだ。大島氏 は牌 を持 って こ られ た。 毎晩 や った。飯 もた くさん喰 った。仕事
も道 を造 った し、 小屋周辺の整 備 には 目を引 くものが おお いにあった。吉 田氏 と吉本氏 は
さきに下 山 した。兼六園下 17時 30分 に着 いた。 そ して後始末。

*釜 で炊 く飯 は うまか ったの だろ う。 以 後私 の活 動 の場 として犀奥付近 の比重が高 い こと
や、近年飽 きもせず 山小屋酒場 な る もの に顔 を出 して いるの もこの ような事柄が遠 因か も
しれな い。 しか し学校 では後期が始 ま ったば か りの はずですが、 5～ 6日 も入山 して いて
もよか ったのだろ うか。

10/′ 23

10//26

Nov. 6.

Nov. 9.

*あ の辺 りには、 ロマ ン、 オ メガ、 龍 宮 ホ ール な どが あ りよ く行 った。麻 雀 も日記 に よれ
ば 6月 9日 に初 めて手 を染 めて以来、 恥 ず か しなが ら連 日の ように面子 と共 に記述 あ り。

Odt.31th.Sun   たば こを くわ え、 ぼ さあ として考 えた こと。 たば こは吸
って も減 るし吸わな くて も徐 々に燃 えてゆ く。 これ は時間 につ いて もあてはま る。ぼ さあ
と していて も、勉強 して いるときも、 麻 雀 ・パ チ ンコや って いるときも、 なにを して いて

も過 ぎさってゆ く。

ク ラブ総 会 あ り。 なん か陰 鬱 な気持 ち ・・・。

ロマ ンて竹 内氏 の横 で打 つ。 結構 な もうけであった と思 うc

1時 30分 か ら、 示 1で 総会。 なん、とな くだ らだ ら、 出席者少な し c

大 引 っ越 し。 リヤカ ー 2回 。 正 司、初宿、寺脇、 松永、勝 島各氏 の

協 力てひっこしをす ませ た。 夕食 をい ただ く。勝 島宅 で積 む。 いきな り不規則 な生活 が は

しま った。 あす のス トライキ あ る らしい。 授 業 どうな るかわか らな いが ・・・。

*小 立野 3丁 目 (善 光寺 湯の近 く)の 下宿 へ 引 っ越 した。二食付 で 12, 500円 。 リヤ
カ ーのため何人 かでや らないと、小 立野 台 へ の登 りは きつ い。

Nov.18.   土曜 日は歓送 登 山が あ.る 。 ク ラブ員全 員参加 らしい。 70余 名 の名

前が ズラズラ書 きな らべ てあった。 あ あそ うだ、 17日 に大 田氏 にル・シ ャ トウてオ レと

もう一人の清水 にコー ヒーをサ ー ビス して も らう。

Nov.20～ 21 歓送登 山。何 か、 は じめ か ら楽 天気分一杯 だった。 ダムか ら一 ピ ッ

チ。 帰 りはば らば ら。酒、 しか し、 3年 生 の女 の人 がつ いて くれ た り、 たば こに火 をつ け

て くれ た り、何 かほろよいだ った。 2班 、 牧 野、 宇 野、石 田、北川、辻、 立浪、 Mr.柴
田であつた。

*メ ニューはスキヤキだ った よ うだ。 タバ コ は何人 か の先輩諸嬢 の方 々 も吸 ってお られ た

と思 いますが、 どんな銘柄 だ ったの て し ょう。 我 々はハ イライ トが一般 的 だった。

Dec.2th. _一 限 目文学休講 。 バ ス代損 した。二限 目相変わ らずつ らい。三限 目

は いつ も睡眠。 四限 目は眠気 が ささな い。 五 限 目は な いのだ。最近部室へ行 くのがお っ く

うである。今 日は体育の ために いったのみ。 いや な気分なのだ最近 は。

*こ の頃 は、 クラプをや るときはや る、 や りた くな い ときはや らな いな どと書 いて いる部

分 もある。

Dec.4.   午後部会。 気分 悪 し。 7時 過 ぎにな る。 コ ンパ流れ。

*コ ンパ は 1年 部員コ ンパ て、 次 の よ うに 1週 間 の びたようで、 会場 は北瞑寮 だった。
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12/12(日 ) 昨 日の コ ンパ。酔 いつぶれ、 ぶ ざまな醜 態 を さ らした。 女 の子 の し

ゃ くだ とよ うまわ る。 英 の と ころで一夜 を明かす。 メ ンバ ー、 田中正、 川端、 金森。 朝方
か らつむ。 そ して昼頃 パチ ンコ。 そ して帰 る。

機械科 の 奴 らと文 学 の授業 に出席 し、勝 島氏 の返事 を して帰 るЭ 6時 30分 ごろか ら、 9

時 30分 まで寝 たc田 中 と小木 曽が きていた。 田中は京都 と大 阪 へ 来週 い くらしいので、

水曜 日、 英 語 と化 学 実験 へ出席 してや ることに した。 明 日は木 曜 日、 トレーニ ングがあ るc

*部 員 て はな いが、 代 返 と代 出席 の実態の一部。 こういっ た中、 昭和 46年 も終 わ りに近
づ き 25日 に は 19歳 の誕生 日を迎 えることにな る。 ダ ラけ た生 活 を嘆 きつつ。

12//13

12/14

昭和 47年
1/10

トレーニ ング中止。

い。登 山靴 を購 入。

2//29
ああ、 寒 か った。 三 日間雨 と雪。

よ く耐 え られ た もの てあ る。 また

もtl年 生 は 2人 の み。

ザ ック も割 合重 い。 帰 りは ラ ッセ

ル、 ラ ッセ ル。集 中 したのは 4パ

ーテ ィのみ。 あ との 3パ ーテ イは

脱 出。雪 は 2mく らいは あつたろ

うか。食料係 として miStake
多しO

*2月 の初めは雪が少ないと書い

たが、不意の大雪 になったのだろ

うか。

パ ークにて、 医王山冬 山 ミーテ ィング。装 備 係 とあ いな る。

成 人式 P.W.の 装備 計画の ため、 部室 で一 時 を過 ごす。 4限 目、

クラブ ミーテ ィング、

勉強 や らな くちゃな らな

8500円 也。

#"lv Mem ber 間所、 石 田、 西 村、 村瀬

(*以 後 2月 初 め まで記述 な し。 )

2/2(水 )   クラブ トレーニ ングかな りきび しか つた。 田中正 がオ レの下宿 て沈

殿 す る と言 い出 したので しかたな く宿す。 11時 ごろま で眠 った。 その後少 し学習 した。

彼 は週 刊誌 に読 みふ け って いた。

*こ の 2月 雪 が全 然 な い と書 いている。 この後 しば ら くして ス ト権 が確 立 して、後期試験

は 4月 にな った と して い る。

2/13(日 ) 札 幌冬季 オ リン ピック も終 った。 ク ラブ関 係 で は天気 図を とるの を

相 当忘れ た。 これ ては いけな いと思 いなが ら、 つい聴 くの を怠 って しま う。

2/23(水 )  き ょうの トレーニ ングは最高 に え らか った。校 内 2周 、 階段 の登 り

5回 ・ ・ ・。 ふ らふ らした。新ニ トレももうす ぐ。 入試 も も うす ぐ。 春 山準合宿 ももうす

ぐ。後 期試 験 も もうす ぐ。 何 もか ももうす ぐ。 最後 に光陰 矢 の如 し。

2/25(金 ) 夕方、 春 山M。 あすは員 出 し。 少 しば か りの準備 をす る。 ワカ ンに

あまに油 ぬ って な い。 ま あなん とかな るさ。

2/26(土 )  PM2、 員 出 し、買 出 し表相 当 miss。  パ ッキ ング、 重量 30
kg。 合宿 よ り軽 いが冬 だけ あって 2泊 3日 て も重 い感 じ。 春 山準 合宿 では思 いや られ る

電 省薄 :Ъ 雰 冥 倉針 兵 頂¥:二 :l:∫ 単 足 1:1ニ ユて R黒 見と な ξな液 f｀

つた゛明 日

曇
‐
lmト

薦1鮮
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3/1      反省会 の後、 清 家 宅 で積 む。 中野、英、林、三浦、寺 内。 そ して
あ とか ら酔 っぱ らって来 た者、塚 本、 金森 、 山 内、 金井。 朝、橋場 か らバ スて帰 る。

3/11(土 ) きの うはパ イ ト。 10時 に開 始。 3時 30分 ごろ終 わ った。 なか な
か疲れ た、 ポ スター貼 りといって も。 1400円 で あ ったが、北 国新聞のね えちゃんが、
1500円 に して くれた。実質 は 123枚 で あ った。 それ を 140枚 に して くれ、 また も
や 150枚 に して くれた。 ええ、ね えち ゃん や ったぜ 。 き ょうは、 2時 か ら トレーニ ング。
え らか った。足ががたが たにな った。

3/17(金 )  トレーニ ング。 夜、 横 井 氏宅 へ よる。川端、 宇野、寺 内、 中野。
ワカ ン確保。第 7て 10時 30分 め し。 中野 宿 泊。 川 端帰 るであろう。 18日 か ら当分 の
間、家 をあけ る。 まず辻 田宅。 そ して ウ ィ ンパ ーの中。 45kgも かつ いで歩 け るであ ろ
うか。・少 々、 自信 ない。

3/30(木 ) 久 しぶ りに diaryの 問 をたた く。 さすが春 山のだいご味。 いか
った、 いかった。 しか し 1年 生 として、 ま た、 気象 係 と してなん とチ ョンポの多 い ことか。
Member B隊  清家雅 幸、松縄 宏、 川 端 俊朗、 北川 隆次、 中野。
中 で もよかったのはシゲ ジの壁。下 りの シ リ制 動 !!ズ ボ ンも破 れた。 ス ピー ドあ リス リ
ル あ り。 ABCD隊 のそれ ぞれ が力 をあわ す。 すば らしい ことではないか。 きび しい寒 さ。
そ の中でのプ ロ ック積み。 あれ はえ らか っ た。 オ レは Clで 熱 を出 した。 その次 の 日は個
人装 備 だけで行 った。 まあ回復 した。 シゲ ジの 2峰 で快晴 の際 に SunOilを 塗 って 日
な たぼ っ こ。御 前峰、貪Jが 峰、 大汝、 七倉 、 四塚、 釈 迦、別 山、 シゲ ジ、雪 の山々 ■・・。
帰 りに B.H.て ドンチ ャ ン騒 ぎ。 酒 と男 と春 歌 e tc。

*沈 殿 2日 を含み 9泊 10日 の春 山準 合宿 。 山 自体 は 当然 てあ るが、 なん といって も養 蚕
小屋 での最終 日の一夜は楽 し く、強 烈 な 印象 を受 け た よ うに思 う。 どれ くらいの熱 だかわ
か らな いが、 回復 は こういった状況 下 では 若 さや体 力 とい うよ りも気力のなせ る技 か。

当然 なが らまだまだ未熟で あ った よ うです が 何 とか持 ち こたえて ここまでやって きた と
い う感 じで し ょうか。

中堅 篇  (昭 和 47.4～ 昭和 48.3)

後期試験未終了 のまま 4/1に は 自動 的 に 2年 生 にな った。 部活動 につ いては、 よ うや

く助走期 間 を終 え、夏以降 くらいか ら積 極 的 に取 り組 み は じめ るようにな ったようです。

昭和 47年
4/22(土 )～ 23(日 )線 形 の試験 、 カ ンニ ング承認 の感 じであった。 自信 のあ っ

た のは一間のみであった。 その後、 中野、 藤 野、 松 平 とて桜荘へ。 その後 クラブ総会。 新

トレの際、 おれは全体 の装備係 とあ いな って しま った。一度 も装備係の経験 はな い。 しっ

か りや らねば な らないと痛感 す る。 そ して P,M.6:00よ り石川門下 ちん し ょう園 で

コ ンパ。 乱れ乱 れて ピールのぶ っか け あ い。 一 年 生 の奴 ら、 俺 よ り年上のやつばか りだ。

一 浪が 多かったよ うな気がす る。 そ して 2ダ会、 赤 玉へ。 そ して 3次 会、 ル・ ビア ンヘ。

釆 この線形の試験 て遅れ ていた後期 試 験 の終 了。 年上 よ りも同年 というのが正 しいよ うで

す、 ごめん。

4/27(木 )  な に もか も無 気 力cク ラブヘ 行 く気 もな い。 めん どう くさいの一 語

に尽 きる。 29～ 1日 、 山小屋 作業 、 装 備 係。 5/20～ 22日 、新 トレ、装 備係 や る気

な し。授業 をさぼ ってまてや らなけれ ば な らな いの だろ うか。

4//28(金 ) 山小屋 P.W.の Packingを よ うや く完了 した。 明 日は 8時
30分 集 合である。 1日 の午 前中に帰 る。 しか し、 土 曜 日の授業 は さぼ る ことにな って し

ま う。 月曜 日は化学実験 が あ る。薬 学 部 の女 子 の顔 が見 られ るのである。

5/1(月 ) 山小屋 を 6:30出 発 。 駒 帰 を 9:50発 バ ス、 150円 で兼六 園

下 につ く。 そ して、 2限 、 3、 4限 と授業 に出席 。 渡辺、 中野、 田中正 の面 々は残 った。

旧道 と新道 とに分 かれて登 った。 おれ は 旧道 を登 り、 高三郎 の一峰、二峰 と 2年 生 にな っ

て は じめて登 った。 かの有名 な山、 高 二郎 。 残 雪 もす こしあった。頂上 で コ ンデ ンス ミル

ク とカル ビスで もって雪氷 を してたべ た。 しか し暑 さが とたえた。 ぃつ もなが ら山小屋 て

の釜 で た くめ しは うまか った。 旧道 は オ レの切 り開 いた ところ もある。 さすがに うれ しい
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気分のす る もの だ。 白山、 北 ア、見越、奈良、大笠 もみ えた。 そ のむ こうのお いず るには
川端 たちが い って い るはず であ った。
Member  今 村 (4)、 渡辺 (3)、 竹 内 (3)、 塚 本 (2)、 井上 (2)、 清水
(美 )(2)、 亀 田 (2)、 寺 内 (2)、 中野 (2)、 田中 (正 )(2)以 上

*こ のペ ー ジに ダム よ り見 た高二郎 の スケ ッチ も一緒 に書 いて い る。

5/2(火 )   成 績表 !!  法学、体 講、 数 Aを 除 き一 応 すべ て passし た。
数 Bが 優 であ った。 驚 き !! 可は梶 先生の Englishと 歴 史 学。 菊 池先生が良 であ
ったのは不平 あ り。

*結果 的 に優は一 つ だ ったの だろうか。

5//3 久 しぶ りに散髪 にゆ く。去年 の 8月 以 来 で あ る。 少 々短 くしす ぎた よ
うだ。 明 日は帰 省 で あ る。   

′

*確 か に長 くして いたが 9ケ 月 もの間、 全 く手 を加 えなか った の だろ うか。

5/8(月 ) 夜、 川端 と田中来 る。 エ レキギ ター をな らして帰 る。 明 曰く 装 備分
け を しな くては な らな い。 何 もか もめん どう くさい。

*ほ とん ど弾 け な いな いのにギ ターは持 っていたよ うだ。

5/9(火 ) あ あ、 くそ う、 めん どう くさい c

て しま った、 今 日は ほん とうに。む しゃ くしゃす る。 1

グ、疲 れ るぜ ま った く。

*装備 分 け とは新 トレの ため だったのだろ うか。 全 く記憶 にな い。

5/10(WED)世 界初 の物理 学実験。 ヤ ング率 の項 目を少 々前 もって見 てお いたの
は よいの だが、 場 所 が ちが った。何 という困難 な実験 だろ う。望 遠 鏡 の よ うな もの をのぞ
いて、 スケール の 目盛 りを読 む。鏡 の回転 によって移 動す るので あ る。 パ ー トナ ーの館氏
のおか げ で ど うにか こうにか レポー ト完成 まで こぎつ け、 一 発 で passし たが、 時 はす
てに 6時 前で あ った。 や って ぃて、 全然理解 で きなか った もん な。 今 日の実験 は。

*必須科 目の実 験 の 内容 の一 部 まで書 いているのは ここだけ で あ る。 今 もこういったカ リ
キ ュラム にな って い るの だろ うか。物理実験 につ いては非 常 に神 経質 に な っている。

5/18(木 ) あ あ、疲 れ た。健民 公園まで走 って、 その後 装備 の仕事。家 へ着 い
たのが 10時 40分 。 もういや にな る。 しか し、 おれ は北川 隆次 に大 き く借 りがあ る。 明
日は Packing。 ま た もや遅 くな ることは必至 て あろ う。 買 い出 しは昼休 み。 その前
が装備 分 け。 足 はが たが た。 帰 りに田中正 と揚子江 で五 日そば を食 べ た のみ。

*大 きな借 りとは な ん だ ったのか不 明。

5/22(月 )  お れ に とっては初 めての新 トレ。不 安 で あ ったなべ も順 調てあ る。
2年 生 と して どん な仕事 を したであろ うか。 もっ と リー ダー を助 け るべ きで あったのか。Member P.L.宇 野潔   4年  山田廣、矢 津早 苗   3年  祖 父江直久
2年  清 水啓 紀、 大 石 恵子  1年  川村、井上、 吉 田、 山 田
高三郎 旧道 951ま で

絹 で meeting。 その後積 む、 公園下 クラブ。祖 父江、 山上、 井 上 (2)、 林、井 上
(1)。 そ して若 葉 へ。 Mr.祖 父江のお ご りであった。 ふ らふ らの状 態 で化学実験 レポ
ー トと装 備 報 告 を書 いたのであ った。

*酔 っぱ らいな が らも勉 学 とクラブ とを両 立 させ て ぃ るのか。

5//25(木 ) 夜、 啓 やん と工学部 27番 教室 ヘ ドンチ ャ
監視 がや って きたが 何 と もゆわず。

*??

錦
装 備 分 け や て ,・ ・。 ぃゃ にな っ
年 生 を連 れ て卯 辰 山まで ラ ンニ ン
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5/31(水 )

6/7(水 )

6//17へ 18
も う寝 るぜ。

6/21(水 )

本 日は休 み。 学校 の 創 立 記念 日。

2年 生 meeting。 合宿 の ことについて。中野 と問所氏 に伴 う

水曜 とい う日は ま さに最 悪 の 日て あ る。数 B、 力学、物実 とま さに

第 1回 合宿 トレーニ ングcも うわけが わか らん。 び し ょぬれ だ った。

南 ア北部 P.W.に も行 くつ も りです。 山小屋作業 に も行 きたいの

頭 がかん かん にな る授業科 目ば か りで あ る。 あ した は はや くもも くようです。 いち じか ん

め は どいつ ごで、 に しかんめはかが くです 。 ひ るか らはでん きか いろ りろんのてす とが あ

るのです。 さて どうな りま し ょう。 べ つ に これ とい ってま じめにべん き ょうしていませ ん。

*な どとまだまだ続 くのです が この辺 に してお きます。

6/11(日 )  10日 、 史上初 の献 血。 あ あ、 グ ロテ スク。 その後総 会。 その後結

団式。 その後 オ リンピア。 その後間所 宅。 11日 、 浜 川 とオ ー トパ イの りまわす。夜、 間

所 宅 か らの ビール 2本、 寺脇 と飲 む。

合宿 Member P.L.間 所  S.L.中 野  4
2 清水 (美 ) 1 大森、 平井、 堂 野、 恵 比 寿

*結 団式 は校 内でやったのだ ったろ うか。

大 田、北島  3 奥名

ですが、 日の関係 で無理 で し ょう。 一度 は こうい う こ とも否定 してお きなが ら、 つ いには

勉 強 を横 に置 いて しま うのです。 これ て正 しいの で し ょうか。大変 まよう所 です c

6//23(金 ) しか し、 あの体 育 の授業 は頭 に くる。 時間 を 10分 も延長 した上、

綱 登 りをや らせ る。 4mし か登れなか った。 体 操 は 5人 の 内に入 らなか った。 あれ だけ幸

運 で あ ったcあ す の駅 伝大会 ・・ ・、果 た して どん な結果 になる ことや ら。

6//24～ 25 駅伝大会 !!総 合 4位 c優 秀 選 手は大森 であろ う。相 当苦 しか った。

そ こで ピールは 5本 。 コ ンパ代金 300円 。 間 所 宅 で スギ ヤキ コ ンパ。途 中で間所氏か ら

1000円 出費で ビール追加。女達 もよ く飲 ん だ。 大 田氏 もいた。平井 と大森 は睡眠.堂
野 、 中野、奥名・ ・・は積 む。朝 の 5時 まで や っ た。 そ して眠 る。起 きたのが 10時 30
分 。 帰宅 して寝 た。

最近 は山へ行 くのに何 か情熱 的な もの を感 ず る よ うにな る。 ただの行 きたい という気持

ち だけで あるが。 それは 1年 生諸君 を下 に控 え て い るか らか もしれない。

6/26(月 )  最近は いい天 気 が続 く。 貯 金 を 5000円 お ろす。 その うち今 日は

3500円 使 った。 内訳 は  1.ニ ッカ  2..合 宿 トレーニ ング費  3.地 図代

4.食 費  5。 交通費  とな ってい る。

6//30(金 ) packingの 日。 ど う もいやだ。 団装 が少 しも回 って こな いの

で あ る。 これ もほん とうに困 った ことで あ る。 石 をつ めて、 ああ、 30kgに す るので あ

る。 ば か らしい というか、 こっけ いで あ る。 明 日は 雨 にな るか もしれな い。 いや だなあ。

7//3(月 ) 7月 1日  金 沢 一駒 帰 一 B.H.下   7月 2日  B.H.下 一高

=郎新道 -989peak一 金沢

1日 、 ダムをす ぎた ところで 2500円 ひ ろ っ た。 それ て、 中野、間所、奥名 の各人 と

宝 生会館 (宇 野氏 の同行 )で 、 そ して銀 プ ラ メ ンバ ー だけ で奥名氏宅でのむ、 くう。寿 司

3000円 ・・ ・。 10時 す ぎかな、 横井 氏 登 場 。 のんで も らいます。横井氏 の部屋 で 3

人 が寝 かせ て も らった。

*お 金 をひ らうの も珍 しい。 ま さか ワ ンゲル部 員 の誰 かのお金 ではなか ったで し ょうね。

7/10(月 )  クラブで遅 くな って おば さん に いや な顔 をされた。正 当な理 由は あ

るの だ。 オ レもいつ も精一杯早 く帰 って くるよ うに して い るのだが。

*ク ラブ だけてはな く、 日頃 の生活 も不 規 則 で 10月 末 に引 っ越 しす ることにな る。
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7/11(火 )   この数 日は梅 雨前線 の盛 り返 して全 国的 に大 荒 れ に荒 れて い る。 日
本 の上 に梅 雨 前線、 そ して太 平洋 とシナ海 には 4つ の台風 が存在 す る。 ほん とうに奇怪 な
天気 で あ る。 夕食 を食 ってか ら トレーニ ングにいった。腹 に ぐっ と こた えた。 そ して電通
で コー ラを飲 ん だ。 間所 氏 は 中野 と大森の代金 を もつ。 そ の後、 Leader会 らしきも
の を観 ま して、 プ ラブ ラ帰 って きたのであ ります。

*す て に異常 気 象 の現 われ か。

7/15(土 )   15日 朝、 7時 にごろん と寝、 10時 ごろ家 へ 帰 る。 あわててクラ
ブヘ行 く。 当然 の如 く、 買 い出 しは延期。 月曜 日の 10時 とい う ことに な っている。 そ し
て ワンゲル部 員 憩 いの場  "Ω "へ 行 く。間所、奥名、 宇野、 田中正、 清家、 増 田、三宅
氏 ら・・・。 そ の 後、 清 家 宅 で増 田、三宅氏 と積む。 ボ ロボ ロに沈 む。

*白 山合宿 トレ延 期、 即 ギ ャ ンブル か。

7/17(月 )   10時 ごろ部室 に行 く。 Leaderの 間 で の話 し合 いがお こなわ
れ ていた。 間所 氏 は は じめ行 かな いつ もりであった。 11時 す ぎに行 動 す る ことに決定 し
た。 そ して買 い出 し、 packing。 オ レは重量が 20kgく らい。 明 日は 7時 出発 で
あ る。 お ば さん が お に ぎ りを作 ってやろ うといって いた。 夕食 に ビール を コ ップ 2杯 も ら
う。

7//20(木 ) 天 気 は上 々。顔 が真 っ赤 にな った。 よ う焼 け た。
め もよか った。 さす が ・ ・・ っ。 明 日か ら帰省 しよ うと思 う。 25曰 く
で ある。 帰 りに ジェ ネ で奥名 様 に ビールをお ごって も らった。

*結果 と して全 パ ーテ ィ砂 防、 南龍 の同一 コースとな った と思 う。

御 前峰 か らのなが
らいに来 るつ も り

7/25～ 26   A.M, 11:00よ り買 い出 し。 P.M. 7:00間 所宅 でコー
ス説明会。 A.M.0:00例 によって 4人 が残 る。 ああ、 こん な時 にま で麻 雀や って も
よいで あろ うか。 A.M.3:00奥 名氏 に乗せて も らって彼氏 の下宿 に到 着。 A.M.
11:00帰 宅。 そ して P,M.2:00パ ッキ ング、 割 合 早 か った。 35kg前 後 にな
る。 そ して矢津 嬢 に運 ん で も らう。 そ して渡辺 Partyを 盛 大 に見送 る。 明 日の朝 5時
には松縄、宇野 氏 ら、 そ の あ と我 々、 三宅、坂尻氏 らがゆ くので あ る。

*コ ー ス説 明会 とは どん な こと してたのか。特 に飲 ん だ と も書 いて いな い。

8/4(金 ) Member P.L.間 所新一  S.L.中 野 淳 一
4 矢 津早苗  3 奥 名 正 啓  2 清水美智子  1 大森 克成  平井幹 男 堂野外 巳明
恵比寿 泰子     帰 って きたぜ。 一番 よか ったのは薬 師 や黒 五 か らの水 品、赤牛 らの眺
めであろ うЭ槍 も人 が 多 いc去 年 はほん とうに少なか った と思 う。 スタ ンプ もた くさん押
して きた。大 天丼 では雷、 風、 雨 で,や られて、 小屋へ避 難 した。 素 泊 ま りで 1000円 で
あ る。 大 天丼 で は水 が な か った。 中房 か ら有明までは taxi。 この方 がバ スよ りも安 く
あが るの だか らお も しろ い。

8//5       P. M. 1:00
行 った。

*水 晶 は 翌 年 め ざす こ と に な る。

PARKで 反省会。 その後 4人 で 公 園下 ク ラブヘ

8/7(月 )   A.M.lo:00よ り反省会。 Po M.2:45終 了。 その後、大
森 と 2人 で合宿 の装 備 の整理 。 平井 と恵比寿 と堂野 の奴等、 何 を して るのか。 P.M.7
:00山 内宅 で 2年 生 meeting。 酒飲 んでペチ ャクチ ャ。 0::45帰 る。

*全 体 の反 省会 か ど うか覚 えて いな い。

8/10(本 ) ス タア劇 場 へゆ く。 そ して 10時 前に
'尋

宅c久 しぶ りの天 気 図 をとっ
てやったc川 端 の やつ シ ュ ラフ とザ ックを取 りに来なか った。 お か げ て ズブ濡れ である。
部室へ行 った ら赤 牛 P.W.の 準備 中であった c

*状 況 か らす る と夜 中 に シュ ラフ とザ ックを部室 まで持 って行 った ので あ ろ うか。
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) 部室へ計画用紙 と南 アの ア ルパ ィ ンガ イ ドを取 りに いった所、 ち ょうeaderと す る トレッキ ングの連 中が 帰 って きた。沈殿、 沈殿 で予定は大
。現在、 白山には上馬、 南保、 間所 氏 と川端 らも入 っているが、 ほ とん ど沈
い。

*南 ア北部 P,W。 のため少 々勉強 しよ う と して ぃ る らしい。

8/15(火 ) 毎 日、 毎 日暑 い !午 後 部室 にて ブ スゃ装備 の点検 をや ったっ点検 の最
中 に焼 きそば を作 って食 った。 田中正 が や って きた。 おれ は 30円 しかなか ったが、彼 の
お ご りでみか どへ行 って ミルク小倉 フ ラ ッペ な る もの を食 った。 それか ら彼 あパチ ンコ を
見 に いった。 4時 30分 頃か ら部室 で ごろん と横 にな った。 5時 す ぎだったか、り|1端 が 自
山か ら帰 って きた。オ レのザ ック とシュ ラフ も持 って きた。 中野 との連絡が とれな いので、
川 端 に残 りの地 図 も借 りることに した。 明 日は買 い出 し、 パ ッキ ングである。東京 ス トア
で買 う らしい。

*8/10と 関連 して、私 の シュラフ、ザ ック を貸 して いたのか ?P.W。 の記録 をみ て
も川端 が 自山へ行 って いた事実 は見 つ か らな い。 地 図 は もち ろん南 ア。

8/17～ 24  南 ア北部 P,W.=ナ ポ レオ ンの ための P.W.塩 見一山 7000円 。
同 じコース往復。 Member 西 村、 増 田、 三宅、 亀 田、 大森
24日  茂六 にて Po W.の コ ンパ 。 その後 オ リン ピアヘ。

*パ ーテ ィ名 はオール ド.8/20、  21と 北 荒 川 で沈殿 。 5分 の 1ほ どしか消化せず下
山。 テ ン トの中で トラ ンプば か りで あ ったが、 ま こ とに楽 しい Po W。 でぁった。亀 田、
大 森 と共 に翌年再挑戦。

メンバーは3回生3名、

2回生2名、1回生 1

名。うち最年長が1回

生という訳で「ォール

ド」

8/26     母 か らの手紙。「 ポル の死 」「 俺 の友 人 が一人減 った」

*小 学 5年 の ころよ り飼 っていた愛犬 の こと。 いつ ま で も野性味 を失わなか った犬 であ っ
た。信頼 で きる、 自然 につ きあえる友 で あ った な ど と述懐 して いる。先祖の墓参 りもかね
て 9月 2日 に帰省。

9/4(月 )  帰 りに部室 へ寄 った ら、 増 田氏 が いて、 明 日バ イ トをや らないか とい
わ れ て、 なん な く承認 した。彼 の下宿 へ 12時 ごろ行 けば い いそ ぅなのであ る。

9/5(火 )  12時 ごろ増 田氏 の下宿 へ 行 く。 迎 えの車 が来 ない。ぼんや り待つ。2時 前 に来 た。 そ して内灘のほ うへ行 く。 ソフ トボ ー ル大 会 のテ ン トの撤収 であった。 重
た いテ ン ト、 ポール、 イス・・ ・。 5時 前 には終 わ った。 しか し、 テ ン トやポールは返 却 」
せ ねば な らな いのて、 1時 間は ど車 に乗 った りして、 や っ と 6時 に終わ り、 上諸江 か らバ
ス、 バ スで帰 る。

9/6(水 )  物理実験 では中野 と共 同で あ った。終 えて部室 に立ち寄 る。北川隆 次
が 一年 生 4人 と 2年 生 3人 にお ごる。 "み か ど"へ 。 The 3th 白山ベル クハィ ムP,W.の Memberが 決定 して いた。 高村、 増 田、 金森、渡辺 (和 )で ある。現在 の
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所、 部室 には P.W.の 大盛 り。思 い出せ る所 をあげてみ る と、 まず、 自山 一ベ ルクハ イ

ム、 上 高地、 秋 の 自山、 常 念 山脈、朝 日連 峰、森本川、 八重 山、 五 箇 山、 八 ケ岳、 それ に山

小屋作業 と非常 に多 い。

9/7(木 )  午 後、 専 門 さぼ る。 間所氏 と ミカ ドヘ。 その後 、 増 田氏 とル ・ シ ャ ト

ウヘ。バ イ トの金 入 る。 5時 よ り自山一ベル クハ イム ミーテ ィング。 食 料 係 にな る。 だ ら

だ らした話 で頭 に来 た。 軽量 化 をはか らねばな らな い。 それ に 8泊 9日 、 子 備 日 5日 とい

う長 さ。 最大 の 山行 にな るか もしれ ん と増 田氏 もいってた よ。

*ど う も ミーテ ィングは苦 手 らしいが、義務感はある模様。

9/8(金 )   体 育 の時 間。 また もや当て られなか った。 3時 25分 ごろ よ り始 ま

て、 4時 10分 ごろ終 わ った。 信 じ られない。 5時 よ り 2年 合 ワ ンの meeting。
料 の係 に啓紀 と と もに指名 され た。

9/12     今 日、 オ レは大 schockを 受 け た。 と う と う言 われ た。 下宿 を変

われ と。 朝 は遅 い し、 晩 も遅 い。 が つ くりきた。来月 まで に何 とか しな くて はな らな い。

田中の所 が 3畳 で あ いて いる という。 これ か ら相談 に行 って来 る。

9//20(水 ) き ょうでやれ やれ物理実験が終了 した。 12回 の実 験 をや ったが何 の

成果 も残 らな か った よ うだ。 5時 過 ぎか らP.W.の Meeting。 そ して電 々に飯 を

食 べ に行 った。 高村氏 が 言 って いた。 もうす ぐ新 トレじゃな いか と。 そ う もうす ぐであ る。

俺達 2年 生が Leadershipを とらなければ な らな いので あ る。

つ
食

*自 分 には Leaderは つ とま らな いだろ う

な どと述 べ て い る。

9/29(金 ) 一応 試験終 了。 中野、藤野、 松平 とで cherr
ろか ら引 っ越 し。 ま あま あ落 ち着 く。

*文 章 か ら判 断す る と 9時 とは夜 の 9時 か。小立野 1丁 目の下宿 の 3
様。後 に部屋 は か わ るが 4年 半 ここで暮 らす。

10/ノ 1(日 ) 朝 6時 30分 部室 へ。 1年 コ ンパ の残 留 党 が数 人
へ。 7時 47分 のパ スで二俣 へ。車掌 が切符 を 2枚 くれ た。 1枚 も う
ングで あ るが きつ か った。 地蔵 峠ま で。 ほん とうに初体験 の ブ ッシュ

歩 いて いた。 地蔵 峠 までゆ くと、 国見、黒瀑、鳶岩 等が よ く見 られ る

チ で見上。バ スの なか て はね む い、 ねむ い。 そ して部室 では しば ら く

山小屋作 業 はパ ッキ ング完 了 で あった。

*9/30に 中野 宅 で 2年 生 10名 ほ どでコ ンパ らしき もの を催 して

飲 まなか った と して い る。 増 田氏、 風邪気味で不参加。

10/2(月 ) しか し今 日の買 い出 し packingは 疲 れ た。
それ て明 日の 出発 は明後 日にな った。頭が重 い、 熱が あ るよ うだ。 明

快復 にむ かわ な ければ お れ は ア ウチ か。 アウチ にはな りた くな い。 オ

*高 村、 増 田氏 は松林 氏 と共 に 9/28～ 29に 三方岩岳 ヘ デ ポ に行
私 だけでな くみ ん な も疲 れ てお り、 この時点で 10/4出 発 にな って

10/3(火 ) 何 か と ごた ごた して、大手町病院へ。 高 村氏 に金

注射 1本 と薬 4日 分。 少 しは楽 にな った気がす る。熱 がな いの に (3
ように感 じて しま う。結 局、 明 日出発 とい うことにな った。

*明 日の出発 を前 に全 員 の体 調 もギ リギ リの所 で持 ち こた えた よ う。

度 4分 くらいて微 熱 は あ ったのか。

10/15(日 )ほ ん とうに大 P.W.。 兼 六園下か ら始 ま って一
へ。坂尻氏 らと も ワ ンゲル平 で あ う。 BergHeimで は 山 田氏 の

生 の old。 西村、 上 馬 の各 氏 に も出会 う。 ほん とうにがん ば った P
は よ く走 った。 ダ ムか ら駒 帰 の少 し前まで。部室 に誰 もいな か った の
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yへ 。 そ して 9時 ご

畳 の部屋 に入 った模

い た。 着替 えて橋場

け た。 さて トレーニ

。 もうふ て くされて

。 地 蔵 峠 か ら 1ピ ッ
ぼ け っ として いた。

い るが、 珍 し く私 は

み ん な もそ う らしい。

日の うちに少 して も
レは燃 えて い る。

って も らって いる。
いたの ですね。

を借 りて 1650円 。
6度 4分 )の にあ る

現 在 私 の平熱 は 35

周 して また もとの所
差 し入 れ の酒。 8期
。 W. 。 しか し今 日

が寂 しい。北ノ‖がコ



― ヒー をお ごって くれ た。川端 がお っ こち た ら しいc Bushは ぇ らい。笈、 大笠、 仙 人
窟 ・・ ・。分速 8m。 水は 100cc。 熊 の巣 平、 岩 底 のキ レッ ト、奈良岳 池増 ・ ・。
大 笠 の ピー ク直前で 目をついて しま った。 現 在 充 血 中 であ る。 ヘルメ ッ ト様 々の感 じで あ
っ た。 明 日の発表、 さて どうな るか。

*沈 殿 2日 を含む 11泊 12日 。発 表 とは もち ろん試 験結果 であろ うが、 16日 は 日記 も
つ けてお らず。

10//24

*??

運動部委 員会 に managerの 代理 と して出席 した。

10/29(日 )土 曜 日は総会が あ った。 間所 氏 が予 想 どお り部長に立候補 した。 き ょ
うは、 引 っ越 しを した。 さすが 8畳、 だだ っび ろ い感 じがす る。

10/31(火 )実 験 をいい加減 にす ませ て 中野 と と もに部室へ行 く。果 た して 2年 M
eetingあ り。食料係のチ ーフ だ。 明 日は 工学 部 の運 動 会。 といって も俺 は買 い出 し

にゆ かねば な らな い。

*工 学 部 の運 動会 には、三悪競争 (酒 を 1合 飲 ん で、 タバ コ を 1本 吸い、麻 雀牌 を積 む )

とい うのが あ リー度参加 した ことを覚 えて い る。

11/1(水 ) 買 い出 しをす る。 そ してパ ッキ ング らしき もの もす る。我がク ラプ の

新 執 行部 ではオ レを装備係 として用 い る らしい。 あ ま り乗 り気 じゃないがな。 しか し、 以

外 と体 が もつ。 たった睡眠 2時 間で あ るの に。

11/5 3日 ～ 5日   2年 合 ワ ンc俺 の最 高最 大の悪乗 り山行 にな るか もし

れ ぬ。 食 料係 としてのチ ョンポ もあ り。 前高二 郎 ま で富 大 の織 田君 と 2人 だけで行 った。

*少 し羽 目を外 しす ぎたようだった。 我 々が ワ ンデ リング中 に他 の人は何 を して いたの だ

ろ う。 もう 1人 気 のあった福大 の平川 君 は後 に再 登 場 。

11/11(土 )P,M.3:00よ り総 会。 間 所 氏 の新 執行部の方針 が打ち出 され る。

俺 は装 備 係 に任命 され た。 P,M.9:00ま て長 び いたち

11/15(水 )2年 Meetingへ 行 く。 法 文校 舎 の 4階 に部屋 を とった。 6時 か

ら 9時 までま とま りのない話 を して終 わ る。

*こ の辺 りのMeetingは 冬 山関連 か ?

11/18(SAT)P.M.5時 す ぎよ り歓送 登 山 つぶ れ の残念 コンパ な る ものが、 旧

生 協 の一 階 で シー トをひいて催 され た。 あれが 4年 生 を送 る とい う感 じのコ ンパ であろ う

か 。追 コ ンとまった く同 じ形 にな った よ うで あ る。 20人 ば か り香林坊へ行 く。一方 は金

森 、 もう一方 は亀 田が肩 をか して くれ た。 1時 間半 ほ どいた らしいが、 そ して こん どは、

一 方 に小 林、 もう一方に亀 田。 小谷氏 宅 へ 17人 ほ どの りこむ。

11/19 午 前 1時 ごろ 1年 生 は全 部 帰 っ た。 残 りは、牧野、 大 田、 今村、 松

林 、 宇野、井 上、 小林 てあった。井 上 はそ うと うに ま いって いる。 その後、 小谷、辰野、

岡崎、 松縄氏 が来 た。松縄氏宅 に とめ て も らっ た。 12時 ごろ帰 って くる。 あま りにい い

天 気 な ので工学 部の 4階 まで登 って、 白山、 高三 郎 、 大 門 をみ る。

*ま ず は宿主不在 の所 に上が り込 ん だ らしい。 工 学 部 か ら白山見 えましたつけ。

11/26(SUN)昼 過 ぎよ り本 部 へ い って み る。 かな りの模擬店が立ち並んで いた。

め ざす は"Z"。 50円 券 でコー ヒー とシュ ー ク リー ム をいただいた。 部室へ行 く。誰 も

いな い。 しば らくす ると井上徹 と能 美 。 金 が 200円 しか なか ったので井上 に 500円 か

りる。 即パチ ンコ。少 々でた。 5時 す ぎ井 上 に あ っ た ら金 を返 そ うと思 いなが ら歩 いて い

くと、 ち ょうど出会 ったので返却。 部室 に行 くと岩 田氏、 鈴 木氏、 それ に高村氏。岩 田氏

に最近 お まえは顔 をあげたなあ といわれ た。

*や っ とみん なに名前を覚 えて もらっ た とい う こ とか。
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11/29(WED)午 後 さぼ り。 とい うのは いつ もの ことであ るが、 ウィ ンパ ーの注 文
の ため寸法 をはか らねば な らなかった。井 上徹 と小間 の 2人 で援助 して もらって無事完 了
した。 ホ リイケ まで注文 しに行 った。予算 は 7～ 8万 円で あ る。

*ウ ィンパ ーはォーダーメイ ドだったのか。

11/30(木 ) 電磁 気演習 を終 えて (何 の こ とか さっぱ りであったが )Leade
r会 へ ゆ く。 最近 は寺 口によ く乗せ て もらう。 6時 20分 ごろて あったろ うか。 うま く予

算 にで くわ した。各係 の予算 案 の話 が続 く。 だん だん と人 数 がへ り、最終 的 に残 ったのは

間所、 高村、 西村、石 田、 宇野、南保、 川端、 山 内、 中野 の面 々。終了 は師走一 日午 前零

時 。信 じ られ な い。

12/2(土 ) 午後、 総 会。執 行部 の連 中 も頭 に きて いたが、俺 も頭 に来 た。 ほん

と うに出席 者 が少 ないのであ る。特 に 1年 生 だ ろ うか。冬 山の参加 者 もあま り増 えて いな

い。総 会 が終 わ って、塚 本 と北川 と 3人 て ホ リイケヘ 行 ったcそ こて ピッケル を注 文 し、
ロ ングスパ ッツ を購入 した。 まあ、 一応 格 好 はつ くの ではな いか。井上徹 に装備 のサ ブ を

や って も らう ことに した。 明 日午後 よ り部室 の整 理 を行 う。 北川 もやって くるそ うだ。 ほ

ん と うに あ りが たい。

12/9～ 12/11(月 ) 荒 島岳初 冬 Po W.  南保、 田中正

9日 、 中野宅 に正 と行 く。 金 沢駅、 午 前 2時 33分 発、 急 行 (北 国 )で 福井 へ。 そ こで 3

時 間ば か り待 ち、 6時 45分 発越美北線 に乗 る。 7時 34分 勝 原 着。快 晴 にな って しま っ

たc睡 眠不足 のおかげで腰 が痛 い。死 にそ うにな って しゃ くなげ平 に着 く。 12時 15分
ごろ。 そ して昼 飯 を食 って、 い ざや ワンデ リング。 1時 間 ほ どで荒島岳 ピー ク。荒 島 とい

う山、 か な り見せ場があ る。 さすが 日本百名 山の一 つ、 独 立 峰 なのであ る。 ピーク付近 は

雪 も しま って い る し、 エ ビの しっぽ が非常 に多 い。 真 っ青 の空 と真 っ自の雪 山c夏 テ ンを

張 る。 次 の 日 7時 40分 起床。 また もや快 晴。 10時 40分 出発。 スキ ー場 に着 いたのが

12時 30分 ごろであったろ うか。 1杯 70円 の イ ンタ ン トカフ ェを飲 む。 13時 46分
発 の で福井 へ。 これか らが大変。「 平川 」 をよん だの だ。彼 の車 でまず大学 へゆ く。 部室

を見 た りす る。 そ してパ スで駅 前へ。 ま だ飲 む のは早 い とい うことで喫茶店 へcそ して次

第 に飲 ん でゆ く。

回 った所     1.銀 座茶廊  2.大 番  3.丸 美 屋  4.寺 前

6.あ るスナ ック

5.選 挙事務 所

さて大 変。 南保 氏大悪乗 り。朝 日の記者 だ とか いって選挙 事務所 でイ ンタ ビュー した り。

ま た一升 瓶 を いただいた り・・ ・。汽 車 はな くな る。 11日 、 午 前 1時 55分 の きた ぐに

に一応 決 め る。 しか しだめだ った。 線路 のそば の あ るスナ ックで 自熱。 いつ まで も終 わ ら

な いの て正 と と もに北国 にの った。 部室 へ着 いたの が午 前 4時 ごろ。一人 で寝 た。 10時
ごろか らぼ つぼ つ人が くるの で起 きて いる。 そ の後 生協へ行 って驚 いた。南保氏 がけ ろ っ

と して いた。 ル ・シャ トウで コーラを も らう。

*ち ょうど議 員選挙の投票 日だった よ うだ。福井 市 内 の ワ ンデ リングもPo W.の 行動 記

録 と され たの だ ろ うか。バ ラバ ラ,て 帰 った P,W.、 これ ほ どの予定 91・/行 動 の覚 えは他 に

は全 くな い。

12/12(火 ) 6時 ごろ よ り電 々て Po W.の 簡単 な反省会。 その後 2年 Meei
ng。 新 2ト レ (ど んな名称 にな るかわか らな いが )の ことにつ いての話 で あった。何 か

し らま とま らなか った ようだ。 合宿委員会 も作 る時 期 で あ る。塚 本 の話 によ ると ピ ッケル

は到 着 した よ うだ。明 日購入 して こよ うと思 う。 明 日は臨時総会 あ り。 部費半期分 120
0円 を払 わ な ければな らな い。 ピッケル を買 うと一銭 もの こ らんので少 し待 って もらお う

か 。

*合 宿 委 員会 って前年か ら組織 して いた

の だ ろ うか。

12/16(土 ) 部室に行 く。やがて北川や英や林が来た。北川 と生協で飯を食 う。

13:30よ リウィンパー設営訓練。案外、冬山以外の参加者 も多 く大成功であった。そ

の後 C隊 で天気図講習会 らしきものをや り、珈琲館へゆ く。そこでいろいろの話がでる。

合宿、新 2ト レ。果たして俺にLeaderが 務まるかどうかである。

12/20(水 ) 本 日は冬山 attack隊 と 1年 生 と別れて トレーニ ングがなされ

た。三宅氏の トレーニングはきいたきいた。明 日は電機器のテス ト。 A.M.1:00ご
ろまで寝 た。勉強 しだしたのが 2時 。現在 5時 30分 。 これか らまた寝 よう。
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12/21(木 ) 冷 たい雨 の降 る金沢。 ウ ィンパ ー をホ リイケ よ り取 って くる。 2年
Meeting開 催 さる。 合宿 委 員 会結成 。座 長 川端。新 2ト レチ ーフ、 サ ブ決 定、 中

野、 清水 啓。 工学部の学生係へ 行 って トラ ンシーバ ーの件 を話 さねば な らな い。 明 日は買
い出 し、 あ さってパ ッキ ング、 その次 の 日出発。

12/30(土 )  24～ 29 冬 山大師道 付近 つ いに成 って しまった 20才 。 何 かぼ

うっとして いる。 Member C tt P.L.高 村、 中野、 北川、川村、井 上、 橋 本

冬 山 とい うよ り春 山の ような感 じ。 ラ ッセル、 吹雪 な し。 コースタイム もせ いぜ い 3時 間。

楽勝 の ようで あ った。 それ につ いて い る attackの 日だけ、 ま さに快 晴。 ほん とうに

楽 しい、 そん な 山行。 それ にま ちが って も、 もうな いような 20才 の誕 生パ ーテ ィを中 ノ

平 の小屋 でや って もらった。 こん な平 凡 でな い、 考 え られ な いような ことが大 自然 の雪 の

中で行われ たので あ る。増 田氏 と奥 名 氏 か らの cakeo P.L.の もって きた HiHi
Nikka。 は じめの うちはの らなか ったけれ ども、 いや格 調が高す ぎたのであ る。 ロシ

ア、 ドイツ、 フ ラ ンス語 の独 唱 が飛 び出 した。 そ して 2年 合 ワンの掘 り出 し物、 ジ ャジ ャ
ジャジャ ンオ ウーが とびだす。 29日 、 15時 50分 金沢着。 ブーチ ャ ンでパ ーテ ィの コ

ンパ な る もの あ り。 10時 30分 ごろ若葉 へ行 く。 A隊 はまだや っていた。川端 が一番 乗
っていた よ うで あ る。 11時 40分 ごろで る。 その後、俺 の下宿 て松 岡、川 端、 中野、 小

林 で きわ いだ り、麻 雀 した りした。 ま た来年 あ いま し ょう。

*山 行 の ことは よ く覚 えて いな いが 中 ノ平 の小屋 は非常 に立派 であった との 印象 が あ る。
12月 25日 、 20才 にな った。

伏拝から経ケ岳

アタック。この

はこんなに雪

があった。現在

の、経ケ岳、荒

島交互の冬合宿

の先駆けとなっ

た冬山準合宿。

昭和 48年
1/8(月 ) 部室 へ行 った ら高村、 南保 の両 氏居 る。 ほん とうに高村氏 とは よ く

会 う。 高村氏 は学 生部 のテ ン トの こ とで有 沢商 会へ行 くので俺 も行 く。 商談 を して喫茶店

へ はい る。 そ こで 2時 間以上 も しゃべ る。 もうす ぐ楽 しい学校が始 ま る。 医王山成 人式 P.

W.、 何 の係 りもなか った。 今年 の正 月は一滴 も酒 を飲 まず。何 や し らん今 は疲 れ 気味。

1/10(水 )  塚 本が春 に笈周 辺 や らん か とい う。 まあや るとい つてお いた。 新 2

トレも近 い。 新 2ト レの終 わ るま ては勉強 が て きな い と誰 かが言 って いた。

1/11(本 )  授業 開始。 いや にな る。特 に電磁気演習では頭 の善 し悪 しが 日に見

える。 6時 過 ぎ反 省会場 へ。 8時 す ぎ終了。 9時 よ り山内宅 で 2年 Meeting。 何 や

らだ らだ ら。 全 員参加、 医王 山  5party、  road 2party。

*新 2ト レの ことだろ うが、 roadも 計画 されて いたのか。

1/17(水 )   13～ 15 医 王 山成 人式 P.W. 何か し らお もしろい面 々。

坂尻、 宇野、 高村、 塚 本、 中野、 立浪、 渡辺、 恵比寿。激 しいラ ッセル を処女雪 に与 え、

月光の下 で もが いた。腹 もす いた。 何 か冬 山以上の成果 もあ った。 さて話 しはか わ る。我
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々 2年 生一 同は連 日朝 帰 りを繰 り返 している。 今 日は 1、  2年 Meeting。 完 全に敗

北 した。

*敗 北後す ぐにMeetingも や っているが、個人的 には あれ ほ どの理 論 的 らしき 1年
生 を連 れ て い くのは あ ま り気 がすす まないといって いる。

1/18(木 ) 昼 12時 30分 起床。 5時 30分 ごろ 部室 へ。 追 コ ン執 行部、増 田

氏、川端、塚 本 と共 に Parkへ 。追 コ ンの贈 り物 にはカ セ ッ トテ ー プ らしい。 それ でそ
のための TAPE RECORDERの 数 とか所有者 とか決 めて、 一応 追 コ ンの概 要 をみ
た。川端 に司 会 の事 項 を考 えておけ といった。 あせ るなあ、 司 会 をや るなん て。 Par・ k

に一年生が いた。 話 しを した い と・・・。新 2ト レの ことにつ いて 8時 30分 まで議論 じ、
一応我 々が説 き伏 せ た感 じとな った。

*追 コ ンの贈 り物 って カ セ ッ トテ ープだったのか。我 々の時 は何 だ ったの だ ろ う。

1/19(金 )   2年 M
ember分 け まで 2年 生 と し tingの

場所移 動。 山 内宅～ 中野 宅 ～ 小 林宅。 一応 m
しては終了 した。 明 日の総会 で も発表 す る。 医 王 山、 全員参

加 の ことを。

1/20(土 ) ネ クタイ しめて出動 となった。 1時 30分 よ り総 会。集 ま り悪 し。
新 2ト レの こと もす ん な り通 過 した感 じ。川端 と共 に 5時 前 に大 和 へ。 テ ープ レコーダー
の設置 な どを完 了 させ る。 6時 す ぎよ り追 コ ン開始。 司会役 ・ ・ ・、適 当 にや ってお く。
8時 す ぎに 1次 会終 了。 少 し後始末。執行部の連 中 も居残 った。 川 端、 金森、 塚 本 との 4
人 で走 りまわ り、 や っ と蛇 の 目で矢 津、大 田、今村各氏 を見 つ け る。 20人 以上 いただろ
うか。 10時 30分 ごろ でて、 ブラブラい くと蛇の 日長町店 で 山 田、 牧 野 、 間所、 宇野、
増 田、 高村、 坂尻 氏 ら・ ・・。 金森 と 2人 での りこむ。 そ こ もや が てで て、 エ ンゼ ルの前
で川端、 正、塚 本 と一 緒 にな り間所氏 らを追 う。矢津氏 につ いて い たの だが、 間所、坂尻、
宇野氏 たちがサ ン トリー ケ ラーにいたためにの りか え。川 端 と 2人 で い った。 そ こを 2時
す ぎにでて広 小路 のオ ールナ イ トの喫茶へ。 そ こで 6時 30分 ま で いた。 の こって いたの
は宇野、 川端、林、 井 上 敏、 紺矢、 小間、 山田和。 そ して、 宇野 、 井 上、 川端、小 間、 山
田和 とともに内灘 へゆ く。 ね む いね む い、サ ッカー した り。 家 へ 帰 って きたのは 11時 前。
大門、 見越 、奈 良、 大 笠 等 が よ く見 えた。

*ネ クタイは 同 し下 宿 の連 れ か ら借 りていった として いる。 今読 み返 してみ る と、 漠然 と
ではあ るが、 こうい う状 況 て確 かに朝早 く内灘へ いった記 憶 が舞 い戻 る よ うです。

1/24(水 ) 午 後 は例 によって きぼ る。 ホ リイケヘ 行 く。 ウ ィ ンパ ーの伝 票 と新
2ト レで ウ ィンパ ー を借 りられ るか どうかを聞 く。 6時 す ぎ よ り 2年 Meeting。 コ
ースを決定。 自信 は ま るっ き りない。

1/25(木 ) L会 出席。,2年 の P.L.敗 北。 昨 日のMeetingが いかに感
情的で あ り、 弱 い もの で あったか痛感 した。 コースに関 して特 にそ うで あ った。 Lead
e rと い う立場 を考 えて み るに、俺 だけの力で どこまでやれ るか て あ る。 コーみの変更 も
あ りうる。

*諸 先輩 方 を前 に L会 で は十 分脅か され る

のであろ う。

1//27～ 28
で飲 み歩 き。 P.
ケ ラー  A.M.
げ 出 して きた。

*こ の新 2ト レに関す るMeet
た らよいのかな ど と書 いて い るc

ngで 少 し事務的な ことを決 定 。 夜、 辻 田 と田中 の 3人
at しなの  A.M. 2:00 at サ ン トリー

マ リア ンヌ→ くわせ もの で あ る。在 金 全 部 はた いて逃

ingは 初めて 自分 が もっ た もの で、 前 日には何 を決 め

辻 田、 田中は虎姫高校 出 身。
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1/29(月 )  もうク ラブ しかないのか。 5:00よ りMeeting。 4人 しか

集 ま らず。井 上 が 吐 きや が って貧血 まで起 こした。 その後、 2年 Meeting。 コース

再検討。 その他 Meetingの ことや、沈殿 日の こと。 英 が乗 せ て くれ た。 同乗者、 立

浪、亀 田。 明 日、 川 端 と英 に見上 まで行 って もらう。
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1/30(火 ) 午 前中は寝 て いた。 5:30ご ろ よ りMeeting。 2年 は俺 だ
け とい うま ことにいかんな ものてあ った。 珈 琲 館 で し もふ り会の話 を聞 く。春 山の事 で あ
る。 テ ス トを 2日 後に控 えているの に、 こん な にの ん び りして いて よいのだろうか。春 山
の attack pOintは 御 前峰 らしい。 大汝 で よい とい う声 もある らしい。

2/1(木 )   果 た してで きず、 電磁 気。 tt L会 へ。 最初、 春山の事。大汝か御前
峰 か。結 論です。 その次やっ と新 2ト レ。腹 は減 る減 る。 頭 に来 る。家へ帰 って きた ら 1

2時 前 で ある。

2/3(土 ) 授業 はでなか った。 生 協 で散 髪 。 1時 30分 ごろ橋場行 きのバ スに

乗 る。 総 会の場 の B8ま で 2人 で行 った。 総 会 で は春 山が もめた。御前峰か大汝か。 Le
ader会 へ さしもどしとい うことにな った。 総 会 の後、 partyの Meetingを
珈 琲 館 で やった。

2/12(月 ) ぼ やっ として い る うち に もは や 12日 cま す新 2ト レの偵察が大 き
く控 え、 その後 工数試験。 ほん とうに不 安 だ。 忙 しい時 か と も思 う。昨 日は 自山大縦走 P.
W.に 名 を記 したが、 今 日消 して きた。 山小 屋 作業 で もや ろ うか と思 うのである。珈琲 館
で partyの Meetingと 4月 の P,W.の Meetingを や った。

*こ の間 も当然 なが ら トレーニ ング、 2年 Mё eting、 L会、虎高追 コ ンや弟 が訪 ね
て来 た りで忙 しい。

2/13(火 ) 例 によって部室 へ6し か し誰 もいな い。 5時 す ぎには どっ と押 し寄
せ て きたが・ ・・。宇野氏の話 による と今 の P,W.は 少 々や りす ぎだ という。 ほ とん ど
が春 山経験者 に限定 され る。別 山、 白山大縦 走、 大 笠 ・笈、 白山 しょうよう・ ・・。 面子
をみ てみ るとほ とん ど同 じ奴等。 ああ、 そ うだな あ と俺 も感 じた。皆が行け るところ もや

りゃな あかん。俺 はまあ 5月 には山小屋 で もゆ く。 新道 の整 備 で もやるぞ と思 って いる。
とい う ことを西村 さん に もらした。 一度 も らす と も う後 へ は ひけな いであろ う。 6時 ころ
よ り珈琲 館 で シモフ リ会 の話 を聞 く。 現在 の状 態 で は春 山 も規模 を縮小 しな くてはな るま
い。 最近 のクラブ活動はなにか盛 り上 が りが な いの で はな いか。新 2ト レもなにかバ ラバ

ラ。 春 山なん てのはほ とん ど意識 され て いな いでは な か ろ うか。

*5月 に山小屋へ いったかは後 の楽 しみ。

2/15(木 ) 一 日中の どか な 日て あ った。 L会 に出席す るつ も りはなか ったが、

俺 を混ぜ て人数がわずかの 6人 。 ミカ ドて開 かれ て い た。 いまなお春山は もめる。現在 の

状 態 で は 4PARTYは 確実。 昨年 の よ うな形 態 に はす ま い として、 いろいろ問題 がでて

くる。 明 日は偵察 のため いろいろと準 備 しな けれ ば な らぬ だ ろ う。 それ にアイゼ ンの件 で

ホ リイケまで行かねばな らな い。 ク ラブで 3台 、 坂 尻 氏 と中野、 それに破廉恥 に も俺 の分

も、 計 6台 注 文す る。

*ど うい う内容 か思 い出 しもしないが、 春 山 とい うの は よほ どもめていたようてすね。

2/16(金 ) 午後ホ リイケヘ 行 く。 ア イゼ ンの話。 taniの 10本爪 6つ 。 ア

イ ゼ ンなんか買 う必要無 いのであろ うか。 6800円 也。 しか しカ ッコイイか らな。 と こ

ろが ア イゼ ンはいてチ ョンポや って も破廉 恥 だか らな あ。 ま あ、 あま り使用す る品 じゃな

い。 もったいない とい う気 もす る。 あす偵 察。 工 学 部 前か ら乗 る。食料 は井上 にまか した。

考 えてみれば 面倒 くさい話 だ。

*ア イゼ ンは何 回使用 したか記憶 に もな いが、 今 て も朱 色 の極彩 色のままで手元にある。

2/17(土 )

夏 道 の取 っつ きmiss。 少 しもどる。 612Pよ り続 く peakへ 直登。 12:00
peak着 。 登 り切 ってみ るとひ どい bush。 沢 を行 く方 が よいか と思 って下 る。沢 は

当然 だめてあった。 13:00 下 山決定 。 一 応 見 上 へ行 き、 時間があれば夕霧 まで行 く

こ とに した。折 谷でち ょうど金森、 山 内が帰 るの に て くわ し、ザ ックだけ運 んで も らう。

見上着 15,00。 しか し林道 は ラ ッセ ルの必 要 あ り。完 全 に下 山 と決定。金森 は 14個
の わ かん とザ ックを積 んで帰 る。医王 口ま で トラ ックに乗せ て もらう。部室着 16:55。
ち ょう ど雨が降 り出す。 しか し今 日は しん どか った。 road、  roadで ある。井上 と

珈 琲 館 で 8時 す ぎまでぼんや りして いた。 中野 と小林 は夕霧 まで行 ったのであろ うか。 ほ

ん とうに今 日は もう行 く気は しなか った。 bush、 bush・ ・・。 726も まだま だ、
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ま して奥 医 王、 夕霧 なん て と うてい無理 と思 った。

*医 王山 に関す るい くつ かの地名 も今 とな ってはほ とん ど位 置 関 係わ か らず。

2/20(火 )  今 日で一応実 験 は終 了 した。 6時 ごろ中野 宅 へ行 く。 8時 前か ら 2

年 Meeting。 なん と貧 弱 な る参加、 9名 。新 2ト レの コー ス変更 に関 して の話。再

偵察の必 要 が あ るの だ ろ うか。

2/24(土 )  非常 に寒 い一 日。昨 日は 2年 Meetingを 中野 宅 でや り、 その

後、 中野、 川端、 田中正、 山 内、 小林 とで飲 みに行 く。 そ して再 び中野 宅 へ 帰 り、麻 雀 を

少 しや り 2時 す ぎにブ ラブ ラ帰 って きた。本 日 12時起床 。即 ク ラブヘ。 トレーニ ング と

Meeting。 俺 の Partyも かな りまあまあだ し、 一 年 の 各 自の体 調 もよ さそ う。

明 日は偵 察 に行 こうか と も思 って いたのだが天気 も悪 そ うだ しや め よ う。 本番 では い ささ

か不安 で あ るが。 雪 の降 る こ とを祈 る。

*次 の 日に コー ス変 更後 の再 偵 察 に行 った人 に会 った りして、 自分 は無 責 任 か な ど と書 い

て いる。

2/26(月 ) 10時 の買 い出 しが 11時 す ぎにな って しま った。昼 飯 も食 べず、

4時 す ぎに packing完 了。 その後簡単 なMeetingを や る。 P.L.が 主 に集

ま っての話 は 6時 前か ら始 ま った。気象台に電話 をかけ た りした結 果、 明 日はほぼ突撃 に

固まった。俺 達 は公 園下 7:09発 、 朝 6時 30分 に部室集 合 で あ る。 2、 3日 前か ら体

調がかんば し くな い。 便 通 が悪 い し、 今 日の Packingの 時 も全身 が だ るか った。明

日は 5時 30分 ごろ起 きな くて はな らない。

*Leaderと して の初 仕事 に非常 に神経質 になっていた もの と思わ れ る。

2/27～ 3/1  新 2ト レ 4班  Member 井 上 敏、 吉 田、 能 美、 堂 野、 山 田

*2泊 3日 、 折 谷 か ら二 俣 の コースで 725付 近 と夕霧 峠 で各 1泊 。初 日、 725ピ ーク

を間違 えた と して い るが、 そ の他 につ いては Leaderと して何 とかやれ た と書 いてあ

った。

3/2(金 )    反 省 会  at 新竪公民館。 その後 ・・ ・。 俺 と塚 本、 清水 啓が組

む。広 小路 の茶 店 へ行 くと井 上 と北 川 がいた。一年 は 6人 。 まず 茂六 へ。 12, 500円
也。 その後 オ リン ピアヘ。 山 田 をの ぞいて一年生 を帰 した。 そ してサ ン トリー ケ ラーヘ。

虎姫の ポ トル No.86と 水割 りやつ まみ 2, 250円 。俺 はフ ラフ ラにな リタク シーて

一人帰 って きた。 さて もう一 方 では中野 ががんば って一本 以上 出 した そ うだ。 川端 は早

く逃 げ た らしい。

3/3       本 日は 10,時 よ りL会。 L会 終 了後、 間所 氏 にお供 したが敗北。今

日は下宿 の先輩 のお別 れ 式 で あ る。 み るまに金がな くな った。 35, 000→ 20, 00
0。 下宿 のおば さん に 1, 000円 貸 した。

3/5(月 )   午 後、 少 しば か り波 に乗 って きた と思 い きや、 突 然 の川端 の来訪。

他人の家 に泊 ま った らし くギ ターを もって きた。 3時 30分 ごろ まで弾 いた り、 話 を した

り。 4時 頃 部室 へ。 A隊 トレーニ ング。 ああ、 きつ い。 さす が坂尻 氏。 目が まわ って しま

った。珈琲 館 で一 年 生 と少 し話 を して帰 る。外 は猛吹雪。 3月 に入 って か らよ リー層厳 し

い。 ま さに暖冬春 寒 で あ る。
'8日

か ら test。 入試 は終 了、 い いな あ。

3/15(木 )  春 山 トレーニ ング。 アイゼ ンの練習 もや る。 家 へ 帰 る と驚 き。峯生

参上 ! 話 を聞 いて び っ く り。 一年 間休学 だそ うな。 日本 中 をまわ る らしい。 まず俺 の下

宿 に 20日 間 もし くはそれ以 上 いて、 金 をため る らしい。 合宿委 員会 が あ っ たので俺 はま

た出かけ たが、 信 濃 で 11時 ごろま ちあわせてかな り飲 ん だ。

*峯 生 とい うのは清 水峯 生 (し みず みねお )君 の ことで隣 村 の幼 な しみ で、 この ときは鳥

取 大学 の教育 学 部 の学 生。 私 の下宿 へ飯 代だけ払 ってバ イ トしな が ら 4月 上 旬 くらいまで

いたよ うだ。 3/17に は入試 の発表 もあ り母校 か らは 9名 の合格 らしい と書 いて いる。

3/31(土 )

P.L. 坂尻 、
春 山準 合宿    3/21～ 3/30   A隊

3)、 金森 (2)、 松 岡 (1)、 川 村 (1)
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な ん と もはや定 義 の しに くい春 山で あ った。 ほ ん と うに残 念、 ア タ ックで きなかった こと

は。 しか し、 降雪 による驚 き。天気変化 の激 しい こ と。 ま た沈殿 の ときのポーカーの楽 し

か った こと。 冬 山や厳冬期 としては最大 の もの とな ろ う。 今 日は反省会 あ り。 ひとつ もお

も しろ くなか った。 その後、 P,W.の 簡単 な Meeting。 風邪のためか もうフラフ

ラて あ る。

*出 発 前 に も鼻 がつまって しょうが な い と記 して い る。 3/25に 最高至1達 地点の シゲジ

壁 直下 で降雪 の ため沈殿。 3/26は 同地 点 よ り腰 ま で あ るいはそれ以上の ラ ッセルで C
2か ら C、 D隊 の ラ ッセル救助 をあお ぎ C2ま でバ ック。 3/27は 快 晴沈殿。 3/28
は春 一番 で沈殿 。 3/29は 大雨で ズブ濡 れ て B.H。 まで下 山 している。 あれだけ もめ

た春 山 もア タ ックに関 しては御 前峰 ア タ ック とな って いた。

以上、 大学 2年 生 もち ょうど終わ り。 か な り抜粋 したつ も りです が この分量 となって し

ま いま した。読 者 の方 は もう飽 き飽 きされ て い らっ しゃる ことと思 います し、今後 の読者

数 の減 少 も十 分予想 されますが、 この まま では 中途 半端 です ので さ らに リーダー篇 として

継 続 させ て い た だ きます。

リー ダー篇   (昭 和 48.4～ 49.3)

4/4～ 4/8(日 ) 4月 4日 、 峯 生 に野 町 まで bycycleで 乗せ て もらって P.
W.へ 。 快 晴、 快 晴、大成功の P.W.。
Member L.金 森、三宅 (4)、 塚 本 (3)、 吉 田 (2)、 井上 (2)
笈 へ 2度 目。 しか し、暑 かった。すば らしい P.W.だ っ た。疲労度 もはげ しい。中宮 か
ら白山下 まで歩 いたのは きつか った。 野 町駅 前 で高 村 氏 も交 えて一杯。明 日、反省会。

*春 山準 合宿 を終 えて体 調悪 しといいなが ら、 す ぐに出か け るのだか ら元気なものてす。

確 か に春 山 を楽 しめた と、 おぼ ろげ なが ら今 で も実 感 します。 工学部近 くか ら野町 まで 自
転 車 で は結構 かか るだろ う。

5/13(日 ) 昨 日、 クラブ の総 会 が 少 し早 く終 わ ったのて、 中野、川端、小林
の 4人 で ブ ラブ ラ と犀川沿 いヘ ビール をかつ いて真 っ昼 間 か ら出かけた。 4人 ともいい気
分 にな って いた ようである。 11時 す ぎに高 山氏 と中野 宅 へ 面子 を求めて行 き、 12時 か

ら 4時 30分 まで麻雀。 そ して中野 と松平 を送 って 5時 30分 就寝。

*4/11に 日記帳切れ、 この日まで記載な し。 この 日記帳の初めの信条の所に、今年は
クラプの実際の指導者てあり、勉強 とともに頑張 らねばな らないとしている。中堅篇の 2

/13の ところで 5月 に山小屋へ行ったかは後の楽 しみと書 いておいたが、 日記帳切れて
空 自部分 となってしまった。アルバムに も記述 な くどこへ も行かなかったのか。

5/15(火 ) 5時 30分 よ リ トレーニ ングc8時 ごろよ りL tt。 帰 って きたの

が 10時 30分 。 こんな生活 は頭 に来 るの で あ った、 少 な くとも音の俺 には。最近 は寝 付
きが悪 い。 4時 ごろ しか寝 られない よ うだ。 朝 は早 くて も 9時 。 30分 も早 く起 きれば飯

も食 え るので あ るが c

5/16(水 ) 来週 の水 曜 日に は 犀 川 ダ ム ま で ハ イ キ ングが あ る らしいc月 曜 日

に帰 って また行 くのか。来週は スケ ジュールが 一杯 だ。 2、 3年 ミーテ ィング、合宿委 員

会、 L会、 P審 ・・ ・。 そ してその後 には コ ンパ (?)、 合宿結 団式、果 ては合宿 トレ、

合宿 ・・ ・。 なかなか忙 しい。

*ハ イキ ング とは何 だったのか、 水曜 日は珍 し くデ ー トして いるようです。

5/19(土 )～ 21(月 )'73 新 トレ 6班 。 Members
西 村、 (3)立 浪、 (2)小 間、堂野 、 (1)横 山、 七 間、 黒 田
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新 トレも終 わ った。 少 な くと も俺 の雰 囲気が 1、 2年 の間 に伝 わ る。
までだが。感 した ことは一杯 あ るが書 く気 は しない。 Leaderと
ではなか った ろ うか。 午後 は授業 に出 た。電磁気演習 は 7時 まで、 頭

*倉谷 手 前吊 り橋 の上 で のパ ーテ ィの写真 があ るが、 やは リニヤニ ヤ
その下 に、厳 し く、 楽 し く、 け じめ をつけ ると私の方針 らし きもの を

5//23(水 ) 20時 には合宿委 員会 は始 ま って いたろ うか
しん どい模様。 い ろいろ もめ て井 上 (敏 )と 一緒に行 くことにな った
んけん したの で あ った。

5//24(木 ) 昼 少 し前に起 きる。 そ して少 し勉強 し、 5時
会 は 18:00に 開始。 だ らだ らと くだ らん話 をして 21:45終 了
明会 な どある。 めん ど うといえば それ までである。 しか し今 めん ど う

5//30(水 ) L会 に出席 。 合宿 の コースを もう少 し楽 にせ
開学記念 日で休 み。 登 山靴 の修 理 に額 団地 までいって くるか な。 L会
氏 としなのへ行 った。

6/9(土 )

新道取っ付きにて。

こういう所でも

「設営練習」をさ

せたんですね、あ

の頃lた もちろん

三角テント.

マイベ ースでや った

して にや にや しす ぎ
に来 る。

して い るよ うです。

書 いて い る。

。俺 の合宿 コー スは

。井 上 と亀 田が じゃ

前 に部室へ 行 く。 L
。 明 日もコー スの説
といっては救 われ ぬ。

よ との こと。 明 日は

終 了後、 宇野 、 間所

5/31(木 )   額住 宅 まで高 い金 を使 って行 ったが、 日標 の店 はな くが っ くり来
た。 こうな った らしか たがな い、 ホ リイケ しかないのか。 と うと う 5月 も終 わ ったか。

*額 団地 とは誰 か らの情報 だ ったの だ ろ う。

6/7(木 ) L会 出席 Э 今後の L会 審議 内容 をみ て も毎週せ っば つ ま って しん
どい。 なぜ あれ ほ どまで に と も考 え る。下宿 で飯 を食 って い ると、 顔 が小 さ くな っ た とか
いわれ た。疲 労気味 のせ いで あ ろ うか。頭 はぼ うっ とす る し・・ ・。

総 会 の後、 結 団式。俺 のパ ーテ ィは男ば か りで あ る し、 酒 豪 も多
そ うで ひ ど く乱れ狂 った よ う。 旧生協 にお いては 8時 に終 わ った。 そ してエ リーヘ 行 く。
そ こで事 務 的 な話 を し、 次 に しなのへ。茂良、徹、 敏明、 奥名、 松 岡、 そ して後 に特 別 参
加 として 中野、 亀 田、 長 田、 小 間。 午 前 1時 ごろ出たので あ ろ うか。 中野、 敏 明、 松 岡は
俺 の下宿 へ来 て 6時 まで麻 雀。 昨晩、 最 も悪 の りを呈 して いた と思 われ るのが奥 名 氏、 つ
いで徹 かな。

*男 ば か りのほ うが気 が ら くな どとやせ が まん。

6/12(火 ) 5人 の名 を載せ て P.W.の ビラを出す。 5時 す ぎよ リ トレーニ
ング。別 にた い した ことはゃ って いな いの に非常 に疲れ た よ うな気 が した。 その後 ミーテ
ィング。 俺 のパ ーテ ィは早 く終 わ った。 いや、 おれの頭脳 か ら言 って、 もう話 が続 かな い
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の で あ る。

*P,W.と は南 ア北 部でコースは昨 年 と同様 で雪 辱 戦。 ほ かの P,W.で もそうだった
の だろ うが 2ケ 月半後 の ことだが結構 早 くか ら動 いて い たの ですね。

6/14(木 ) 昨晩は L会 及 び 白山北 部主 稜 につ いての各大学 に対す る回答な ど
で寝 たの が 5時 。寝付 いたのが 7時 て、 当然 午 前 中 はサ ポ。 午後 部室ヘ コ ピー原紙 に書 く
ため に行 く。 5時 30分 よ リ トレーニ ング。

6/16～ 17(日 )第 1回 合宿 トレ、 於 医 王 山、 Member 井 上敏明 (3)、 井
上徹、 堂野 外 巳明、 松 岡創 (2)、 井 上茂良、 七 間 一 誠、 田辺 隆一、 山村直嘉 (1)
合宿 トレに して は楽す ぎた感 じもしな いて もな い。 1年 は期 待 で きそ う。

*も はや Leaderが 務 まるかな ど とい う懸 念 や不 安 は全 くな くなったのだろうか。

6/18(月 ) 昼す ぎ部室 へ行 く。懐 か しの 自山 一 BHP.W.写 真あ り。

*写 真 の現 像 を半 年かけてや って も らったの だ ろ うか。

6//22(金 ) 実験 を終 えて部室 へ。 P審 で あ る。 た った 3人 。 8時 す ぎ終了 c

久 しぶ りに早 く帰 る。 明 日はソフ トボール大会。

*P審 もメ ンパ ー不足で流会な ど結構 あ る。

6//23(土 ) ソフレポール大会は期待に反し3位 となった。非常に疲れた。敏
明宅 で 9時 前 よ り酒宴。 12時 す ぎよ りしなのへ 。 新 潟 大 の 医学 部の連 中 とかな り親密 に

や る。増 田、 井 上 (敏 )、 (徹 )、 (茂 )、 松 岡の面 子。

6/27、  28(木 ) L会 。試験 前夜 !11時 す ぎに帰 る。 そ して少 し勉強 をして寝 る。
2時 30分 。 朝 8時 50分 起床。間所氏宅 へ起 こそ う と思 って行 ったが、 もう学校 の模様。
3間 が確実 に解 け た と思 う。 もう今 日は授業 や る気 な し。実 験 の レポー トは書かなければ

な らな い し、 P審 もあ るし。 P審 は 19時 30分 開 始、 終 了 29日 午前 0時 30分 。南 ア

北 部 Po W.は や けにすんな り通 った。井 上 (敏 )に バ イ ク にのせ て もらい裏道 よ り帰 る。

あ りが とうよ。 レポー トを少 しまとめたが、 考 察 が ま るっ き りわか らず。

6//29(金 ) パ ッキ ング終 了 6時 す ぎ。 そ して臨 時 L tt。 事故対策 を残 して、
10時 20分 ごろ終 わ る。明 日合宿 トレ、 いや な雨 で あ る。

6/30～ 7/1(日 )第 2回 合宿 トレ、 重 量 トレ、 Member 敏明、徹、堂 の、

茂 良、 田辺、 七 間、 山村。 1年 生の力強 さ、 か な り安 心 す る。帰 って来 た 日、 しなので一

杯 や る。 あ ま り酔 わなっかたのが不思 議。

7/2(火 ) 部室へ 5時 30分 ごろ行 く。 OPENの ミーテ ィング らしきもの

が あ る。 チ ー フ リーダーなんて信 じ られぬ。 そ の後 中野 宅 で合宿委 員会、 終了 10時 30
分 。

*今 て もそ うか もしれ ないが、 おだて られ る とす ぐそ の気 にな る性格の ようです。

7/5(木 ) 5時 30分 よ リ トレーニ ング。 増 田氏初参加。 相当ばて気味。途

中 でコ ー ラ を皆 に いただ く。 その後 ミーテ ィングで ミカ ドヘ 。 あ と一週 間で 自山、 合宿 も
ほ ん と うに も うす ぐであ る。気 を抜 いては いけ な い時 であ る。

*こ の 日、 日本 海 博 の前売 り券 を云 々 と して い る。

7/6(金 ) P審 8時 す ぎに終 了。 川 端、 北川 、 塚 本、 敏明 とで ミカ ドヘ。 話
は思 わ ぬ方 向へす すみ、 しなのへ川端、塚 本、 敏 明 とで行 く。最初一人頭 500円 の と こ

ろが、 敏 明 が持 っているというのて ドン ドン行 く。 2年 ミーテ ィングの帰 る途中の連 中 と

ば った り。 松 岡、 徹、川 村、杉本、 吉 田、 山田。 盛 大 に飲 ん だ。 6700円 。川端 が俺 の

部屋 で泊 ま り。

*盛 大 に飲 ん で 6700円 だったの だ ろ うか。 翌 日は午後 に オープ ンの説 明 を開 き、 6～
7人 くらいだ った こと、 その後総会、 またオ ー プ ンのパ ーテ ィ分 けがあった と書 いてあ る。
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7/9(月 )     試験 終 了後、 L会 へ。 開会遅 くな る。 合 宿 の食 料 がす ん で、 オ ー
プ ンの話。各 P.L。 が集 ま っ た。 L会 は 11時 30分 ごろ終 わ る。 間所、 宇野 氏 と とも
に、 また もや、 しなのへ。 2000円 ば か り払 わ された。金 が全 然 な い。

7/11(水 )    P.M.8時 30分 よ り俺 の下宿 で一応 、 事故 対策 の話。 出席 者、
田、奥名、 松 岡、徹、 敏 明、 堂 野、 特 別参加間所。 その後麻 雀、 12日 A.M.3時 まで。

*事 故対 策な る話 は 2年、 3年 、 4年 でや って いたのだろ うか。 10日 は合宿委 員 会 で そ
の後飲 ん だ りして、 11日 の午 前 4時 ごろよ り中野宅 で数人 が寝 て い る。 12日 は買 い出
し、パ ッキ ング。 我 々パ ーテ ィは 13日 午 前 5時 20分 金沢駅 出発、他 の 6パ ーテ ィは 7
時 に学校 を出発 の予 定 と して い る。

7/13～ 16(日 )自 山合宿 トレ 「裏等」  Members
井上 (徹 )、 堂野、松岡、井上 (茂 )、 七間、山村

増 田、 井 上 (敏 )、

1日 目 坂尻 氏 見送 り、 金 沢駅 5:20発 、鳩 ケ湯着 9:20。 大 野 か ら福井 大学 W.
V。 と一緒 にな る。 これ 以降南龍 ま での行程 は全 く同 じ。鳩 ケ湯 か ら歩 き出す。 ひ どい暑
さ。下小池、 上小 池 をす ぎ、 急登 にか かった ところで松 岡めま い。 1時 間 ほ どロス。 その
地点 よ り約 5分 で T.S.だ ったの で助 か った。みんなパテバ テ の一 日だ った。
2日 目   六本檜 ま で楽勝 に行 く。 1481P、  1671Pを す ぎて行 く。 1700チ
ョッ トの地点 で ま た もや松 岡め ま い。 1時 間 ロス。ザ ックを軽 くして行 かせ る。 三 ノ峰 の
小屋 にや っ と着 く。 雪渓 で少 し遊 ぶ。川端 たちは行 ったのだろ うか な ど と思 って いた。 そ
して三 ノ峰 に登 り御 手洗 池 で休 憩。 次 は別 山をね らうが、 七 間バ テバ テ。 思 い切 って登 ら
せ る。 ピークでの た る。 それ か ら 2Pで 南龍。全パ ーテ ィ来 て いた。 ラ ス トであ った。
3日 目 御 前峰周辺 ワ ンデ リング。 4日 目  砂 防～金 沢。
16日 の夜 は沈床 園で飲 む。 川 端、 中野、 敏明、 山上、北川、渡 辺、 小 間、 小 島、 大森 、
宇野、藤 野、藤 井、 徹、 川村。 川端 、 大森 と 3人 で部室泊 ま り。

*松 岡君 は よほ ど体 調 が す ぐれ なか った ようです。私 も初 日は休 憩 の都度、 いね む りを し

て いた よ うです。 ここて初 め てパ ーテ ィ名 を記 しているが、 もっ と早 くに決 ま って いるの

ではなか ろ うか。

8/2(木 ) 7/31に 夏 合宿終 了。悪天 を予想 して種 池 をカ ッ トした。 塚 本 たち

も一緒 の汽車 だ った。 中野 たち とは折 立、太郎、雲で会 った。 金森 たち と も雲、 烏 帽子 で

一緒。 Leaderと して行 った合宿。歌 は一度 も歌わなか った。 1、 2年 は ど う受 け止

めたので あろ う。 烏帽子 で台風 が天 気 図上 にあった。翌 日は船窪 ま での一番疲 れ るだろ う
コース。 午前 中は もつ だ ろ う と感 じ行 動 した。 それは正解 で あ った。 2459Pで 道 が わ

か らな くな った。 ガ ス と雨。 自分 で も以外 なほ ど冷静であ った。 30分 ほ ど道 を捜 した。

あ と 60分 2ピ ッチ で到 着 した。針 ノ木 か ら下 山 した。朝、 青空 が見 えて いた。 不 安 にな

った。 下 山 を開始 した時 か ら小 雨 が降 り出 した。雨が降 って ほ っ とす る。

Leaderと して は どうだ った の だろ う。思 い返せば牧 野 氏、 間所 氏 と もに立派 で あ

った と思 う。俺 なんて の は馬鹿 な 二 とばか り言 っていたよ うな気 が して な らな い。

皆 よ く働 いて くれ た。 協 力 して くれ た。 ttM e m b e rに 感謝 した い。 奥名 氏 も直 前 に

我が partyに 入 った。 しか し中野 の ところの松林氏が参 加 で きな くな ったので、 そち

らにまわ って も らった。  「 裏 等 」 増 田 (4)、 井上 (敏 )(3)、 井 上 (徹 )、 堂

野、松 岡 (2)、 井上 (茂 )、 七 間、 田辺、 山村 (1)
また、 いか に月 日の たつの が早 いか。 合宿 を終わ ってみて、 3年 生 は 山場 を越 した よ う

な感 じで はなか ろ うか。 や は り疲 労感 とい うものをいつ もよ りは強 く感 じず には い られ な

か った。

*合 宿終 了後 2日 お いて ただ一 人下 宿 に居 て考 えた ことを記 した とな ってお り、 コース選

択理 由や コー スの概 要 な どにつ いて も含み実際 は約 10頁以上 にわ た って い る。 どうい う

状況 だ ったの か、 中野 のパ ーテ ィに先 に水 晶岳 に登 られ た ことにつ いて、 理性 を失 い、 彼

らに当 た りち らした とか、 俺 だ った ら一応 高天原に入 っただろ うな どと、 恥 ず か しなが ら

子供 の よ うな言動 も記録 され て い る。 歌 につ いては嫌 いでは あ りませ ん。 たぶ ん他 の話題

で事欠 か なか ったので し ょう。 又、 一 日の食 費 を 200円 以下 に押 さえ たの は立派、食 カ

ンの中は米 しか なか った とも して い る。

8//5 3時 前、 駅 へ行 く。 まず 敏明たちの飯 豊、 その 次啓 紀 の後 立、 その次

北川 たち の北 アル プス と暇 を もて あ ま し見送 った。驚 くことに間所 氏 も来 て いた。 彼 は 6

時 前には野町へ 行 き、 白山 を見送 って いた。 その後中野宅へ行 き寝 て、 下宿 へ帰 って きた

のが P.M.6時 前。 中野 は本 日帰 省予定。 あ―あ、皆 出払 って しま っ た。 3年 生 て休 ん
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で い るのは中野 と金森 と俺 くらいだ。現在 の と ころ 40名 以 上 は 出て しま っている。 なん

とな く考 えよ うに よっては寂 しい。

*合 宿 後ほん の数 日でみんな出かけ て元気 な もの だ ったん ですね。 当方 も 7日 か ら 12日
ま で帰省。

8/13(月 ) 午後 2時 30分 か ら 5時 30分 まで営林 署 のお っち ゃん と内川 ダム上

流 へ下見 にに行 く。 オ ロロもいて暑 そ う。 8月 下 旬 にバ イ トす る ことに決定。気楽なお っ

ち ゃん で帰 りに ビール 1本 酒屋て飲 ん だ。 18時 45分 、 部室 で川端 に会 う。 ミカ ドヘ。

少 しバ イ トの話 をす る。

*お っち ゃん の名 前は忘れて しまったが顔 つ きな どは今 もお ぼ ろげなが ら浮 かぶ。

8/15(水 ) 部室へ 1時 30分 ごろ行 く。 例 に よって一 人。 落書 き帳 を見てがっ く

り。バ イ トの奴等 昨 日 6時 50分 に帰 って きた そ うな。 も う少 しほんの 20分 ほ ど待 てば

よかったのだ。川 端 か ら電話があった と聞 いたので、 かけ てみ る と暇 だか らかけたそ うだ。

彼 はあ さって か ら白山へ行 く。 いきた くな いそ うだが。 今 日は父 の誕生 日だ。 48か 49
で あ る。

*こ のパ イ トとは 白山でのパ イ トだろ う。現

在、 もはや この時 の父親 の年齢に近 づ いて し

ま った。 父親 と比 べれば なん と未熟 な ことか。

翌 16日 は一 転 して部室が超満員 として いる。

8/18(土 ) P,M.9時 45分 。 駅 前 シネマ て一夜 をあかす ため出発す る。明 日

は塩川 か。 帰 沢 は 25日 の予定。

*オ ール ナイ ト営業 は同時 まてだったのだ ろ うか。

8/27(月 ) 南 ア北部 Po W.
Members  大 田、塚本、 亀 田、 大森、 恵 比寿、 七 間、 尾 崎

今 回は非常 に不 調、 精神 的に も肉体 的 に も。 飯 が食 えなか った。塩 見、 西農鳥、農鳥、 間

ノ岳、 中 白根、 北岳 と 3000m級 は よ く走破 した。 だが北 岳 小 屋 にお いては天候 の悪化

と病人 の発生 に よ り 2日 間の沈殿 を強 い られ、 下 山 の 日もズブ濡 れ て、 ち ょうどバ スが来

て くれ て、金 沢 へ夜 の 11時 す ぎに着 けたので あっ た。 今 回、 非常 に騒 々 しい P.W.で
あ った。 面子 を見れば想像 され うるで あろ う。 俺 は た だ一 人 テ ン トの隅 で タバ コをす って

いた。 ます ます 自分 が疲れて きてい るように思 う。 本 当に腰 周辺 が痛 い。寝 られない時が

あ ったほ どで あ る。背骨 もいたい感 じがす る し、 この ままや って いて大丈夫 なのだろうか。

バ イ トの ため の買 い出 しをやった。 しか し、 営林 署 の都 合 が悪 く一 日延期。川端 と二人

で間所氏 宅へ うか が う。 勉強中であった。

*昨 年 の P.W.の 雪辱戦 である。 旧 メ ンバ ー は 3名 。 タイ ム リ ミッ トで下 山、ぬ るぬ る

滑 る下 りを 2ピ ッチ で飛 ば し飛ば しと書 いて い る。 よほ ど疲 れ て いたの だろ うか。

8/31(金 ) バ イ トは大洪水 のなか で行 われ た。 本 当 に鉄 砲 水 とい うのか、水の中

にテ ン トが あ るよ うな もの。 30日 に帰 って くる。 営林 署 の オ ッチ ャンと若葉へ。 その次

ブ ラウ ンヘ。 川端 と二人 で帰 る。途 中、 若 竹寮 へ よ る。驚 くなかれ、 2年 のアホと宇野氏

とま しえて大 酒宴 が始 ま っていた。泊 ってか え る。

*内 川 ダム付 近 で の草 刈 りだろ う。昼 間 は川 の 中で手掴 み で大 きな岩魚 が数 匹 とれ、焼 い

て食 べ た ことか ら、 その崇 りで夜 中 に大雨 とな り危 う く流 され そ うにな った と後で話 した

ものだ。

9/4      3日 は買 い出 し。夜、 敏 明宅 へ川 端、 金森 と と もに行 き、一杯飲む。

6時 29分 ボ ッカ隊 出発。 部室 にて OPENの 仕事 や る。 6時 ごろ Leaderに TEL
す る。 明 日、 6時 に集 ま って くれ るよ うに言 う。 今 晩 は部室 に泊 るつ も り。

*こ の文 面か らす ると、 オープ ン山行 の ため、 4日 の午 前 6時 29分 にボ ッカ隊が出発 し、

午 後 6時 に各 Leaderに 5日 の午 前 6時 に集 ま って くれ るよ うに連 絡 しているようだ。

白山オープン登山、チーフ リーダーとして参加。中野、金森、北川、
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亀田、 宇野 を リー ダー とす る 5パ ーテ ィで一般 20名 、 部員 24名 の大所帯。 天気 は ぐず
つ き気味。 しか しワンデ リング とフ ァイヤは ど ぅにか無事終 了。 あ られ も降 る天 気 で あ っ
た。 7日 に帰 って きた。 グラ ウ ン ドで大 ナベ で 3杯 ほ ど水 をかけ られ た。終 わ って誰 も俺
に言 って くれ なか った。「 ご くろ うさん 」の一言 も。 馬鹿 な役 をひ き うけ たの だろ うか。
今一番 心配 な こと、 それ は試験 が近 い こと。

*白 山で SHOWに 出 る前に、 ポ ケ ッ ト瓶 1本 楽 に飲 んで いったが、 全然 まわ らず 赤 くな
った とも書 いて いる。 誰 も言 って くれ なか った ことはないで しょうね。

9/10(月 ) 夏休 み もオ ー ラスにな った。 この夏休 み は充実 して いたか。 思 い出せ
ば 山へ行 って い るか、 ポ ケっ とす ご して い るか どち らかであ った。夜 、 間所氏 が くる。 大
学院 は通 る らしい との こと。 月 日の流 れの ス ピー ドに感嘆 して い る らしい。 本 当 にそ うだ。
部長 に就任 して もう一年 にな ろ うと して い るの だ。所信表 明演説 か ら約 一年。 冬 山、 春 山、
夏 合宿 と大 きな行事 が あ ったが、 それ もす べ て終 了。 10月 か らは、 もはや俺達 3年 が や
らねば な らな くな る。 明 日か ら学校 で あ る。

9/11(火 ) 実験 を適 当 に済 ませ 部室 へ。何 とた くさんの P.W.の 掲 示。 しか し
3年 生は活動 して いな い。俺 もどう しよ うか と思 う。

9/14(金 ) 川 端 とと もに営林 署へ行 く。 手取 り7058円 也。 3年 コ ンパ は な し。

*お 役所 のせ いかバ イ ト代 の支 払 もけ っ こ う遅 かったのだろ うか。

9/19(水 )  P審 。 馬鹿 らし くも終 了 が 20日 午前 0時 す ぎ。坂尻、増 田氏 らと食
事 をと り、パ イクに 3人 乗 りで坂尻 氏 の下宿 へ。 そ こで 3杯 ほ ど冷 や酒 を飲 む。 そ して帰
りがけ に辻 田の所 へ寄 り、 車 で香林 坊 へ て る。家 まで送 って もらう。 5時 前。

*3人 うま く乗 れ たの だろ うか。 た しか シルバ ー風 のパ イクではなか ったで し ょうか。 こ
の週 も過密 スケ ジュールで、 17日 P審、 18日 9月 総会、 21日 また もや P審 とな って
いる。

9/22(土 ) 山内宅 で合宿委 員会。 部長 は川端 と決定。 10月 8日 に ミーテ ィング
をやって、 その後 合宿 委 員会解 散 コ ンパ な る ものを催す らしい。ノ|1端 が俺 に言 った。 副 部
長 たのむ ・・ ・。 なん とか執 行 部 で力 を合 わせ ていけば義務 は果 たせ るで あろ う。

*大体 は頼 まれ ると断れ な い性 格 で あ る。

9/23(日 ) 午 前 11時 ごろ よ り P tt。

ほん とうに よ くや るよ。 しか し、 1年 にわ

た って参加 して きた P審。 ここで審 議 は終 了 し

た。 あ とは報 告 だけ とな った。

*日 曜 も祝 日も当然 なが ら関係 な いのてす ね。

9/26(水 ) 電 気 回路 の試験 。 2年 生 と一緒 に受 け る。 で きた よ うでで きて いな い。
で きて いな い よ うでで きて い る。 そん な感 じ。

10/1 (月 )午 前 11・ 時、 珍 し く宇野 氏 に起 こされ た。電 気機 器 の ことでの話 で あ
る。 マ ウ ンテ ンで コー ヒー をいた だ く。夜 、塚 本 よ りTELあ り。 そ ういえば、 は じめて
P,W.の 連 絡 先 に指名 され て い るの だ。 明 日出発 して 5日 に帰 る予定 らしい。

*宇野氏 へ は私 か ら試験 の情報 を提 供 して いたのだろ うか。 この P.Wi｀ 1ま 尾 添尾 根 か ?

10/2 (火 )夜 、 7時 ごろ間所 氏 が来 て、 梨 と栗 をいただ く。 坂尻 氏 と共 に八 ツ岳
Po W.の 見送 りに行 くそ うで あ る。 早 く試験終 わ らないか。 あ と、 水、木、 金、 土 で あ
る。

10/3(水 ) 6時 30分 ごろ帰 って くる と、玄関に汚 らしいズ ックが あった。川 端
だ と思 った。 や は りそ うで あ った。 冬 山や春 山の話 を少 しして いった。 2人 で一応、 L会 、
P審、各 係等 の面子 の振 り分 けな る もの を考 えてみ た。川 端 は確 か に考 えて いる。俺 は思

考 力が弱 いの だろ うか。 申 し訳 な い。 彼 は明 日よ り山小屋 作業へ 行 く。
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10/8     3時 すぎ部室へ。 3年 ミーテ ィング開催 されたのが山内宅て 4時 すぎ。
冬山の話 とか方針 とかで もめて途中で夕食をとり、終了が 9時 す ぎだったろうか。執行部

景景
「

,iさ ]i[撫 言阜〔L」 [:]:,:源
¥謄 哭巣省管ヒ 定瑠ゝ電Γ串爵F笛歯FO

4人 はお とな し く寝 た。

10/12～ 13  執 行 部集合。川端宅 へ。 いろ い ろ考 え、 山内 を交 えて 5人 にす る。
山 内宅へ。 間所 氏宅 へ行 くつ もりで小 立野 へ。 間所 氏不 在。 俺 の部屋 で話す。 12
時過 ぎまで。 冬 山 自由参加、 スキ ー準 合宿。 春 山準 合宿 とスキ ー、 そ して P.w。 とのか
ね あい。 ・・ ・話 はま とま らず。 15日 P.M.1時 部室集 合。      

・

*毎 年、もめる内容は大体同じようなものだったのだろうか。しかしヽ 場所をいろいろ変
えてや って いたのです な。

10/20(土 ) 昨 日は最終 P審 。驚 くなかれ終 了 が午 前 3時 。 それ か ら香林坊 の宇
宙 軒 で飲 む。 朝 6時 30分 帰 る。午後 1時 30分 に起 きて学 校へ。 総会 であ る。副将 とな
る。総 会 は 6時 30分 終 了。

*報 告 だけの P審 のはず だが長 くかか って いるよ うだ。

10/22(月 )  山内宅 で新執 行 部の密談。木 曜 日が年 間方針発表 で あ る。例 によっ
て帰宅 は 23日 午 前 2時 す ぎ。少 し英 語や る。午 前 4時 眠 る。

10/25(木 ) 総 会 あ り。 9時 30分 ごろ終 了。川 端 が結構 うま くや った し、質 問
もそ う手厳 しい ものはでなか った。 前執行部 の人 々の最後 の一言 はそれ ぞれ味があ り、 し
み しみ と聴 いた。 これ か ら執行部でや って い くうれ しさ と憂慮 が交叉 して い る。現在、 こ
れ て よいのか と思 う くらい話 し合 い等 がな い。

10/29～ 30  L会 へ 8時 す ぎよ り歩 いて い く。 15周 年 の話な どをやって いた。
10時 30分 ごろ終 了。 その後、間所、 高村、 石 田、 山内、井 上 (茂 )、 横 山、坂井 とて
若 葉 へ。 1万 300円 だ ったろ うか。 その後我 が家 で麻 雀。 下宿 のみん な に迷惑かけたろ
う。 15周 年 の話 だが俺 も参加すべ きだろ うか。 総 数 70名 以 上 にふ くらん でいる。
電磁 気第 2は 不可 であ った。 が っ くり。明 日は運 動会、 どうす るか。

11/1(木 )   4時 半 ごろ部室 へ行 った。 15周 年記 念 山行 で盛 況 で あった。 そん
な集 団の 中でぼ つん と一 人居 た。最近 は部室 へ行 くの に も億 劫 で あ るよ うな気がす る。増
田氏 と二人 で話 して いた。 今、 自分 がや る気 な い、 いや その任務 の大 き さに圧倒 されて、
身動 きとれな い よ うな ことをつぶや いた。 増 田氏 は慣 れ て しま えば ・・・ といっていた。
5時 30分 ごろか ら奥 三方 の ミーテ ィングが あ った。 メ ンバ ーは 9名 とな った。 内、女子
3名 で あ る。 そ の後、瑛 りで川端、 金森 と 3人 で執 行部 の話。 山内は 15周 年、 中野 は風
邪 で寝 て いた。

*断 れ な くて引 き受 けた ものの、 やは り神経質 にな って いたのだろ うか。 11/2は 部室
で写真展 の手伝 い を した と書 いてい る。

11/3(土 ) 朝 10時 30分 ごろ突然父 と母 との訪 間 を受 け る。 手紙 を出 したそ
うだが届 いて いな い、 奇 々怪 々。 まず本部へ。 15周 年 を見送 った。 3人 で兼六園～香林
坊 ～武 蔵 ケ辻 ～駅 と約 6時 間かけて歩 く。 いろいろの話 を したが、 感 傷 的 にな りす ぎるの
で書 かな いてお こう。弟 が金大へ くるのはほぼ確実 か。 今 ごろベ ル クハ イムては各 自が痴
態 を さ らして い るので あろ うか。

*後 に 15周 年 は 前執 行 部が俺達 に任 せ た もの と、 少 々怒 りを込 めて書 いて いる部分が あ
る。

11/6(火 )   6時 ごろよ り電 気科 の コ ンパ 。 その後 山内宅 で執 行 部 の ミーテ ィン
グのため向か った。 途 中て間所氏 と電 気課 の男 3人 に会 い、 若葉 へ。 9時 す ぎ山内宅へ .

不在。 部室へ。不在。 中野宅へ。不在。 どこてや って い るの だろ う。 いや にな って帰 る。

*か な りの距 離 を歩 いて移 動 している とす れば 元気 な もの で あ る。

11/7(水 ) 久 しぶ りの快 晴 の よ うな気 がす る。 青 空 の暗 いほ どの色彩 が晩秋 の
山々を一層鮮やかに浮 き出している。山へ行ってみたいとふ と感 じた。午後、実験はなか
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った。家 で寝 て、風 呂へ行 ってか ら L会 へ の ぞん だ。 歓送 は 日帰 りで医王山 とい う
な った。 そのチ ーフ リー ダー。 冬合宿 は奥 三方周辺。 その Chief Leader
なければ な らな いよ うで ある。忙 しい感 は まぬ がれ な い。

11/8(本 )  午 前中サ ポ る。 午後川 端 と香林坊 をぶ らつ いていた。 5時 30分 よ
り第 1回 P審。 初冬 白山な どは何 を言 って よいや らさっば りであ った。

11/13(火 ) 執 行部 での ミーテ ィング、 珈 琲 館 にて。 11時 にな って閉店締 め出
し。 中止 にす る。 冬 山の ことを金森、 中野 と授 業 中話す ことに して ・・・。 山内 と帰 りに
しなのへ寄 った。 帰 ったのが 2時 す ぎ。 歓送 の ことや らで眠 られ ず ・・・。

11/14(水 )  1限 目か らしん ど くも出席。 2限 目、 金森、 中野 と話。 そ して部室
へ。帰 って きて実験。す ぐに L会 へ。 この L会 が予算 ・・ ・、 歓送 ・・・等 で もめて、終
わ ったのが木 曜午 前 3時 。 2年 生 とタクシーで帰 る。

*授 業 中 に どの程度 の打 ち合 わせが で きたの だろ うか。 本 部 と工学 部 を行 き来 して精 力的
にや って いる よ うだ。 さすが疲 れ て タクシー を使 ったか。

11/15(木 )  11時 30分 、学 生部へ 行 く。 他 の 4名 はす でに出席。
この 4日 間 ほん とうに疲 れ た。体 の あち こちが痛 い。 明 日、 L会 、 次 日、総 会、
送 と。

11/16(金 ) 一限 ロサ ポ る、 製 図 とい うの に。 L会 開催。帰 って きたのが 11時
20分 で ある。 冬合宿 につ いて もめ た。 スキ ー とのかね あ いであ る。春 山 も昨年 ほ どの規
模 は無 理 であ ろ う。

*本 当 に午 前中か ら夜 中までや って いたの だ ろ うか。例 に よって もめるシー ズ ンの始 ま り
か。

11/17(土 ) 総会 は 6時 す ぎ終了。 俺 はあ くせ く働 いた。 7時 20分 ごろ よ り旧
生協 で歓送 宴 会。 9時 す ぎ解 散 した らしい。 いつ もよ りひ ど く酔 っていた。階段 で尻 を打
っていた い。 南保 氏、 吉 田にかか え られてオ リンピアヘ。 川 端、 中野、 高村氏、 松下氏、
鈴 木氏 も一緒 だった。着 くと坂尻氏、 宇野氏 そ の他 大勢 が いた と思 う。 す ぐに寝 た。 11
時 前に出 され川端、 中野 に送 って も らって タク シーで下宿 へ。 2人 は しなのへ行 った。

*15日 はわ か らないが、 16、 17日 は雨 マ
ー ク を書 いて ぃるの で、 天気 の具合 で歓送

登 山は宴会 にな ったのか。

集纏蒼裏F重「上、日蒼ビ「早Fr晃左Ъ書雀署言
`fや

る。火曜日はL会。水曜P審。

*実 際 には偵 察 は中止 とな り、 奥三 方 P.W.は 回三 方 (一 泊二 日 )を め ざす ことにな っ
た。 又、 12月 6日 、 13日 には大事 な追 試 が実施 され る ことにな り、 荒 島岳 P.W.は
リーダー 自身 か ら止 めた として ぃる。

11/23     日三方 Po W.Member L.金 森 (3)、 川村、 山田 (2)、
横 山、 横井、 津 島、 浜、桜井 (1) 9:Oo公 園下発。 959の 次 の ピークまで行 く。
冬 山の偵 察 をかね て いた。 大快 晴に恵 まれ る。 内尾 の小学校 に一泊。 かな りしん どいコー
ス。 しか し リー ダー を開放 ざれ てかな り悪乗 りした よ うで もあ る。

11/24 午後 7時 30分 帰 る。 その後、 金森、 川村、 山田で若葉、菊 へ。
どうい うわけか菊 で映画 の前売券 を 2枚 買 った c

*短 い Po W.だ ったが非常 に楽 しか った。雪 もか な りあ り冬 を迎 える前のつかの間の快
晴 に恵 まれ た とアルバ ムに も書 いて あ る。 しか し、 手 元の写真 で は 白い歯 を出 して いな い
のは私 だけで あ る。

11/27(火 ) 珍 し くま しめ に授業 に出席。終 わ ってす ぐ部室へ。蛍光灯 が こわれ
た らし く、 ローソ クが と もって いた。川端 と冬 山の話 を しよ うと したが、別 にや らなか っ
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た。啓紀 と山 田が OBの 話 で茶店へ 行 ったので俺 も行 った。

*ワ ンゲルだか らロー ソクには事欠 かなか ったて し ょう。

11/30(金 ) 冬 合宿 全体 ミーテ ィング。 C.L.は 自分 であ るが、 夏合宿終 わ っ
てみ るとLeaderと 名 のつ くプ ライ ドも、厳 格 さ も、緻 密 さ も、 またその名 に基 づ く
恐怖 も何 もあ った ものでな い。

12/1(土 )  総 会。 3時 ごろ終 了。川端、 金森、 そ して宇野氏 とバ ロンヘ。

12/3(月 )   B隊 の トレーニ ングや る。 川端 と山内 と清水 とで茶店 へ。 最近 の部
の感想 め いた もの を話 す。 9時 前に問所氏宅 へ。 電磁 気の本 を貸 して も らう。

12/7(金 ) 大雪 の模様で あ る。荒 島岳の連 中、 ど うな ってい るのや ら。

*私 はす てに降 りてお り、 3年 生は いな いが相変わ らず南保氏 を中心 に出かけた らしい。

12/8(土 )  間所 氏 を十全病 院 前て見送 った。雪 が降 って いた。 その後、 宇野、
高村、井 上敏 の各氏 とと もに メ ンパ ーで積 む。

12/10(月 )  トレーニ ング後、 ミカ ドヘ川端、 中野、 北川、清水 と行 く。冬合宿
に関す る話 で あ る。 未知 の コー スに関す る安全性等。俺 がチ ーフ として何 をや って いるか。
ただ名 前 だけ いただいてぼ け っ として いる。結局、川端 が鶴 来の ポ リス と営林署へ行 って
くれ る。

*こ の頃 よ りなぜ か 日記 を書 くの もサ ポ リがち にな って きて い る。馬鹿 な私 であ るが、 人
並 み に別 れ とい う ものが あったのだろ うか。

12/30(日 ) 冬 合宿修 了。 今年最後 の行事。 C.L。 と して参加。 やっ と終わ っ
てホ ッ トす る。何 もなか った ことが、 一番 確実 な安全 で あった。
B隊  清水 (啓 )、 大家、 山 田、坂井、 津 島、岩 本、 吉 岡 全 くお もしろい奴
ば か りで、始終笑 いが絶 えなか った。 や っぱ りや りとげた とい う気 はあ る。冬 山 としては
結構厳 し くもあ り、 楽 しい ものであった と思 う。猛 吹雪 もうまい具合 に一時 的 に止 んで く
れ た。途 中、 一 日だけ大 快 晴、 なければ うそだ。我 が一年 生 のアホな こと。 2年 生 も頑張
つていた。 明 日、 帰省 す る。 のんび りしたい気 で いっぱ い

｀
だ。 山にいる間 は感 じなかった

が、現在 ひ どい睡魔 にお そわれ ている。 部員のみん な、 それ ぞれ良 い年 を迎 えて くれたま
え。 これ て 1973年 の書 き収 めか。

*口 三 方 で 28日 に沈殿 して い る。 29日 に内尾 の ど こかで一泊 (テ ン トではな い )し 、
30日 に 4ピ ッチ で加賀 一宮 まで行 った としている。

昭和 49年 (1974年 )

1/10 11時 、 渡辺 よ りTE.L。 買 い出 し。 P.W.行 く気 な し。 日程、
コースの変更 とな る。 5時 よ り冬合宿反 省会。 かな り厳 しい意見 もあった。 リー ダー間、
またメ ンバ ーの縦 の コネ ク ト等考 えなければ な らな い こと もあった。意外 と楽 で あった と
い う声 が多 い。 そ して楽 しめ た とい う声 も多 い。 あん な もの と思 うのが一番 か。

1/12～ 14
鶴 田、 津 島

白い高三郎 を見 る P,W.(成 人式 ) L.川 端、 渡辺、恵比寿、

*何 も感 想は書 いていな い c

1/26 総 会。 その後追 コ ン。 at電 々会館。 1次 会 の後、増 田、 三宅、 松
縄、 祖 父江、 松林、 上馬 各氏 と 3年 は川端、 金森、塚 本、 2年 は渡辺、 松 岡、藤井、小 間、
杉本 で 田楽へ。 3次 会、 川端、藤井、 松 岡で若葉 へ。 そ こで無数 の人 と会 う。 4次 会、 間
所氏宅。 そ して、 増 田、 三宅 氏、金森 らも来 たので、 朝 の 6時 まで俺 の下宿 で話 しをした。
現在 の 4年 生 とももうお別れ か。 しか し、 金沢 に残 る人 も多 い。 いやで も顔 を会 わす こと
がで きる。

1/28～ 29(火 )28日 、 朝起 きて思 った。春 山の話 の ことを。 中野 と金森 に連絡 し
て部室へ。川端 に珈琲館 に来 い と書 き置 き。金森 の原 案 を採用。 情報集 め の ため坂尻氏宅
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へ。 間所 氏 も来 る。 は じめ春 山の話 を して いたが、 そ の うち酒 を飲 み始 め、追 コ ンの続 き。

朝 の 6時 まで飲 ん だ。 そ して そ こで 12時 まで寝 て、 午後 学校 へ。 春 山 もっ と真 剣 にや ら

な あかん。

1/30～ 31(木 )電 気科 3年 v s看 護科 2年 コ ンパ。 いろいろ と女性 に声 をか けてみ

るが ・ ・・。夜 10時 か ら昼 11時 まで中野宅 で積 む。松 岡、 松平、伊 豆、 多賀、 中野。

帰 って きて寝 て しまった。 P審 も行 かなか った。

2/2(土 ) 午後 白山研 の シ ンポ参加。 その 後、 金 森 と談 話。 昨 日執行 部 で話 し

合 った とい う。 す まなか った。今 回の春 山聞 いた と ころで は 2年 生が 5名 だ とい う。 3年
生 の参 加 も不定 で あ る。 明 日、 川端 とお ち合 う約束 を した。

2/3(日 )   午後、 川端 と茶店 で春 山 に関す る話 を少 しす る。 同級 生の協 力の無

さが一番 問題 にな った。事実、俺 も聞 いて頭 に来 て、 残念 に も思 った。 P審 で も一騒 動 あ

るような雰 囲気 で ある。俺 の P.W。 だれ も乗 って くれ な い し、 いや、 1年 生が多す ぎて

よわ って しま う。 P審 もめん ど うだ。 自分 の P,W.お ろ して楽 にす るか。

*こ の時期 なぜ か部活動 はなげや りにな って いるよ うだ。

2/6(水 ) L会 出席。 7時 す ぎに帰 るつ も りが 10時 30分 にな った。 昨年 の

執 行部 よ りもは るかに いい加減 であ る ことは、 まあ 目に写 ってわか る。 今 の 3年 は そ うい

う連 中ば か りだ。 中て も トップが 自分 で あろ うか。 明 日P審 。試験 も間近。

*自 分 に当 てはめ て判 断す る と、 B型 人間 は気乗 りが しな い ことは あま りや らな いが、 一

旦 のめ り込 む とと ことんや る くせ に、 熱 しやす くて冷 めやす い ところが あ り、 どち らか と

いえば理 論詰 めには向かな くて感情、 感覚 で行 動す る ところが あ る。執行 部 には B型 が 3

人 いたはず だが ・・・。

2/7(木 )    P審 。 11時 前修 了。 渡辺 と川 村 と 3人 で若葉へ。 新 2ト レ、 春 山

な ど雑 感 を話 す。 12時 30分 、 間所 氏宅 へ。 大学 院 の話 とか、 一般 的 な生活感 とか いつ

もの よ うに話 しをす る。 昨 日、 今 日とつぶれ る。 勉 強 しな くては な らな い。

2/9(土 ) 総 会。 4年 生 は今 回 を もって現 役 を去 る。 次 の総会 は新入生 を交 え

て行 われ る こ とにな る。早 い もので あ る。春 山の計 画 は承 認 され た ものの、 いろいろす っ

き りしな か った。瑛 りで Po W.の Meetingを や り、 その後執行 部て話す。

2/13(水 )  本当 に寒 い天 気 であ る。 昨晩 は執行 部 で ミーテ ィング。若竹 寮へ遊

びに もい く。 今 日は午後麻雀。 自分 が馬鹿 に見 える とき もあ る。 明 日、 数理統 計の試験 が

あ るが な に もや らない。 それ に情報数学 もあ き らめム ー ド。 明 日、 P会 に行 かねば な らな

い。

*P審 か P会 か、 両 方 の表現 で書 いて いる。

2/14(木 ) 数理統 計 は破廉恥 なが ら悪戯 を実施 した。 5時 30分 よ りP会 。 い

や な もの であ る。 しか し、 2年 生 あた りに いろ いろ と思 いつ きを尋 ね るの もお もしろい も

の だ。 明 日は Po W.の ミーテ ィング。土 曜 は P会 と試験 を前に してか な り多忙 で ある。

最 低 75単 位 は確保 した い。

*別 に下 級 生 を い じめて いたのではな いだ ろ うに。

2/26(火 ) 23日 情報数学 やめ る。 24日 夜、 中野 宅 へc少 し勉強、 半荘 や る c

信 じられ な い。 25日 試験終 わ る。 L会 出席、 その後 しな のへ。 3年 、 中野、 川端、 山内、

2年 、 井 上、 渡辺、 小 間、 松 岡、川村、 1万 6000円 c川 端 と中野宿泊。 勉強す れば よ

か ったの に。 26日 、起 きたのが午後 4時 。夜、

*本 試 は終 わ った よぅだが、 大事 な追 試が控 え

て いる模 様。

テ レビをみ なが ら勉強す る。
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昨晩、 不 安 にな ってか 中野宅 へ。本 日、電 子回路第二c非 常 に優雅
まあまあ。 夜、電 話す る。 重 文は旅 館に とま る らしい。 父 に言 う、 一科

*重 文 とは弟 の ことで金大 を受験 した。 よほ ど留年 しそ うだ ったのだろ うか。

3/10(日 )  10日 間 い ろ い ろ あ っ た。 1日 ・

3日 ・ ・ ・ ?、 4日 ・ ・ ・徹 麻 、 5日 ・ ・ ・徹 麻 、 6日
・ ・徹 麻 、 8日 ・ ・・ 映 画、 9日 ・ ・ ・帰 省 、 10日 ・

?、  2日 宇 佐 美 氏 と徹 麻 、
・・ P審、春 山全体 M、 7日 ・
・帰沢。重文の入試 も終 了 した。

*10日 間 いろいろあ った と書 いて い るが、 ほ とん ど麻雀 か。宇佐 美氏 とは虎 姫 高校 の先
生 で受験 生の付 き添 い きて いた もので、私 も教 えて もらった ことが ある。 弟 は結 局 合格 し、
私 と同 じ金大 工学 部電気 工学科 へ入学 し、 以後 3年 間同 じ下宿 で住 む ことにな った。

3/14(木 )   2、 3日 天候 は冬型 に戻 った。 最後 の降雪 であって ほ しい と思 う。
本 日、 トレーニ ング。 す もう場 まで も走 れ なか った。体 力が低下 して いる ことは 目に見 え
てわか る。春 山まであ と 6日 か 。・・。

3/15(金 )  少 し風 が あったが春 らしい天気 であった。 明 日は入試 の発表 か。 春
山 ミーテ ィングあ り。 春 山 も昨年 よ り千 円ア ップの 6千 円 とな った。 シュラフ も千 円ア ッ
プ とな って い る。ザ ック も値 上 が りす るだろ う。 どうで も良 いが。井村 にニ ッカ ズボ ンた
のんでお いた。

3/18(月 )  春 山買 い出 し。 パ スの便 の都合 で自山下 か ら足。 A、 B、 C隊 に よる
ポーラー。七倉 ア タ ック。 C.L.川 端、 A・ ・・北川 、B・ ・・川端、 C・ ・ ・金森、 ア
タ ック隊長 ・・・中野 とな って いる。

*以後 日記は約 9ケ 月 の間、 ぶ っつ りと途 絶 え る。 この春 山に関す る記録 は少 な く、 アル
バ ム内 (写 真 もな し )に も以 下 の よ うに 3行 程書 いて いるだけである。 35周 年記念 ベ ル

クハ イム誌 に よれば養 蚕小屋 の使用 も前年 で最後 の よ うだ し、 どこで どうしたのか思 い返
してみ て も全 く記憶のか け らもな い。

74 春 山準 合宿 於  青柳 新道  Members 北メI「、 中野、渡辺、横 井、 坂井、 井
村、津 島  七倉 アタ ック成 功、 中野 君 が ア タ ック リーダー として頑張 った。

執行部～退部 ～ OB篇
(昭 和 49. 4～ 51. 3)

昭和 49年 12月 2日 (月 )

なん と長 い沈黙 であったろ う。

約 9ケ 月 の期間 この 日記 と顔 を合
ゎせ た ことはなか った。 いろいろ

あ った。 春 山は成 功 の うちに終 わ

った。

4月 ・・・ P.W.中 止

5月 ・・・奥池～ B.H.、 新 トレ

6月 ・・・結 団式

7月 ・ ・ ・合宿 (連 絡 先 )

8月 ・ ・・ 山小屋作業

9月 ・ ・・大学院受験→ 失敗
10月 ・・・奥 池～ B.H.
11月 ・ ・・ 直海谷 P,W.

ヨ蘇I149年 5月

改築直前のBH(一代目)を
バック0こ。
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大学院 の試験 は大 失敗 だった。何せ毎 日麻 雀ば か りや つて い たので あるか ら当然 だ。 その
失敗が最近 焦 りを覚 え させ る。

*こ こでは主 な 出来事 の タイ トルのみ書 き綴 って い る。 驚 くべ き事 に この約 4ケ 月後 には
なぜ か また以下 の ように各 内容 のア ウ トライ ンも綴 って い るのであ る。 まだ書 き留 め よ う
という気持 ちが あ ったのだろ うか。

昭和 50年 3月 8日 (土 ) 今 日は本 当 に春 め いた良 い天 気 であった。約 1年 間 の
ブラ ンクであ った。 もっ とも前頁に少 し書 いてお いたが。 昨 日で卒研 も一応 発表 まで こぎ
つ けた。 しか し自分 としては半年間は た して何 をや って きた のか、 全 くわか らな い。題 目
だけて も記 してお こう。「 デ ジタル アナ ログ混 合 回路 に よ るフ ィル タの研究 」
1年 間 を さっ と思 い返 してみ ると
3月 は春 山で あ った。 アタ ック も大成 功。 中野 の姿 が 目に浮 かぶ。

4月 、 この月 はた しか疲 労気味。 いや、 や る気 がな か ったの か、 P.W.を 中止 させ た。
Membersに は弁解 の余地 もな い。 4月 の終 わ りに松 岡 と 2人 で偵察 に強行軍 で奈 良
岳 まで行 った。途 中、 カモ シカ を見 かけたのが 印象 深 い。

*中 止 したのは 内尾～ 中宮 P,W.

5月 は じめの頃  奥池～ B.H.PW参 加。 Members. L.松 岡、 中野、 横井、
七間、 津 島、 浜
1500m級 の 山 々は もう春の匂 いを漂わせ て いた。 少 々茶 色 の色 を した、黒 いゴ ミの よ
うな ものが付着 したザ ラザ ラの雪 の上 を歩 く。 日は暖 か い。 風 はそ よ風。 なん ともいえな
い満足感 であ る。大笠 山まで行 った。 いい山で あ る。 それ に見越 山北峰 か らの大 グ リセ ー
ド。 見越 、 高三郎 間は少 々 bushで 苦労す る。 BergHeimも 夏休 み には改築 され
る。我 々は最 後 で あったか も知 れぬ。
5月 下 旬  新 入生 トレーニ ングの時期。渡辺君 の所 て参 加 した。 ダム よ り眺め た高三郎
が美 しか った。新道 を利用 して ピー クまで ワ ンデ リング。 前 の Po W.の ときよ りも ぐん
と雪 はへ る。 ピー クに少 しあっただけであ る。 あいかわ らず 見越、 奈良、大笠、 自山、奥
三 方、 日三 方等 どん とそびえて いる。 また情熱 がわ く。

*奈 良岳 で 1日 沈殿 して いる。気 に入 って いる写真 の 1枚 が この時 の奈良岳 よ り眺 めた 日
の出 (ち ょう ど立 山の上 か ら出てお り、雲海 と周 りの残 雪 との調和 がすば らしい )で あ る。
又、今 よ りも急 な屋根 の角度 を持 つ改築前 のベ ルクハ イ ム の姿 が懐 か しい。

6月 は結 団式 で あ る。渡辺君 のパ ーテ ィとあ いな った。「 黒 平 」 とい う名 であったろ うか。
しか し合宿 中 は金 沢の連 絡先 として居残 った。 合宿 トレの一 回 目、 高三郎 989Pに は参
加 した。

7月 、 夏 合宿 の最 中。 自分はのん,の ん と暮 らして いた。

8月 下 旬、 ブ ラ ックとコーラをかつ いて雨 の中一人 で、 ず ぶ 濡れ にな って BergHei
mへ 。 1日 で帰 る予定 が毎 日飲 んで、食 って、 仕事 して 5日 間 ほ どいる。 オ ロロに苦労す

る。第 2期 よ り第 3期 と居 る。

9月 、 大学院 試験、 自分 ではで きた と感 じたが落 ち て しま う。

*試 験 に落 ち たのは冒頭 には麻 雀ば か りや って いた と書 い て い るが、 ここでは BergHeimの せ いに してお こぅと思 います。進 学 しよう と思 っ たのは、 今 まて部活動が忙 しす
ぎて (?)ほ とん ど勉学 というもの を してお らず、 これ て は いかん と思 い立 ち、何 か一つ
て も研 究 らしき もの を しようと決断 したか らてす。 一 見 立 派 にみ え る息子 を前に して、 金
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の ことは心配す るな と親 父が言 った よ うな気 がす る。

10月 、奥池～ B.H.PW
Leaderと して参加。 Members 村 池、 早川、 四方、 小野、藤 原
山 々は季節 ごとに異 な った様 を呈す る。 1秒 1秒 に も違 って いる。 今回は新 人 3人 とと も
に実施。我 なが ら無茶 を した と も感 ず。 見 t_tで 金森、 中野 と出会 う。 ここらの bushに
は まいった。仙人岩 と大笠 とを眺 め た。 新 しい BergHeimに 至1着 して安心す る。 亀
虫 の多 いことに び っ くりす る。 2年 合 ワ ンの準 備 とかの草刈 りを手伝 う。 2年 生が少 な い
の も奇妙 な ことで ある。 BergHeimで は、 は でに飲 ん だ。 しか し感心 しますね え、
我 なが ら。                             ・

*半 年遅れの新 トレであ る。執 行部 もか な リオ ープ ンだったのだろ うか。奈良岳登 山口、
ワ ンゲル平て各一泊、 ベ ルクハ イム で 2泊 。 1ビ ッチ 60分 といい新人 にはかな り苦労 さ
せ た らしい。

11月 、 勉強 の方 は さっぱ り。 直海 谷 の P.W.参 加。 L.津 島、川端、佐野、達磨
一応、初冬 といえ るであろ うか。 959ま で行 く。 そ こで雪 は 30cmく らいであ った。
冬 山がなつか しか った。 改 めて感 した。 日三 方 は近 くて遠 き山だなあ と。

12月 29日  中野宅訪 問。川 端、 金森、 山内。
汽 車 に乗 る。

*年 末 だ しその まま一人西へ 向か った の だろ う。

いろ いろお世話 になった。粟原温泉 か ら

1975.1月 16.17日   大学院試験、合格 してよかった。

そして今 3月 。月日のたつのは早い。

*進 学 ではあ るが一応 卒業 式 に も出席 したはず だが、 何 の感 想 も記録 して いな いよ うで情
け ない限 りであ る。 これ以降約 10ケ 月 もまた記録 な し。

今、 また年が明 けたのであ る。 1976年 1月 の 18日 (日 )で あ る。

75年 4月   高三郎 を眺 めて P.W.参 加。 村池、 横井、 七間、渡辺 の メ ンバ ー。
日三方の ビークで雪盲 にかか る。

5月      連 体、祖 父江氏、井 上 の 3人 で 内尾 ～ B.H.13時 間踏破。 雨 ま し りの

雪 が冷 たかった。 しか し、 見越 山の グ リセ ー ドは いつ もなが ら良 い。小屋作業 の連 中 を手
伝 う。

5月 31日 追悼 山行参加。

7月 中旬   井上 と白山山行。 2泊 3日 。 南竜 てツ ェル トかぶ って板 の上 で寝 る。次 の

日は御 前峰の社 で ウイスキ ーをがぶ飲 み しなが ら寝 た。

*2日 の夜 は非常 に激 しい雷 鳴 の一 夜 で あ った と思 う。翌朝、 ご来光 を拝 み に登 って きた

人 たちが社 の後 ろで朦朧 として い る我 々に気 づ かず に手 を合わせ て いた よ うだった。

8月 上 旬 北 アルプ ス山行。川 端 、 井 上 の 3人 。 リーダー として参加。

*濁～烏帽子～野 口五郎～ 双六～笠 新 道 ～ 新 穂 で半沈 含み 4泊 5日 。笠 ガ岳 ワンデ リング

には私 は行かず、 笠新道 も 2時 間 てぶ っ とば す な どでパ ーテ ィ内に一時 険悪 なムー ドが漂
った。

11月 連休   1人 でベ ルクハ イムヘ。 この時 金森 らは 自山へ行 って飲 ん だんだ と。俺 一

人 つ いてないか。

*同 窓会の よ うな もの をや って いた の だろ うか ?

12月 20日  虎校追 いコ ン。
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12月 29日  ワ ンゲル 16期 忘年 会。金森、林、井 上不 参 加。

12月 31日  宇野氏 の車 て帰 る。 同乗者 間所、渡辺、 山 田
越 前海岸 が よか った。

*ま だ北 陸 自動車道 な る もの は利用 で きず、ず っと 8号 線 を帰 ったの だ ろ うか。

1976.2.29(日 ) もう 2月 も終わ って しま う。 昨 日は春 一番 だ ろ うか。 気温 も
20度 まで上 が り半ば 狂 った よ うであ った。卒研のほ うもそ ろそ ろ大詰 め であ る。 自分 の
研究 も題 目が変 わ りた いへ ん で あ る。大学院生の発表 が 23日 に あ った。 間所氏 ももう少
して金沢 を離 れ て しま うの で あ ろ う。
24日 は夜、 宇野 宅 へ。 間所、堀、 山田居 る。 その後間所 宅 へ 。 久 々に麻 雀。徹 マ ンや

り朝の 8時 す ぎか ら犀川 ダムヘ。道 は除雪 してあった。 ダムの近 くは ま だ lmぐ らい雪 が
あつた。 天気 もよ く高三郎 も くっき りその 白い稜線 を太陽 に 向け光 らせ て いた。 ダムの水
面には雪 が半ば 氷 よ うな状 態 で びっ し りついていた。今 まで も行 こう と思 えば冬 で も行 け
たのだろ うが、 今 回初 め て訪れ たの は少 し興味がある。 帰 って きてテ ックでモーニ ングを
注文 した。
26日 は これ ま た久 しぶ りに部室へ。実 は川端に会 いに行 ったが法 支には居 なか ったの

で。杉 本 と兼 六 園 をブ ラブ ラ。 この 日もよい天気で医王 山が良 く見 えた。 その後、 珈琲館
へ。松 岡 と 1年 生 が居 る。 こ こで大決 断。 4月 の P.W.に の ったЭ尾 添尾 根 で あ る。

*時 た ま OB面 して部室 に も顔 を出 していたのか もしれ な い。 日記 は 1976年 3月 27
日をもって終 末 をむ か え るが、 この 4月 の P.W.に 関す る記録 は、 た とえば 35周 年誌
な どをみ て も発 見 で きず お流 れ にな ったようだ。

1976.3.27(土 ) 3月 初 め  大 日ヘスキ ー 高 嶋 先 生、 森 本、 日中

3月 半ば   牛岳 ヘ スキ ー  上 田氏、森 本、 日中、常 陰

3月 13～ 16日   OB 春 山、 Members 坂尻、 宇野 、 川端
ダム→大倉→ 赤堂 → 月 ケ原 → 多子津→大門→赤 まきこ→見越 → 高 三郎 → B.H.→ 金沢
俺 もよ くや るよ、 いつ ま で も飽 きもせず。 しか し、体 調不十 分。 背 中の痛 み、 ひ ざの痛 み。
で も顔 が黒 くな っ ただけ た くま し くみ えるか も。 4月 の尾 添尾 根 P,W。 な どにの って い
るアホで あ るが、 どう しよ うと思 った。川端君 とは もう最 後 の本 格 的 山行 とな った。

*こ の時、 写真 に よれ ば
ベル クハ イム周 り残 雪 は

ち ょうど基 礎石垣 の上近
くまであ る。
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3月 21日   下宿の親父 さん と京 都 まで ドラ イプ。 湖西 を運転。 DX東 寺へ行 く。

*確 か深夜 に行 った と記憶 して いる。 今津 あた りで か な り雪 が降 っていた と思 うЭ

3月 26日   金大卒業式。 この夜、森 本、 上 嶋 と飲 む。 彼 らが出 して くれ たc俺 は文無
しだ った。上嶋 は金沢に いる。森本 は川崎 で あ る。 そ の 後、 間所宅へ。 スキ ー靴 をいただ
く。雪 焼 け した顔 が笑 っていた。 そ う硬 くて もな いけ れ ど握 手 を して別れ を告げた。 ま た
遊 びに来 て くだ さい。お世話にな りま した。

3月 27日   朝、 TELが ある。 川端 か らだ。 今 日金沢 を去 るという。車 そ行 くとい う
か ら見送 りに も行けない。敏明 と山 内が部室 に居 た よ うだ。 元気 に頑張 って くれ。 ともに
過 ごした青 春 の思 い出は いつまて も心 にあ るだ ろ う。 何 か あ いそのない別れ方の ような気
もす るが、死 ぬ までには何度 か会 えるだろ う。 その時 には飲 んで騒 ごう。身近 な 4年 生 も
み な消 えた。 なぜ俺 はまだ残 ってい るのか。 や は り友 人が だん だん減 ってい く寂 しさを感
じ ざるを得 ない。今 さ ら一つ一つの思 い出 を蒸 し返 す ことは しな い。 いつぞや君 たちをふ
と思 い出 し、 しば らく陶酔 に浸 るにちが いな い。 君 た ち もそ うだろ う。君 たち との行動、
討 論、 グ ラ話、 生活のほ とん どが、 み な一 人 一 人 の心 の礎 石 ともな って いよう。世 の中
友 人 が居 るとい うことはすば らしい ことだ。

さて本 日 16期 生の同窓会が催 され る。 川 端 が不 在 なの が ち ょっび りお もしろ くな いが c

驚 くなかれ中野 と金森 が舞 い戻 って くるとい う。 楽 しい こ とである。塚本、英、小林、 川
端 諸君 の成 功 を祈 る。会は 6時 か らの予定 。 現 在 文 無 して 中野君 に一時借 りようと考 えて
い る。

*い よい よ別れ の段 にな ると何や ら訳 の分 か らな い感 傷的 な ことを書 いているようです。
この頃 は、 毎年 の ように同窓会 らしき もの をや って い たの だ ろ うか。。 さて、最後の 2年
は 日記 とは呼べ ないか もしれな いが、 昭和 43年 (1968年 )よ り約 8年 にわた りつ け
て きた私 の 日記 もこの 日を もって完 結 して しま いま した。 こ こで 日記か らの引用 は終わ り
です が、 76年 についてアルバ ムの余 白に 山行 の ち ょっ と した記録 があ りま したので引 き
続 き掲 載 させ ていただきます。

5月 連休    B.H.に 入 る。 16期 は ただ一 人 だ ったが、 た くさん小屋 に居 た。残雪
の高三郎 へ登 る。 旧道下 山中、 この時 は小屋 作 業 の数 人 も一緒 だったが道 に迷 い、 20～
30分 立 ち往 生 した。少 々の雨、 ガ ス もあ った が積 雪 期、‐残 雪期 には要注意 である。

7月 28, 29日   白山にて第 2講 座 キ ャ ンプ。 精神 的苦 悩 の多 い山行 であった。上 で
は た くさん出会 った。 山内、英、敏 明、 松 岡、 長 田、 吉 田、 亀 田な ど。

*電 気科第 2講 座 は高嶋 先生 をは じめ と して 10名 。 上 で出会 った面 々は どういう集 ま り
だ ったの だろ う。

8月 31日 ～ 9月 2日   ワンゲル平、 山小 屋 作業 参 加 (作 業 はせず )

31日  午後 2時 、坂井 と金沢出発。午 後 3時 ダ ム 出発、 もろにブ ッシュ。午 後 4時 3
0分 新 道取付。 6時 、分岐、 ロボ ッ ト観 測所 ま て ワ ンデ リング ?、 40分 ほ どロス。午後
9時 、 高三郎 一峰 ピーク着。 新道 と旧道 の分 岐 (知 らず に過 ぎて しまったが )か らピー ク
ま で ひ といブ ッシュ。 いやにな るぜ。 雨 こそ降 らな いが、 露 で ズブ濡れ。二峰をふ うふ う
登 る。 次 は三峰 だ と頑張 る。三峰へ着 いた。 ワ ンゲ ル平 のテ ン トは見えない。最後少 し右
へ まが り、左 へ登 り気味 に行 く。 見 えた。 午 後 10時 40分 。テ ン ト内唖然 !!12時 過
ぎに寝 る。

9月 1日  昼食 をとどけに行 くの につ いて見越 ま でゆ く。 冷 たい雨だよ く降 る。
9月 2日  見越 頂上 て奈良岳 か らの作業 隊 (横 井 ら )と 貫通式。 13時 30分 ワンゲル

平 に別 れ を告 げ る。 もう完全 に最後 であろ う。 一 峰 ま で一時 間。 旧道 を下 る。 B.H.着
が 17時 30分 。 その後、 坂井、横井、藤 原 らとブ ッシュ のなか を帰 る。 ダムよ り車 て家
に着 いたのが 20時 30分 。現在、 吹 き出物 と 胃痛 に悩 ま されて いる。 お世話 にな ったM
embersを 書 いてお こう。 L.村 池 (4)、 佐 野 、 木 村 (3)、 栃尾、 佐治、 立浪
(2)、 山口、 岩 田、 青崎 (1)
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エ ビロー グ

着手以 来 や った りや らなか った りで約 10ケ 月 を要 して しまい、結果 的には全 くダラ ダ
ラ と綴 って きて しまいま した。未発 表 の部分 では恋愛 篇 な どとい うもの もで きな くはな か
つた よ うです が、 これは読者 の強 い要望が あ4ば 10年 後か 20年 後 (OB会 が あ るか、
生 存 も不 明 です が )に しま しょう。 初 めに も書 きま したが、 読者 の方 々がほんの少 して も
当時 の、 あ るいは学生生活や ワ ンゲル の共通 の記憶 を蘇 らせ ていただければ、恥 ず か しな
が らも公開 した甲斐 があ った とい う ものです。 ただ し、 その場 の状 況によっては今 か らで
も遅 くは あ りませ んので、 筆者 同様 に悔 い改 め て懺 悔 を して いただければ と思 います。

なお、 もう一度 大学生活 を送 るとした らどう した いか とい う質 問があれば 次の よ うに答
えたい と思 います。『 勉学 の妨 げにな るク ラブ活動 な どにはわ き 目もふ らず、麻 雀 ・パ チ
ンコ・酒 ・ タバ コは一切 や らず、 ただひたす ら学問道 を歩 み、単 位 の一つの取 りこぼ し も
な く優 秀 な成 績 を修 め る』と。

最近 の青年達 の ものの考 え方や気質 につ いて は私 自身 よ く分 か らないが、 私 共 とは きっ
と多 くの面 で異 な って きて い ると思 う。 したが って学業 や ク ラブ活動、バ イ トな どの在 り
方 あ るいは地 域 との接 し方 も変化 して いる し、 今後 も変化 しつづけ るだろ う。 そん な中 で
学 生生活 は就職 までのモ ラ トリアムではな い といった考 え方 や単位認定 の見直 しに基 づ く
大 学 の改革、 あ るいは近 い将 来す ぐにで も来 る少子化 の影響 な どを勘案 す る と、 ヮ ンゲル
活 動 の将 来 も先細 り気味 にな ってい くのではな いて し ょうか。 か といって私 は私達 の過 ご
して きた時代 の活動 を正統化す る気 は全 くな い し、 先 細 りになろ うとも特 に何 もす るつ も
りもな い。私 は たまたま当時 の数年 間 ワンゲル に所属 し、 た またま廻 りにいた部員 たち と
活 動 を共 に して いただけなの だか ら。

そ して今、 平成 10年 7月 。 月 日の たつのは恐 ろ し く早 い。 先の ことはわか らな いが、
過 去 の ことは思 い出 した り懐 か しん だ りで きる。 た とえば、 これ までや って きた よ うに 日
記 や アルバ ム に よって も。 しか し、 もっと もっ とス トレー トで実感 的な方法 の一 つ は古 い
顔 たち にベ ル クハ イムで会 う ことで あ る。 ベ ル クハ イ ム とい うタィムマ シ ンに よってそれ
こそ瞬 時 に 20数 年 前へ のタイムス リップ を味 わ え る。 ただ し、 よ く行 って も年 間 1回 位
の ことて あ るか ら私 に とって もあ と何 回 この船 に乗 れ るか はわか らないが。

7C

PS

会誌 の貴重 な スペ ースを提 供 して いただ き誠 にあ りが と うございま した。読後 の感 想、
ご意 見、 あ るいは特 に筆者 の記憶 の空 白部分 を埋 め て いただけ るよ うな記事 な どが あ りま
した らOB会 までお寄せ いた だければ と思 います。
辺 (か た いなか )、 留 (と どまる )、 倶 (と もにみ な )、 輩 (な かま )、 夢 (現 実 か ら隔
絶 した雰 囲気 )。
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平成 10年 (1998年 )12月 9日  (水躍日)
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OB各 位

平成 11年～平成 15年 までの

OB会 費納入 につ いてのお願 い

OB会 会計 鳥越 伸博 (23期 )

40周 年記念事業 も天候 にも恵 まれ、盛況の うちに行 うことが出来、 これを もって、

5年間の OB会 活動を無事終了す ることが出来 ました。 これ もひとえに非常にた くさん

の OBの 方々か ら、 OB会 費を納入いただいたか らに他なりません。 この紙面をお借 り

して厚 くお礼申 し上げる次第です。

さて、 OB会 の新たな 5年間がスター トす るわけですが、向 う 5年間の OB会 費 につ

きま しては、先の総会で承認の通 り、従来 と同 じとさせていただ くことにな りま した。

皆様方には、不況・ リス トラの嵐の中、 ご負担をおかけ しますが、何 とぞOB会 の趣 旨

にご賛同いただ くとともに、再び多数の OBの 方々か らの会費納入が、 OB会 運営の基

礎 となることを ご理解 いただき、下記の通 り納入下 さるようよろ しくお願い致 します。

記

1.金 額    年 2,000円
ただ し、事務負担軽減のため、 5年間の一括先払い (=lo, Ooo円 )に て納入

いただければ幸いです。

2.納 入方法   同封の用紙 にて、郵便局か ら振 り込んで下 さい。

なお、今回か ら銀行振込で もOKで す。その場合には下記 口座宛振 り込んで下 さい。

振込口座 北国銀行 本店 普通預金 口座番号 223703
金沢大学 ワンダーフォーゲル部 OB会

(注 .銀行振込の時は、 自分のお名前の前に「 期」を記入下 さるようお願い します。

例 :23期  鳥越 伸博 )

以  上

OBス キ ー 合 宿   野 沢 温 泉

2月 27日 (十)‐ 28曰 く日 )

27日 夜kリ ゾートハウス「ふるさと」2部屋押さえました。

お申し込みは OB会事務局 舟田節子 盆076-222-9288

または、   奥41E■ ksc― okuna(】 sknet,or.jp.

ma―okuna@pa2。 so― net.or.jp

(リ ゾートハウスふるさと 長野県下高井君̈

“

556

00269-85-2241

FAX 0269-85-3940 )
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OB― 一 言 通 信 追 加

こんなはずではなかったのに一ページl丁 ちを

終えてからも待つことン月。年を越してしまい

ました。ホントニモウー、コンナー。

そうなのです。これまで失癬功議 でした

ので、グチを控えておりました力ヽ 今では醜

連絡のついでにグチのこぼし放題です。うちに

あっては女房のグチ、外 (?)に あっては事務

局長のグチーこんなはずではなかったですよね。

会長を潰さない為にも、締切は守ってほしいも

のです。

という訳で、年賀状の一部も紹介できること

になりました。

中山 美津枝    7期  (ご夫婦連名)

鞍掛山、自山、大嵐山、宿の岩 (以上石川勲

灯澄山、鬼が岳、さざえ岳、西方山 (以上福井

県)牛岳、大日岳 (富山哺 、火打山 (新潟動

高妻山 (長野県)大山 (岬拠動 以上が昨年踏

破した山です。腰痛に悩まされながらも、登山、

スキー、水泳とまだまだ大文夫です。今年はイ

プサム購入で、車の中で女房と寝泊りしながら

の山イ子きを楽しんでいます。

山村 嘉一    班

久し振りにテントかついで自山へ行ってきま

した。良い年になりますようお祈り申し上げま

す。日頃の御無沙汰お詫びいたします。本当に

お世話様です。

山内 政司     16期
先日はお世話になりました。久々に皆さんの

顔を見、なつかしさと、若い顔ヵラ いのに恐れ

を感じました。今後ともよろしくお願いします。

大西 正明     18期
家族共々名古屋に転居して 9ヶ月になります。

妻も子供達も新しい土地に慣れてきたようです。

私は体脂肪を減らすべく、今年は登山とテニス

に励みます。仕事は励まない。

大変大変遅れました力、 40周年記念の写真を

お送り頂きありがとうございました。言い訳し

ません。単なる筆不生です。参加してよかった

と思います。一瞬ではありました力、 青春に戻

った気がしました。oBは懐かしかった。現役

はかわいかった。

松下 和隆 早苗  20期

2年ぶりです。お元気でしょうヵ、 おゃじが

亡くなりちょっとごたごたしてぃました力ヽ だ

いぶ落ち着いてきました。おス、くろとも同居す

ることになり新風が家の中をかけ巡っています。

OB会も時間を作ってまた是非参加したいと思

っています。よろしく。

辻村 善徳    %期
今年は家族が一人ふえて賑やかな正月になり

そうです。昨年はさすがに山に一度も行か (け )

ず、大学以来のことでした。今年はそれをカバ

ーするように是非山へのお誘いお願いします。

高木 美保     "期
5月 に赤ちゃんが生まれ、家族力母曽えます。

本年もよろしくお願いします。金沢に行きたく

て行きたくて。

12-



「KUWV万 歳 |」 「「バンザーイ !」

夏 合 宿 の 一 言 感 想

北アルプス ( )

3回生 L田村  雨で船に乗れなかつたのは残念だつたが要所要所で晴れてきれいな

景色を見ることができて良い山行だつた。

sL河村  天気が悪いなりに良い山行だつた。

2回生  越前  合宿後、剣岳がTVに映つていてあんな所良く登れたなつて誇らし

げな気分になつた。楽 しかつたヨ。

坂本  後半最高。前半最悪。

志賀  最初のほうは天候が悪 くて思つたような景色は見れなかうたけれ ど

最終的には天気が良くなつて、最初悪かつた分まで思いつきり景色

を堪能することができた。

1回生  小倉  晴れて良かつた。

加藤  立山に行く手段 として黒部のアルペンルー トを使つて良かつたのか

悪かつたのか…。でも雄山神社の御払いで天気が良くなつたのには

感動 した。

田中  いい経験ができました。

1ヒ アルプス ( )

3回生 L森田

sL竹内

2回生  伊藤

笹田

中内

1回 生  阿納

清水

杉村

谷上

3年連続完全制覇ならず。残念。

1週間ずつと雨という厳しい環境の中で登山とは何かということを

もう一度考え直した山行であつた。

天気が良くなかつた。

来年は晴らす。必ず晴れさせるc晴れなかつたら晴れてる所に行く。

ずつと雨だつたけど、晴れたときは良かつた。

天気最悪。

森田先輩の雨パワーは凄い !

得るものがあったし実際得たc

雨ばかりであまりきれいではなかつた,



北アルプス ( )

3回生 L林
sL佐藤

谷本

2回生  石り||

角谷

1回生  奥野

村松

矢田部

来年は小槍を登る。

怪我・風邪 とぼろぼろになリメンバーに迷惑をかけた。申し訳ない

っす。

槍に登れて悔いなし

天気悪かつたな

雨が・…・・。

朝飯がご飯 と味噌汁だけとは力が出ないので改善を。わずかに晴れ

た時の西岳から見た槍 ヶ岳がとてもきれい。

来年が怖いです。

天気最悪。

南アルプス

3回生 L市山

sL長谷川

得田

2回生  久保寺

矢内

1回生  井沢

大西

芝

西脇

数々の困難が立ちはだか り泣きそうになりました。

疲れた。人生にも疲れた。

大変だつたけどきれいで した。

雨が降つて後半が残念だつたけど、去年行けなかった山に行けて

良かつた。

天気はまあまあだったけど…。

しんどかったけどよい思い出になりました。

夏合宿の写真部屋に飾つてます。とっても良い思い出ができました。

縦走したいc

大火縄飛び。出し物は火の競演、狂演、恐演。
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40周 年 の 一一 =曜妻

…

3回生 残念ながら参加できませんでした。 45周年は必ず参加 します。

なかなか不思議な行事で楽しかつた。

変な所をお見せ してすいません。

OBの方 とキャンプファイヤーのそばで歌つたとき、WV部 の歴史

を感 じた。

先輩方の生の声が聞けて良かつた。

昔のワングルのいろいろな話を開けて良かつた。

見てはならないものを見れた。

芸がおもしろい。

2代 ロワングル (加藤親子)も誕生して良かつた。

OBの人との親睦が深まつて良かつたな。

芸がおもしろかつた。

おもしろいものを見た。

ビックリ !

フリチンになってすんません。

いい話が多々聞けてとてもためになり申した。

歴代ワングルの人たちは飛びぬけた人が多くて驚きましたが、

一緒にお酒を飲んでいろいろと話をしてすごくおもしろかつた。

いいんじゃない。たのしかったよ。

こんな行事もあるんだなあ。エールもやつた。

上の人を知れた。

思つたより楽しかった。

上回生の,人は面白い人だつた。

「ファイヤー !」 byも と竹内先輩の弟子清水

出た し、出て良かつた。

楽 しかつた。

上回の人がたくさん来ておもしろ

第七ギョーザの恐怖。

仕事をしなかつた。

人間火炎車 l上43矢田部 下43奥野

2回生

1回生

市山

市丁本寸

得田

竹内

谷本

田オ・l

長谷川

林

森田

石川

伊藤

越前

久保寺

坂本

笹田

志賀

角谷

矢内

阿納

小倉

加藤

清水

杉村

田中

谷上

藤井

オ1本公

矢田部

1釘―



差出人 :前 田達男 くmaeda330@kenroku kanazawa u acjp〉

宛先 : '奥名 '〈 ksc―okuna@nsknet orjp〉

日時 : 1998年 12月 15日 1027

件名 : KUWV Winterreise

ワンゲル顧間の前田です。
ワンゲル98年冬合宿の計画書が届きました。

【日程】12月 26日 (土 )～ 28日 (月 )2泊 3日 、予備2非常¬
【山域】荒島岳 (福 井県大野市 )

【行程】
初 日(12/26)

金沢(03:00発 )‐ (バス)‐ 荒島岳登山口‐水郷―おおばこ展望台―小荒島―石楠花
平
2日 目(12/27)

石楠花平―荒島岳―石楠花平
3日 目(12/28)
石楠花平―勝原スキー場へ下山 一 金沢

【Party】
CL:森 田善文 (工学部・機械)CSL:竹 内利行(工学部・物化)

PL(Party Leader):

(A)L河村浩之 (経済学部)sL市 山祐司(理学部・地球 )

(B)田 村賢司 (工学部・人機)sL佐藤豪一郎 (工学部・土建 )

(C)谷 本愛 (医学部・保健)sL林 司(理学部・言十算) いずれも3回生
各パーティ8名 の24名 ですが、[C]pattyには顧問。前田も厄介になる予定をして

いるので最大時9名 になります。3回生 8名 2回生 6名 ¬回生 10名
【連絡先】
金沢大学学生課 (076)2645155時間外=小林専門職員宅 (076)2630634
部員 長谷川夏樹 (076)2321291(050)632-4927

得田馨理  (050)633-4141(076)2760077
顧間 前田達男 (076)222-5587
※ この計画の特色は、従来までの初日=水郷泊をやめて、一気に石楠花平 (少なく
とも、「おおばこ展望台」過ぎ)まで進むこと、そのことによって 1,白 1日 の日程短
縮。そのわりには、荒島に登ってそのまま下山するという計画線が予定されていない
ことでしょう。

前田達男 金沢大学法学部
920-1192金沢市角間町
TatsuO MAEDA  Faculty of Law Kanazawa University
Kakumamachi, KanazaⅥ /a  920-1192 」apan
E― ma‖ :maeda330@kenrOku kanazawa― ua並
Tel:+31-76-264-5379
Fax:+81-76■234-4067/+81-76-264-5405

上記のように、前田顧間からのネットがつながり、奥名会長がHPに載せて一と現役の

活動をリアルタイムでお知らせできるようになりました。特に夏山シーズン、登る予定の

方はヮングルHPを覗いてみられて下さい。どのコース、どのテントサイトに現1建が入
っているかがわかります。差し入れを抱えて (な くても)お立ち寄り下さし、

- 128-



編 集 後 言己

「判決を下す !」 と叫ぶや、半分パンツを下ろし、おケウペンペンーをやるひょうきん

息子 G性に似たの !)力ヽ この頃ようやく漫画日本の歴史を読むようになり、「流罪って

なあに?」 と言う。

「それは、伊1えば政敵 (こ れにも説明がいる)なんかを一」

語りながら、なんと悠長な刑があったものかと思う。あっさり刺し、あっさり飛び下り

るこんな時代から見たら、あっさり毒殺し、あっさり不明の牢死としてもよかったものを

一そういえ|ま どの教師も説明してくれたことはない。何故「流罪」なんて選択があった

のか?当然息子は機 そうに尋ねる。

「それは昔はもっと<たたり>というものが信じられていて、末代 (こ れにも説明がいる

)ま でたたられると困るという考え方があったから」

「特に天皇というのは殺してはいけなかったからねえ」 錬 宮候補は簡単に毒殺される)

「う―ん、政敵というのはそっちがいいという人も随分いる訳だから、殺すと反感を煽っ

てさらに戦争が長引いたリー。そうだねえ、殺さないということで、出則の人間を従わ

せるメリットがあった一それだろうれ 」

このところ金沢では、「前田家百万石を、NHK大河 ドラマに」という運動か盛んであ

る。江戸時代という慢性不況時代を、大藩のまま明治まで乗り切った智恵に学ぼうという

訳である。北国新聞でも、その悲願支援の連載が続けられている。加賀百万石その20。 利

常夜話「流罪の義兄に米贈る」力■1月 あ日付けで紹介されている。

関ケ原敗戦後、利常の異母姉豪姫の夫宇喜多秀家 (秀吉の養子待遇を受けた五大老の一

人)は八丈島に流された。彼はかの地の厳しい自然の中で、関ケ原の勝者の誰よりも長く

生き、84才で死ぬ。前田家は初めはひそかに、利常の代になり許可を受け公然と、その後

明治維新まで約 2604に渡り援助を続けた。明治 2へ 御一新による恩赦でようやく秀家

の子孫達は帰京する。この時にも下屋敷内に住居を与え、独立の際には多額の資金まで提

供しているという。

<富強を誇った利常の時代はともかく、藩財政が火の車になった後でも、加賀藩は八丈島

の流人に対する「無駄」な支出をカットしようとはしなかった。慣例を墨守したと言えば

それまでだ力ヽ 藩祖利家の律儀と三代利常の鷹揚力Ⅵ豹上げた藩風と言えるかもしれなか

った。>

先祖の咎で 2C104も 島にこもり続けた子孫も子孫なら、幽霊のような親戚達への支援を

断たなかった人達も人達である。

一夜にして50億円を失った男力洋疇 0こ流れている。 2604に渡る仕送りを続けた藩

の伝統残る金沢は、雪に理もれようと、律儀で、鷹揚で、温かい。KUWVの Kは、関西

でも、近畿でもなく、百力有の「金沢」なのである。 (で も、やはり先立つものが一

ご協力をお願いします。)
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